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＜参考＞ 
 

１．国際勧告等との関連 
本標準は、1994年 9月の ITU－T SG11会合において承認された ITU－T勧告 Q．2764に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

なし 

 

2.2 ナショナルマター項目 

なし 

 

2.3 その他 

（1）本標準は、上記 ITU－T勧告に対し、先行している項目はない。 

（2）本標準は、上記 ITU－T勧告に対し、以下の項目についての記述を削除している。 

 

項番 項目 削除の理由 
1 国際特有に関する記述 国内標準では不要 
2 後続アドレスメッセージ アドレス情報を分割して送るための機能で、国内

では不要 
3 順方向転送メッセージ 国際接続においてオペレータ間の通信を必要とす

る場合に使用される機能であり、国内では不要 
4 網リソース管理メッセージ ダイナミックエコー制御のためのメッセージであ

り、国内では不要 
5 分割メッセージ 国内ではその必要性が見当らない 
6 パルス終了信号（ST） 本規定はオーバラップ転送時のみ使用するもので

あり、オーバラップ転送は国内では不要 
7 順方向アドレス信号－オーバラップ転送制御 オーバラップ転送は国内では不要 
8 応答待タイマ 国内接続では必要なく、国際接続の時も国際交換

機にあれば良いことから、国内用には規定しない

9 位置番号パラメータ 国内では不要のため 
10 発側 ISC局コードパラメータ 国内では不要のため 
11 ユーザ部有効性手順 国内ではその必要性が見当らない 
12 ユーザ部信号輻輳制御 国内ではその必要性が見当らない 
13 着側－有効／無効プリミティブ ユーザ部信号輻輳制御で用いるプリミティブであ

り、不要 
14 着側－状態プリミティブ ユーザ部有効性手順、ユーザ部信号輻輳制御で用

いるプリミティブであり、不要 
15 MTP休止／再開 国内ではその必要性が見当らない 

 

なお、上記 ITU－T 勧告で規定しているが、本標準では規定しない事項で、本標準の理解を助けるため記載

しているものは＃で表示する。 
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（3）本標準は、上記 ITU－T 勧告に対し、以下の項目についての記述を追加している。 

（本文中では＊で表示する。） 

 

項番 項目 追加の理由 

1 網機能種別 契約IDの転送など網機能を表示するパラメータで

あり、追加規定する。 

2 契約者番号 個々の網で管理している契約者の番号を追加する

パラメータであり、追加規定する。 

3 緊急通報呼表示 呼が緊急通報呼であることを示すためのパラメー

タであり、追加規定する。 

 

 

2.4 原勧告との章立て構成比較表 

上記国際勧告等との章立て構成の相違はない。 

 

３．改版の履歴  
版数 制定日 改版内容 

第1版 1995年11月28日 制定 

第2版 2002年 5月30日 緊急通報呼の発信手順の追加

 

  
４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．標準作成部門 

第一部門委員会 第一専門委員会 
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要約 

 

本標準は広帯域信号能力セット 1のための広帯域ＩＳＤＮユーザ部を記述する標準／勧告の集合の一つで

ある。 

本標準は以下に関連する手順を記述する： 

・基本呼の認定および解放 

・保守設備機能 

 

広帯域 ISDNユーザ部を記述する標準／勧告集合の本標準以外の標準／勧告は以下の通りである： 

・TTC標準 JT-Q2761広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）Ｎｏ．7信号方式 Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部 

（Ｂ－ＩＳＵＰ）の機能 

・ITU-T勧告 Q.2762 B-ISDN，B-ISDN User Part – General Function of Messages and Signals 

・ITU-T勧告 Q.2763 B-ISDN，B-ISDN User Part – Formats and Codes 

・ITU-T勧告 Q.2730 B-ISDN，B-ISDN User Part – Supplementary Service 

・ITU-T勧告 Q.2660 B-ISDN User Part to N-ISDN User Part Interworking 

・ITU-T勧告 Q.2650 B-ISDN User Part to DSS 2 Interworking Procedures 

・TTC標準 JT－Q2610 Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部およびＤＳＳ２における理由表示の使用法及び生成源 
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１．概要 
1.1 スコープ 

本標準は国内 

および国際 

Ｂ－ＩＳＤＮ能力セット 1網コネクションの設定および解放の基本Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部信号手順を記述す

る。 

以下の 6つのタイプの交換機でとられる動作が記述されている： 

・発交換機 

・中継交換機 

・国際出接続交換機 

・国際中継交換機 

・着交換機 

・国際入接続交換機 

すべての交換機の種別に共通な動作は一度だけ記述されている。特定の交換機の種別に要求される個別また

は追加の動作はその交換機の種別に適用される個別の節に記述されている。 

本標準で規定されている手順はＢ－ＩＳＤＮ信号能力セット 1基本呼、すなわち、Ｂ－ＩＳＤＮの付加サー

ビスを含まない呼、に関連している。 

 

1.2 参照 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２７６１参照。 

 

1.3 用語と定義 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２７６１参照。 

 

1.4 略語 

本標準のために以下の略語が用いられる。 

ＡＥ アプリケーションエンティティ 

ＡＥＩ アプリケーションエンティティインスタンス 

ＡＰ アプリケーションプロセス 

ＡＳＥ アプリケーションサービス要素 

ＡＴＭ 非同期転送モード 

ＢＣＣ ベアラコネクション制御 

Ｂ－ＩＳＤＮ 広帯域サービス総合ディジタル網 

Ｂ－ＩＳＵＰ Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部 

ＣＣ 呼制御 

ＣＥＩ コネクション要素識別子 

ＭＣ 保守制御 

ＭＴＰ メッセージ転送部 

ＭＴＰ－２ ＭＴＰレべル２ 

ＭＴＰ－３ ＭＴＰレベル３ 

Ｍ／Ｏ 必須／オプション 

ＮＩ 網インタフェース 

Ｎ－ＩＳＤＮ 狭帯域サービス総合ディジタル網 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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ＳＡＣＦ 単一アソシエーション制御機能 

ＳＡＯ 単一アソシエーションオブジェクト 

ＳＤＬ 仕様記述言語 

ＳＩＤ 信号識別子 

ＵＩ 認識不能情報 

ＶＣＩ バーチャルチャネル識別子 

ＶＰＣ バーチャルパスコネクション 

ＶＰＣＩ バーチャルパスコネクション識別子 

 

1.5 本標準の構造 

本標準におけるＢ－ＩＳＤＮユーザ部手順の記述は付属資料 A に記述されているモデルによって構成さ

れている。 

記述は以下の二つの主な部分に分けられる： 

・プロトコル機能 

・非プロトコル機能、すなわち、交換ノード機能：これは“アプリケーションプロセス”と呼ばれる（本標

準はＢ－ＩＳＵＰに関連する交換機内の全体的なアプリケーションプロセスの一部分、すなわち、付属資料

Ａにおいて“Ｂ－ＩＳＵＰノード機能”と示されている部分のみを記述している）。 

プロトコル機能は以下の 5つの部分に分けられる。すなわち、ベアラコネクション制御（ＢＣＣ）ＡＳＥ

（注 1）、保守制御（ＭＣ）ＡＳＥ、呼制御（ＣＣ）ＡＳＥ、認識不能情報（ＵＩ）ＡＳＥおよびＳＡＣＦ

である。これらの手順は本文とＳＤＬの両方に記述されている。アプリケーションプロセスは呼制御、保守

および整合性機能を含む。 

注 1－本標準は、例えばアプリケーションサービス要素（ＡＳＥ）や単一アソシエーション制御機能（ＳＡ

ＣＦ）といった概念の利用法を記述したＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１４００中に記述されているＯＳＩ ＡＬＳ仕

様技術を用いている。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１４００に精通していることが推奨される。 

このような手順の記述の分離は、論理的で有用なドキュメント構造を提供するが、プロトコル自身が分離

されることを意味しない。例えば、アドレスメッセージはベアラと関連する呼の同時設定を常に意味する。 

信号能力セット 1特有のＢ－ＩＳＵＰ ＡＳＥおよびＳＡＣＦを定義するのに用いられるサービスプリミ

ティブ技術は、サービス（集合）の提供者であるＡＳＥやＳＡＣＦによって与えられるサービスが、ＳＡＣ

Ｆやアプリケーションプロセス（ＡＰ）といったサービスの利用者によってどのようにアクセスされるかを

記述する方法である。 

サービスプリミティブインタフェースは概念的なインタフェースで、テストしたりアクセスしたりできる

インタフェースではない。これは記述のための道具である。インタフェースにおけるサービスプリミティブ

の使用はそのインタフェースの特定のインプリメンテーションを意味せず、また、インプリメンテーション

がそこで述べられたサービスを提供する特定のサービスプリミティブインタフェースに従う必要があるこ

とを意味しない。 

Ｂ－ＩＳＵＰ仕様へのすべての準拠はノードにおける外的ふるまい、すなわち、正しい構成のメッセージ

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６３に規定）の生起および適切なシーケンス（本標準に規定）、に基づいている。 

構造およびその使用例は付属資料Ａに図示されている。 

付属資料Ｂに含まれる図は呼設定シーケンスの例を示す。 

付属資料Ｃは仕様記述言語（ＳＤＬ）を使ったプロトコルのモデル化の導入を提供する。 
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２．呼制御、アプリケーションプロセス機能 
2.1 はじめに 

2.1.1 プリミティブインタフェース 

アプリケーションプロセス中の呼制御機能はＳＡＣＦプリミティブインタフェースに提供されるサービ

スを使用する。これらは表２－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に示されている。 

このインタフェース上のプリミティブは、多くの場合において、Ｂ－ＩＳＵＰのメッセージに対応し、こ

れもまた表２－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に示されている。 

 

表２－１／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＡＰとＳＡＣＦ間の呼制御プリミティブ 

 

プリミティブ名 種別 対応するＢ－ＩＳＵＰのメッセージ  
呼設定 要求／指示 アドレス  
アドレス－完了 要求／指示 アドレス完了  
入側－リソース－受付 要求／指示 アドレス確認  
入側－リソース－拒否 要求／指示 アドレス拒否  
後続－アドレス 要求／指示 後続アドレス  
解放 要求／指示／応答／確認 解放，解放完了  
応答 要求／指示 応答  
経過 要求／指示 呼経過  
中断 要求／指示 中断  
再開 要求／指示 再開  
順方向－転送 要求／指示 順方向転送  
網－リソース－管理 要求／指示 網リソース管理  
分割（国内使用） 要求／指示 分割  
エラー 指示 －  

 

表２－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表２－１４／ＪＴ－Ｑ２７６４（2．8節）に基本呼／コネクションの設定

および解放のためのこれらのプリミティブの必須およびオプションの内容が示されている。 

 

2.1.2 ＶＰＣＩ／ＶＣＩおよび帯域割当手順 

ＶＰＣＩを基本として、二重捕捉を完全に防ぐため、片側の交換機を出側および入側両方の呼／コネク

ションの割当側交換機とする、帯域およびＶＰＣＩ／ＶＣＩ値の片側選択を採用している。 

 

2.1.2.1 各ＶＰＣのＶＰＣＩ／ＶＣＩ値および帯域の管理 

二つの交換機間のルートがサービスを提供する前に、以下が必要である： 

・使用されるＶＰＣＩが各ＶＰＣの両端で明確にかつ全く同一に割り当てられていなければならない。 

・すべてのＶＰＣＩに対してどの交換機がこのＶＰＣＩを制御するか、すなわち、このＶＰＣＩに対してど

の交換機が帯域とＶＰＣＩ／ＶＣＩの割当に責任を持つかが定義されていなければならない。 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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この指定のために以下のデフォルト機構が定義されている： 

各々の交換機はＶＰＣＩ値の半分を割り当てる。大きい信号局コードを持つ交換機が偶数のＶＰＣＩ値の

割当側交換機で、もう片方の交換機が奇数のＶＰＣＩ値の割当側交換機となる。 

ただし、 

国内の適用には 

他の割当側交換機決定の方法が適用されても良い。 

交換機が呼／コネクションを設定する場合（自動再試行の場合も同様に）、制御しているＶＰＣＩを最初

は使わなければならない、すなわち、コネクション要素識別子パラメータを含む「呼設定」要求プリミティ

ブが出される。その交換機が制御するＶＰＣＩに関連する利用可能な帯域やＶＣＩがない場合に限り、交換

機はコネクション要素識別子パラメータを含まない「呼設定」要求プリミティブを出す。 

 

2.1.2.2 ＶＰＣＩ／ＶＣＩおよび帯域の割当手順 

割当側交換機は出側および入側の呼／コネクションのＶＰＣＩ／ＶＣＩおよび帯域の両方を割り当てる。

非割当側交換機はＶＰＣＩ／ＶＣＩおよび帯域のどちらも割り当てず、割当側交換機に割当を要求する。 

（a）割当側交換機から非割当側交換機への出側呼／コネクション 

割当側交換機は以下の動作を取る： 

・要求されたＡＴＭセルレートに従って要求された帯域を提供できる幾つかの利用可能なＶＰＣの中から

一つのＶＰＣを選択する。 

・呼／コネクションに帯域およびＶＣＩ値を割り当てる。 

・選択されたＶＰＣＩの帯域およびＶＣＩ値を更新する。 

（b）非割当側交換機から割当側交換機への出側呼／コネクション 

非割当側交換機は割当動作を取らない。 

割当側交換機は（a）項の動作を取る。 

（c）割当側交換機および非割当側交換機からの呼／コネクション同時要求 

割当側交換機において呼／コネクション受け付け時に割当側交換機が帯域とＶＣＩ値を割り当てるので、

帯域またはＶＣＩ値の二重捕捉は起こりえない。 

 

2.1.2.3 異常手順 

片側選択方式の異常時のために、以下の手順が適用されなければならない： 

・ＶＰＣＩ／ＶＣＩを伴った「呼設定」指示プリミティブがそのバーチャルパスに対する割当側交換機で受

信された場合、「入側－リソース－拒否」要求プリミティブが理由表示“ＶＰＣＩ／ＶＣＩ割り当て失敗”

を伴って返送されなければならない。このイベントはマネジメントに報告されなければならない。 

・ＶＰＣＩ／ＶＣＩを伴わない「呼設定」指示プリミティブが送受信交換機間のすべてのバーチャルパスに

対して非割当側の交換機で受信された場合、「入側－リソース－拒否」要求プリミティブが理由表示“ＶＰ

ＣＩ／ＶＣＩ割り当て失敗”を伴って返送されなければならない。このイベントはマネジメントに報告され

なければならない。 

・ＶＰＣＩ／ＶＣＩを伴った「入側－リソース－受付」指示プリミティブがそのバーチャルパスに対して割

当側交換機で受信された場合、このイベントはマネジメントに報告されなければならない。呼／コネクショ

ンは理由表示“ＶＰＣＩ／ＶＣＩ割り当て失敗”を伴って解放されなければならない。 

・ＶＰＣＩ／ＶＣＩを伴わない「入側－リソース－受付」指示プリミティブがコネクション要素識別子パラ

メータを待たない「呼設定」要求プリミティブを送信した交換機で受信された場合、このイベントはマネジ

メントに報告されなければならない。また、呼／コネクションは理由表示“ＶＰＣＩ／ＶＣＩ割り当て失敗”

を伴って解放されなければならない。 

＃ 
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2.2 完了の呼／コネクション設定 

2.2.1 順方向アドレス信号一括転送制御 

2.2.1.1 発交換機の動作 

（a）バーチャルチャネル選択－割当側交換機 

発交換機が発ユーザから全ての情報を受け取り、呼／コネクションを他の交換機へルーチングを行うこ

とを決定した場合、ルートとバーチャルチャネルの選択が行われる。 

適切なルーチング情報は、発交換機または要求がなされる遠隔データべ－スに蓄えられる。 

ルートの選択は、着番号、広帯域伝達能力、ＡＴＭセルレート、および 2．1．2．2節（a）項の割当手順

の結果による。さらに、最大エンド・エンド中継遅延パラメータが存在する場合、これは伝播遅延カウン

タと共に用いられる。選択プロセスは交換機または遠隔データべ－スの補助を伴って行いうる。 

交換機はＢ－ＩＳＵＰ ＡＥのインスタンスを生成し、「呼設定」要求プリミティブをそれに送らなけ

ればならない。 

発交換機によって呼／コネクションのルーチングに使われた情報は、中継交換機で正しいルーチングを

可能とするために、「呼設定」要求プリミティブに含められる。「呼設定」要求プリミティブは、性能パ

ラメータの目標値が達成されていることを暗に確認している。 

それはＡＴＭコネクション要素の確保を示す。 

（b）バーチャルチャネル選択－非割当側交換機 

割当手順が 2．1．2．2節（b）項に従う以外は、割当側交換機と同じ。 

（c）アドレス情報送信シーケンス 

国際呼／コネクションにおけるアドレス情報の送信シーケンスは国コードに続いて国内 

（有意な）番号である。国内コネクションにおいては、 

アドレス情報は、関連するマネジメントによる要求によって、加入者番号または国内（有意な）番号で

よい。 

国際オペレータ扱い（コード 11およびコード 12）の呼／コネクションに関してはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．

１０７参照。 

パルス終了信号（ＳＴ）は、発交換機が数字解析によって最終数字が送信されたことが 

わかる場合はいつでも、使用される。 

（d）割当側交換機によって送出された「呼設定」要求プリミティブ 

「呼設定」要求プリミティブは原理的には着交換機へ呼／コネクションをルーチングし、呼／コネク

ションを着ユーザへ接続するのに必要な全ての情報を含んでいる。発交換機は表２－２／ＪＴ－Ｑ２７６

４に含まれる必須パラメータおよびコネクション要素識別子パラメータを「呼設定」要求プリミティブに

含めなければならない。 

「呼設定」要求プリミティブは、ＡＡＬパラメータ、広域伝達能力、広帯域低位レイヤ情報、広帯域高

位レイヤ情報、狭帯域高位レイヤ整合性、狭帯域低位レイヤ整合性、ＯＡＭトラヒック記述子および経過

識別子といったパラメータを、アクセスから着側へ変更せずに運ぶこともできる。 

「呼設定」要求プリミティブ送出後、応答、すなわち、「入側－リソース－受付」指示プリミティブま

たは「入側－リソース－拒否」指示プリミティブを待つ。 

（e）非割当側交換機によって送出された「呼設定」要求プリミティブ 

非割当側交換機によって送出される「呼設定」要求プリミティブに関しては、「呼設定」要求プリミティ

ブにコネクション要素識別子が含まれてはならないことを除いて、割当側交換機における手順と同じ手順

が適用可能である。 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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（f）伝送パスの接続 

情報／スピーチクリッピング非許容なコネクションに関しては、発交換機において「入側－リソース－

受付」指示プリミティブ受信直後に逆方向のパスの接続がなされる。オプションとして両方向のパスの接

続がなされてもよい。 

すべてのコネクションに関して、「応答」指示プリミティブの受信までには両方向のパスの接続がなさ

れなければならない。パスの接続は「入側－リソース－受付」指示プリミティブ受信前になされてはなら

ない。 

 

2.2.1.2 中継交換機の動作 

2.2.1.2.1 交換機の入側 

（a）割当側交換機： 

「呼設定」指示プリミティブ受信後、割当側交換機は 2．1．2．2節（b）項に記述されているＶＰＣＩ

／ＶＣＩおよび帯域割当手順を実行しなければならない。これが成功した場合、「入側－リソース－受付」

要求プリミティブを直ちに出さなければならない。「入側－リソース－受付」要求プリミティブはコネク

ション要素識別子パラメータを含む、表２－２／ＪＴ－Ｑ２７６４に示された必須パラメータを含まなけ

ればならない。 

（b）非割当側交換機： 

「呼設定」指示プリミティブ受信後、非割当側交換機は、「入側－リソース－受付」要求プリミティブ

を直ちに出さなければならない。「入側－リソース－受付」要求プリミティブはコネクション要素識別子

パラメータを除く、表２－４／ＪＴ－Ｑ２７６４に示された必須パラメータを含まなければならない。 

 

2.2.1.2.2 交換機におけるその他の動作 

（a）バーチャルチャネル選択 

「入側－リソース－受付」要求プリミティブ送出後、中継交換機は呼／コネクションのルーチングを決

定するために、着番号およびその他のルーチング情報（2．2．1．1節）を分析する。中継交換機が呼／コ

ネクションをルーチングできた場合、Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥのインスタンスを生成し、「呼設定」要求プリ

ミティブをそれに送らなければならない。交換機は 2．1．2．2 節に記述されているＶＰＣＩ／ＶＣＩお

よび帯域割当手順に従わなければならない。 

（b）割当側交換機によって送出された「呼設定」要求プリミティブ 

信号情報は他の指定のある場合をのぞき（すなわち、伝播遅延）透過的に転送される。交換機は表２－

２／ＪＴ－Ｑ２７６４に含まれる必須パラメータおよびコネクション要素識別子パラメータを「呼設定」

要求プリミティブに含めなければならない。 

「呼設定」要求プリミティブ送出後、応答、すなわち、「入側－リソース－受付」指示プリミティブま

たは「入側－リソース－拒否」指示プリミティブを待つ。 

（c）非割当側交換機によって送出された「呼設定」要求プリミティブ 

非割当側交換機によって送出される「呼設定」要求プリミティブに関しては、「呼設定」要求プリミティ

ブにコネクション要素識別子が含まれてはならないことを除いて、割当側交換機における手順と同じ手順

が適用可能である。 

（d）伝送パスの接続 

情報／スピーチクリッピング非許容なコネクションに関しては、中継交換機において「入側－リソース

－受付」指示プリミティブ受信直後に両方向においてパスの接続がなされる。 
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すべてのコネクションに関して、「応答」指示プリミティブ受信までには両方向のパスの接続がなされ

なければならない。パスの接続は「入側－リソース－受付」指示プリミティブ受信前になされてはならな

い。 

 

2.2.1.3 国際出接続交換機の動作 

 

2.2.1.4 国際中継交換機の動作 

 

2.2.1.5 国際入接続交換機の動作 

 

2.2.1.6 着交換機の動作 

「入側－リソース－受付」要求プリミティブ送出後（2．2．1．2．1 節参照）、着交換機はどのユーザに

呼／コネクションを接続すべきかを決定するために、着番号を分析する。着交換機は着ユーザアクセス状態

を確認し、コネクションが受け入れられるか否かを確かめるために様々な確認を実行する。これらの確認は、

例えば、付加サービスに関連した確認のような、整合性確認の一致を含む。 

コネクションが受け入れられた場合、着交換機は着ユーザに呼／コネクションを提供する。 

「呼設定」指示プリミティブが 2．2．1．1 で述べたパラメータで運ばれたアクセスの情報を含む場合、

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２６５０で規定されるように着ユーザへ送られる指示の中で変更せずに転送される。 

 

2.2.1.7 オペレータ呼の着番号 

 

2.2.1.8 試験および測定装置への着番号 

 

2.2.2 順方向アドレス信号－オーバーラップ転送制御 

 

2.2.3 「アドレス－完了」要求プリミティブ 

 

2.2.3.1 着交換機の動作 

着交換機は、着番号がすべて受信されるとただちに「アドレス－完了」要求プリミティブを送信し、着ユー

ザの状態の指示やトーン、アナウンスの指示を送信する。着ユーザ状態表示が適切に設定される。 

（a）アドレスが完全もしくは、着交換機が着番号をすべて受信するのに先だってＩＳＤＮアクセス側から

状態の指示がなかった場合は、「アドレス－完了」要求プリミティブの表示は、以下の通り。 

・着ユーザ状態：“指示なし” 

この場合着ユーザが呼び出し中であることの表示は、「経過」プリミティブで送信される（2．2．4 節

参照）。 

（b）着交換機は、着番号をすべて受信したというＩＳＤＮアクセスからの表示の受信によって完結する。

この場合「アドレス－完了」要求プリミティブの表示は、以下の通り。 

・着ユーザ状態：“呼び出し中” 

「アドレス－完了」要求プリミティブは、アクセス側から発側への以下のパラメータの情報を変更せず

に転送する：狭帯域伝達能力、狭帯域高位レイヤ整合性、経過識別子パラメータ 

「アドレス－完了」要求プリミティブは、表２－３／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す必須パラメータを含まな

ければならない。 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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着ＩＳＤＮアクセスからすぐに応答の指示があった場合は、「アドレス－完了」要求プリミティブを発

行することなく、「応答」要求プリミティブを発行してもよい。 

 

2.2.3.2 中継交換機間の動作 

「アドレス－完了」指示プリミティブを受信した中継交換機は、「アドレス－完了」要求プリミティブを

前位交換機に送信する。 

国内制御交換機の場合は、以下の機能を追加する：「アドレス－完了」指示プリミティブを受信したとき

に応答待ちタイマを起動する。応答待ちタイマが満了した場合は、呼／コネクションは解放される。 

 

2.2.3.3 国際出接続交換機の動作 

 

2.2.3.4 国際中継交換機の動作 

 

2.2.3.5 国際入接続交換機の動作 

 

2.2.3.6 発交換機の動作 

（a）着ユーザ状態表示が“呼び出し中”に設定された「アドレス－完了」指示プリミティブを受信すると、

発ユーザに呼び出し指示を送信する。 

（b）「アドレス－完了」指示プリミティブを受信すると、応答待ちタイマを起動する。応答待ちタイマが

満了すると、コネクションを解放し（理由表示＝“着ユーザ応答なし（呼出中）”）、発ユーザに通知す

る。 

（c）「アドレス－完了」指示プリミティブに 2．2．3．1節で述べたＩＳＤＮアクセスからの情報が含まれ

る場合は、発ユーザへの指示の中で変更せずに転送される。 

 

2.2.3.7 着交換機でのパスの接続及び応答待ち指示 

着交換機での応答待ち指示（例：インバンドのリングバックトーン信号）の送信は、コネクションの種類

による。狭帯域伝達能力パラメータに指定されているように、音声や３．１ｋＨｚオーディオ、トーン／ア

ナウンスを伴う非制限ディジタル情報のコネクションでは、着交換機から発ユーザへのＶＣ上で応答待ち指

示が行なわれる。着ユーザからの呼び出し指示を受けた場合と、着ユーザがインバンドのトーン信号を提供

していないあるいは禁じている場合に、この指示が行なわれる。他のコネクションの種類では、応答待ち指

示は行なわれない。 

トーンが提供されているかどうかにかかわらず、着交換機では着ユーザから接続指示受信後で、かつ、「応

答」要求プリミティブ送出前に、パスの接続を行なう。 

着ユーザがインバンドトーン信号を提供していることにより、着交換機で応答待ち指示を送信しないとき、

着交換機は「経過」指示プリミティブの受信により、逆方向のパスの接続を行なう。 

他の交換機タイプでの応答時のパス接続については、2．2．5節で述べる。 

 

2.2.3.8 アクセス配送表示 

着交換機がＩＳＤＮアクセスの呼／コネクションの設定情報を受け取った場合は、「入側－リソース－受

付」要求プリミティブ発行後の最初の逆方向プリミティブの中のアクセス配送表示で通知する。 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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着交換機のみが、アクセス配送表示を生成できる。 

中継交換機 

（例：国際出接続交換機） 

は、受信時には、表示を識別し、それを透過する必要がある。 

中継交換機がアクセス配送表示を受信しなかった場合は、特別の動作は不要である。 

 

2.2.4 経過表示（基本呼） 

「経過」要求プリミティブは、「アドレス－完了」指示プリミティブの後にのみ送信される。「経過」要

求プリミティブは、呼／コネクション設定中に起こった、発ユーザに転送すべきイベントを通知するために、

逆方向に送信される。 

2．3．6節（トーンとアナウンス）参照。 

 

2.2.4.1 着交換機の動作 

「アドレス－完了」要求プリミティブが送信された場合、「経過」要求プリミティブが着交換機から送信

され、以下の動作が続いて取られる： 

・着ユーザが呼び出し中の表示が受信される。「経過」要求プリミティブは、着ユーザ状態が“呼び出し

中”に設定された着ユーザ表示パラメータを含む。 

・着ユーザからの経過表示が受信される。この経過表示は、変更せずに、経過識別子パラメータを含む「経

過」要求プリミティブで送信する。 

「経過」要求プリミティブは、表２－１０／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す必須パラメータを含まなければなら

ない。 

着交換機は、適当な経過識別子を含む着ユーザからの指示の受信により、通話路のパスの接続を行なって

もよい。2．2．3．7節参照。 

「経過」要求プリミティブは、以下の情報要素を着ユーザから発ユーザへ転送することができる：狭帯域

伝達能力、狭帯域高位レイヤ整合性、経過指示子パラメータ 

 

2.2.4.2 中継交換機の動作 

中継交換機で「経過」指示プリミティブを受信すると、対応した「経過」要求プリミティブを送出する。 

 

2.2.4.3 発交換機の動作 

発交換機で「経過」指示プリミティブを受信すると、状態の変更はなく、適切な指示を発ユーザに送信す

る。 

「経過」指示プリミティブが 2．2．4．1 節で述べたパラメータを含む場合は、変更せずに発ユーザに転

送される。 

 

2.2.5 「応答」プリミティブ 

2.2.5.1 着交換機の動作 

着ユーザが応答した場合の着交換機がとらなければならない動作は以下の通り： 

・要求されたサービス品質を割り当てる（注：より詳細な記述が提供されなければならず、今後の検討課

題である）。 

＃ 
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・（必要ならば）呼び出しトーンの停止 

・「応答」要求プリミティブの送出。「応答」要求プリミティブは、表２－９／ＪＴ－Ｑ２７６４の必須

パラメータを含まなければならない。 

パスの接続は、2．2．3．7節を参照のこと。 

事前に「アドレス－完了」要求プリミティブが送出されていなくても、「応答」要求プリミティブの送出

は可能である。例：自動応答端末。 

「応答」要求プリミティブは、着アクセスから発ユーザへ以下の情報を転送することができる：ＡＡＬパ

ラメータ、狭帯域伝達能力、狭帯域低位レイヤ整合性、狭帯域高位レイヤ整合性、経過識別子、広帯域低位

レイヤ情報、ＯＡＭトラヒック記述子。 

 

2.2.5.2 中継交換機の動作 

中継交換機で「応答」指示プリミティブを受信すると、未接続のバーチャルコネクションの両方向のパス

の接続を行い、前位交換機に同様の「応答」要求プリミティブを送出する。 

この交換機が国内制御交換機で「アドレス－完了」指示プリミティブに続いて「応答」指示プリミティブ

を受信した場合は、応答待ちタイマを停止させる。 

 

2.2.5.3 国際出接続交換機の動作 

 

2.2.5.4 国際中継又は国際入接続の国際交換機の動作 

 

2.2.5.5 発交換機の動作 

発交換機で要求した呼／コネクションの完了を示す「応答」指示プリミティブを受信すると、 

「アドレス－完了」指示プリミティブに続いて「応答」指示プリミティブを受信している場合は“応答待

ち”タイマを停止する。 

コネクションが未接続の場合はバーチャルコネクションの両方向のパスの接続を行い、発ユーザに接続指

示を行なう。 

「応答」指示プリミティブに 2．2．5．1 節で述べた着アクセスからの情報が含まれる場合は、変更せず

に発ユーザに転送する。 

 

2.2.6 「順方向－転送」プリミティブ 

2.2.7 中継網選択（国内オプション） 

中継網選択情報が発ユーザからの呼設定情報に含まれるか、契約時に決定されているなら、この情報は中

継網選択パラメータで転送され、呼／コネクションのルーチング、例えば特定のＢ－ＩＳＤＮへのルーチン

グに使用される。 

 

2.2.8 呼情報の保持／消去 

コネクション上の各交換機は、送信（発交換機）または受信（中継または着交換機）した「呼設定」プリ

ミティブの情報を、呼設定中は保持しなければならない。保持する情報は、「呼設定」プリミティブの全パ

ラメータとする。 

「呼設定」プリミティブの情報は、以下のときにメモリから消去できる。 

＃ 

＃ 
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（a）発交換機及び中継交換機では、「アドレス－完了」指示もしくは「応答」指示プリミティブを受信し

た場合。 

（b）着交換機では、「アドレス－完了」要求もしくは「応答」要求プリミティブを送信した場合。 

（c）すべての交換機で、呼／コネクションが先に解放され、自動再試行がなかった場合。 

 

2.2.9 簡易分割手順（国内オプション） 

2.3 不完了の呼／コネクション設定 

2.3.1 入側リソース不足 

入側において、リソース（例えばＳＩＤ、ＶＰＣＩ／ＶＣＩや帯域）の不足が原因で呼／コネクションを

確立出来ないときはいつでも、その交換機は呼／コネクションの解放を速やかに実行し、「入側－リソース

－拒否」要求プリミティブを前位交換機に送出する。「入側－リソース－拒否」要求プリミティブは、表２

－５／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す必須パラメータを含まなければならない。ＳＩＤが使用できない場合、理由

表示“その他のリソース使用不可クラス”が含まれる。ＶＰＣＩ／ＶＣＩが使用出来ない場合、理由表示“利

用可ＶＰＣＩ／ＶＣＩ無し”が含まれる。帯域が不足の場合、理由表示“ユーザセルレート利用不可”が含

まれる。入側の信号アソシエーション（ＡＥＩ）は消去される。 

 

2.3.2 出側リソース不足 

出側において、リソース（例えばＳＩＤや帯域）の不足が原因で呼／コネクションを確立出来ないとき、

または最大エンド・エンド中継遅延を越える場合はいつでも、その交換機は呼／コネクションの解放を速や

かに実行し、前位交換機に対して「解放」要求プリミティブを出す。「解放」プリミティブは、表２－７／

ＪＴ－Ｑ２７６４に示す必須パラメータを含まなければならない。ＳＩＤが使用できない場合、あるいは、

最大エンド・エンド中継遅延を越えている場合は、理由表示“その他のリソース使用不可クラス”が含まれ

る。ＶＰＣＩ／ＶＣＩが使用出来ない場合、理由表示“利用可ＶＰＣＩ／ＶＣＩ無し”が含まれる。帯域が

不足の場合、理由表示“ユーザセルレート利用不可”が含まれる。解放手順は 2．4節参照。 

 

2.3.3 「入側－リソース－拒否」プリミティブを受信した交換機の動作 

「入側－リソース－拒否」指示プリミティブを受信すると、交換機は（確保済であれば）ＶＰＣＩ／ＶＣ

Ｉと帯域を解放し、出側の信号アソシエーションを終了しなければならない；すなわち関連したＡＥＩを消

去する。交換機は呼／コネクションの再ルーチングを試みてもよい。 

 

呼／コネクションの再ルーチングが全て失敗した場合、以下の手順を取らなければならない： 

（a）速やかに呼／コネクションの解放を開始する。 

（b）中継交換機は、受信した理由表示を含む「解放」要求プリミティブを、前位交換機に送出する。解放

手順は 2．4節参照。 

（c）発交換機は発ユーザへの指示を送信する。 

 

2.3.4 解放メッセージを受信した交換機の動作 

「入側－リソース－受付」指示プリミティブを送出した後及び「アドレス－完了」指示プリミティブを受

信する前に、後位交換機から「解放」指示プリミティブを受信すると、交換機は（確保済であれば）ＶＰＣ

Ｉ／ＶＣＩと帯域を解放し、「解放」応答プリミティブを送出しなければならない。出側の信号アソシエー

ションは終了する；すなわち、関連するＡＥＩを消去する。 

＃ 
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（a）制御交換機（すなわち、呼を制御している交換機）の場合、交換機は呼／コネクションの再ルーチン

グを試みてもよい。 

（b）制御交換機でない場合、あるいは呼／コネクションの再ルーチングが全て失敗したとき、 

（1）中継交換機は、受信した理由表示を含む「解放」要求プリミティブを前位交換機に送出する。解放

手順は 2．4節参照。 

（2）発交換機では発ユーザへの指示を送信する。 

 

2.3.5 アドレス不完了 

2.3.6 トーンとアナウンス 

狭帯域伝達能力に基づきトーンとアナウンスの適用が決定される。トーンとアナウンスは以下の狭帯域伝

達能力に対して適用できる。 

・音声 

・３．１ｋＨｚオーディオ 

・トーンとアナウンスを伴う非制限ディジタル情報 

呼／コネクションの設定が失敗し、制御交換機の後位交換機から発ユーザにインバンドトーンあるいはア

ナウンスを返送する必要がないとき、「解放」要求プリミティブが制御交換機に対して逆方向に送出されな

ければならない。理由表示は、インバンドトーンやアナウンスが制御交換機で適用されたのと同様の方法で、

呼／コネクション失敗の理由を示すべきである。 

呼／コネクションの設定が失敗し、交換機（または、着ユーザ）から発ユーザに対してインバンドトーン

あるいはアナウンスを返送する必要があるとき、交換機、または、ユーザはインバンドトーンやアナウンス

を伝送パスに接続する。インバンドトーンやアナウンスを提供している交換機でタイムアウトが起きると、

その交換機は「解放」要求プリミティブに理由表示“その他の正常クラス”を設定し前位交換機に送出する。 

「アドレス－完了」要求プリミティブが送出済の場合、インバンド情報が利用可能であるという理由表示

とともに「経過」要求プリミティブが前位交換機に送出されなければならない。理由表示は、インバンドトー

ンやアナウンスが適用されたのと同様の方法で、呼／コネクション失敗の理由を示すべきである。 

「アドレス－完了」要求プリミティブが未送出の場合、理由表示とインバンド情報パラメータを設定した

「アドレス－完了」要求プリミティブを前位交換機に対して送出しなければならない。理由表示は、インバ

ンドトーンやアナウンスが適用されたのと同様の方法で、呼／コネクション失敗の理由を示すべきである。 

特定の交換機のみが知り得るイベントに起因し、理由表示で対応付けされていないために、特別なトーン

やアナウンスが適用される場合、「アドレス－完了」や「経過」要求プリミティブには理由表示が含まれな

い。この場合、「応答」要求プリミティブは送出されてはならない。 

前位交換機にとって、「アドレス－完了」や「経過」指示プリミティブの中に理由表示が含まれることは、

呼／コネクションの設定が成功しなかったことを示す。不完了の呼／コネクション設定において、Ｎ－ＩＳ

ＤＮとのインタワークが生じ、インバンドトーンやアナウンスがＢ／Ｎ－ＩＳＤＮインタワークポイントを

またいだ交換機から返送される場合は、理由表示は含まれない。 

 

 

 

 

 

＃ 
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2.4 呼／コネクションの正常解放 

2.4.1 概要 

解放手順はある一つの決まった手順である；「解放」要求／指示プリミティブにより呼とバーチャルチャ

ネルコネクションの解放を始め、「解放」応答／確認プリミティブで解放の完了を通知する。その手順が発

ユーザ、着ユーザ、あるいは網から起動されたのかは関係なく、同様の手順が網内で使用される。 

以下は「解放」指示プリミティブを受信した交換機がとる動作である。 

・新しいトラヒック用に関連したＶＰＣＩ／ＶＣＩを使用可能とする。 

・新しいトラヒック用に帯域を使用可能とする。 

・その後、適切な「解放」応答プリミティブが返送される。 

・信号アソシエーションを終了する、つまり関連するＡＥＩが消去される。 

「解放」要求プリミティブを送出して解放手順を開始した交換機は、「解放」確認プリミティブを受信し

た場合、以下の動作を取らなければならない： 

・新しいトラヒック用に関連したＶＰＣＩ／ＶＣＩを使用可能とする。 

・新しいトラヒック用に帯域を使用可能とする。 

・信号アソシエーションを終了する、つまり関連するＡＥＩが消去される。 

以下の節では追加の動作を記述している。 

 

2.4.2 発ユーザからの解放 

（a）発交換機の動作 

発ユーザから呼／コネクションの解放要求を受けた場合、発交換機は直ちにＡＴＭコネクションの解放を

始める。「解放」要求プリミティブは後位交換機に送出される。 

発ユーザによる呼の中途解放の場合、交換機は直ちに発ユーザに対するリソースを解放するが、後位交換

機へのコネクションの解放は「入側－リソース－受付」指示プリミティブの受信まで遅らせなければならな

い。 

（b）中継交換機の動作 

「解放」指示プリミティブを受信すると、中継交換機では「解放」要求プリミティブを後位交換機へ送出

する。後位交換機に対するコネクションの解放は、「入側－リソース－受付」指示プリミティブを受信する

までは行われてはならない。 

（c）着交換機の動作 

交換機は直ちに着ユーザに対するリソースを解放する。 

（d）「解放」プリミティブの衝突 

コネクション上の二つのポイントで呼／コネクションの解放が開始する場合、呼／コネクションの解放が

開始された後で、交換機が前位又は後位交換機から「解放」指示プリミティブを受信してもよい。この場合、

交換機は「解放」応答プリミティブを、「解放」要求プリミティブを送出した交換機に対して返送する。呼

／コネクションが解放されたときに、「解放」応答プリミティブが送出される。 

 

2.4.3 着ユーザからの解放 

発交換機と着交換機を置き換えて、2．4．2節の手順が適用される。 

 

2.4.4 網起動の解放 

どの交換機も解放開始が可能であることを除いて、2．4．2節の手順が適用される。 
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2.5 中断および再開（網起動） 

中断および再開（網起動）は、Ｎ－ＩＳＤＮユーザ部とのインタワークのみで適用される。インタワーク

交換機はＢ－ＩＳＤＮユーザ部とＮ－ＩＳＤＮユーザ部の相互接続を行なう交換機と定義されている（Ｎ－

ＩＳＤＮインタワーク交換機）。他のインタワークの場合は適用外である。 

 

2.5.1 中断（網起動） 

「中断」プリミティブは、呼／コネクションを解放しないで通話の一時的中断を指示する。このプリミティ

ブは通話中／データ転送中にのみ適用される。 

（a）中継交換機の動作 

「中断」指示プリミティブを受信すると、前位交換機に「中断」要求プリミティブを送信する。 

（b）制御交換機（すなわち、呼／コネクションを制御する交換機）での追加動作 

制御交換機で「中断」指示プリミティブ（網起動）を受信すると、「再開」指示プリミティブ（網起動）

あるいは「解放」指示プリミティブの受信を確実に行なうための網再開待ちタイマを起動する。網再開待ち

タイマの値はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１１８で規定されている。網再開待ちタイマが満了した場合には、2．5．

3節の手順が適用される。 

（c）国際入接続交換機での追加動作 

国際入接続交換機で「中断」指示プリミティブ（網起動）を受信すると、「再開」指示プリミティブ（網

起動）あるいは「解放」指示プリミティブの受信を確実に行なうための網再開待ち（国際）タイマを起動す

る。網再開待ち（国際）タイマの値はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１１８勧告で規定されている。網再開待ち（国際）

タイマが満了した場合には、2．5．3 節の手順が適用される。同様の手順が入側の国内の網に既に存在する

場合、国際入接続交換機では上記の手順を適用されなくてもよい。 

 

2.5.2 再開（網起動） 

「再開」プリミティブは、通信の再開を要求することを示す。発ユーザからの呼／コネクションの解放要

求は、中断／再開のシーケンスに関係なく実行され、2．4節の手順が適用される。 

（a）中継交換機の動作 

「再開」指示プリミティブを受信すると、前位交換機に「再開」要求プリミティブを送信する。 

（b）制御交換機（すなわち、呼／コネクションを制御する交換機）での追加動作 

「解放」指示プリミティブもしくは「再開」指示プリミティブ（網起動）を受信すると、網再開待ちタイ

マを停止する。 

（c）国際入接続交換機での追加動作 

「解放」指示プリミティブもしくは「再開」指示プリミティブ（網起動）を後位交換機から受信すると、

国際入接続交換機は網再開待ち（国際）タイマを停止する。 

 

2.5.3 網再開待ちタイマ 

および網再開待ち（国際）タイマの満了 

再開（網起動）メッセージがＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１１８で規定されている網再開待ちタイマ 

又は網再開待ち（国際）タイマ 

内に受信されなかった場合は、タイマを設定した交換機が両方向に向けて解放手順を開始する。理由表示“タ

イマ満了による回復”が「解放」要求プリミティブに設定される。 

 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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2.6 伝播遅延の定義 

本手順はコネクションに対する全体の伝播遅延を定義するための手段である。 

伝播遅延の値は、全ての割当側交換機から外へ向かう各バーチャルパスコネクションに対して定義される。 

伝播遅延情報は、順方向への呼／コネクションを設定する際に加算される。この結果は呼／コネクション

が通信状態になる前に、呼履歴情報として逆方向へ送信される。 

 

2.6.1 手順 

手順は以下の原則から始まる。コネクションの伝播遅延は、「呼設定」要求／指示プリミティブに含まれ

る伝播遅延カウンタを加算することによって、呼／コネクション設定中に検出される。加算された結果は、

「応答」プリミティブに含めて逆方向へ送られる。 

 

2.6.1.1 起動交換機の動作 

起動交換機は、手順を起動する交換機である。典型的な例は、発加入者線交換機である。 

 

2.6.1.1.1 伝播遅延カウンタを参照する動作 

割当側交換機の場合：伝播遅延カウンタは、後位交換機への選択ＶＰＣに対して定義された値と、（もし

有効であれば）アクセス遅延値を加えて設定されなければならない。 

非割当側交換機の場合：伝播遅延カウンタはアクセス遅延値、またはアクセス遅延値が不明の場合は０に

設定されなければならない。 

 

2.6.1.1.2 呼履歴情報を参照する動作 

「応答」指示プリミティブに含まれる呼履歴情報を受けとると、起動交換機は呼／コネクションが解放さ

れるまで受信した遅延情報を保持しなければならない。 

 

2.6.1.2 中継交換機の動作 

中継交換機は、国内中継交換機、入接続／出接続関門交換機、 

国際中継交換機 

である。 

 

2.6.1.2.1 伝播遅延カウンタを参照する動作 

（a）交換機の入側 

割当側交換機の場合：バーチャルパスコネクションを選択した後、伝播遅延カウンタは対応する遅延値分

増加させなければならない。 

非割当側交換機の場合：伝播遅延カウンタは変更されない。 

（b）交換機の出側 

割当側交換機の場合：バーチャルパスコネクションを選択した後、伝播遅延カウンタは対応する遅延値分

増加させなければならない。 

非割当側交換機の場合：伝播遅延カウンタは変更されない。 

「呼設定」要求プリミティブは、伝播遅延カウンタの新しい値を設定して、後位の交換機へ送信される。 

 

＃ 



 － 24 － ＪＴ－Ｑ２７６４ 

2.6.1.2.2 呼履歴情報を参照する動作 

中継交換機は、「応答」要求プリミティブに含まれる呼履歴情報パラメータを前位交換機へ送信しなけれ

ばならない。 

 

2.6.1.3 終端交換機 

終端交換機は、本手順を終端する交換機である。典型的な例は、着加入者交換機である。 

 

2.6.1.3.1 伝播遅延カウンタを参照する動作 

（a）交換機の入側 

割当側交換機の場合：バーチャルパスコネクションを選択した後、伝播遅延カウンタは対応する遅延値分

増加させなければならない。 

（b）交換機におけるその他の動作： 

着側交換機では（もし有効であれば）着側でのアクセスによる伝播遅延の値を加算し、呼／コネクション

が解放されるまで保持しなければならない。 

 

2.6.1.3.2 呼履歴情報の参照 

呼履歴情報パラメータの値は、伝播遅延カウンタに保持される値により設定される。 

呼履歴情報パラメータは「応答」要求プリミティブに含められなければならない。 

 

2.7 「エラー」指示プリミティブ 

「エラー」指示プリミティブはＡＳＥで検出された様々なプロトコルエラーの結果として受信される。以

下のエラーとそれに対応する動作が識別される。 

（a）ＣＣ ＡＳＥによって検出されるアドレス完了待ちタイマ満了：このエラーが起きた場合、理由表示 

“アドレス不完了”により順方向／逆方向の両方で、呼／コネクションは解放されるべきである。 

（b）アドレス確認メッセージ待ち状態におけるＢＣＣ ＡＳＥで検出される期待しないメッセージの受

信：この場合自動再試行を起動する。存在する出側の信号アソシエーションは、終了する。すなわち、関

連するＡＥＩが削除される（保守アプリケーションプロセスで起動されるリセット）。 

（c）アドレス完了メッセージ待ち状態中におけるＣＣ ＡＳＥで検出される期待しないメッセージの受

信：この場合自動再試行を起動する。存在する出側の信号アソシエーションは、終了する。すなわち、関

連するＡＥＩが削除される（保守アプリケーションプロセスで起動されるリセット）。 

（d）ＢＣＣ ＡＳＥで検出される解放完了待ちタイマ満了：このエラーが起きた場合ＶＰＣＩ／ＶＣＩと

帯域はサービスから削除されなければならず、信号アソシエーションは終了する。すなわち、関連するＡ

ＥＩが削除される（保守アプリケーションプロセスで起動されるリセット）。 

 

（e）ＢＣＣ ＡＳＥで検出されるアドレス確認待ちタイマ満了。：このエラーが起きた場合ＶＰＣＩ／Ｖ

ＣＩと帯域はサービスから削除されなければならず、信号アソシエーションは終了する。すなわち、関連

するＡＥＩが削除される（保守アプリケーションプロセスで起動されるリセット）。 

（f）アドレス確認メッセージの受信、もしくは送信後において、ＢＣＣ ＡＳＥによって検出される期待し

ない解放完了メッセージの受信：この場合理由表示“その他の手順誤りクラス”によって、呼／コネクショ

ンの解放を起動する。 

もし、「エラー」指示プリミティブが、何か他のエラーが発生したという指示を受信した場合、プリミ

ティブは廃棄され、何の動作も取らない。 
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2.8 プリミティブの内容 

基本呼／コネクションの設定と解放に対するＳＡＣＦ呼制御サービスプリミティブの必須／オプション

情報を表２－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表２－１４／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す。 

必須／オプションの指定は、Ｂ―ＩＳＤＮ特有サービスとＮ－ＩＳＤＮエミュレ－ションサービスに対し

て示されている（これら二つのサービス間に違いがないものについては一つの欄で示す）。 

これらの表は、アプリケーションプロセスにより起動されるプリミティブに対して、どのパラメータが生

成されなければならないかを示している。 

 

アプリケーションプロセスに受信されるプリミティブ：プリミティブが、必須のパラメータを含まない場合、

そのプリミティブは廃棄され、保守アプリケーションプロセスヘエラーを通知する（保守アプリケーション

プロセスで起動されるリセット）。 
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表２－２／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「呼設定」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

「呼設定」要求／指示  
パラメータ Ｂ－ＩＳＤＮ Ｎ－ＩＳＤＮ  
メッセージ整合性情報 必須 必須  
ＡＡＬパラメータ オプション オプション  
ＡＴＭセルレート 必須 必須  
広帯域伝達能力 必須 必須  
広帯域低位レイヤ情報 オプション －  
広帯域高位レイヤ情報 オプション －  
着番号 必須 必須  
発ユーザ種別 必須 必須  
コネクション要素識別子 オプション オプション  
エコー制御情報 オプション オプション  
順方向狭帯域インタワーク表示 － オプション  
位置番号 オプション オプション  
最大エンド・エンド中継遅延 オプション オプション  
狭帯域伝達能力 － 必須  
狭帯域低位レイヤ情報 － オプション  
狭帯域高位レイヤ情報 － オプション  
国内／国際呼表示 オプション オプション  
ＯＡＭトラヒック記述子 オプション オプション  
発側ＩＳＣ局コード オプション 

（注２） 
オプション 

（注２） 
 

 
経過識別子 オプション オプション  
伝播遅延カウンタ 必須 必須  
分割表示 オプション 

（国内使用） 
オプション 

（国内使用） 
 

 
中継網選択 オプション 

（国内使用） 
オプション 

（国内使用） 
 

交換機種別 （注１） 必須 必須  
網機能種別 オプション オプション  
契約者番号 オプション オプション  
緊急通報呼表示 オプション オプション  

 

注 1）交換機種別パラメータは、1．1節のリストから適当な値を取る。本パラメータは AEへ渡される。交

換機は呼／コネクションに対して行う機能に依存して、プロトコルを変更できる。他のパラメータと異なり、

これはプロトコル情報要素と関連しない。本パラメータは要求プリミティブの中にのみ依存する。 

注２）「呼設定」要求プリミティブが、国際出接続交換機で送出されるなら、このパラメータは必須である。 ＃

 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＊ 

＊ 
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表２－３／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「アドレス－完了」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

「アドレス－完了」要求／指示 
パラメータ Ｂ－ＩＳＤＮ Ｎ－ＩＳＤＮ  
メッセージ整合性情報 必須 必須  
アクセス配送 オプション オプション  
逆方向狭帯域インタワーク表示 － オプション  
着ユーザ表示 必須 必須  
理由表示 オプション オプション  
課金表示 オプション オプション  
エコー制御情報 オプション オプション  
インバンド情報表示 － オプション  
狭帯域伝達能力 － オプション  
狭帯域高位レイヤ整合性 － オプション  
経過識別子 オプション オプション  

 分割表示 オプション 
（国内使用） 

オプション 
（国内使用）  

網機能種別 オプション オプション  
 

 

表２－４／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「入側－リソース－受付」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

「入側－リソース－受付」要求／指示 

パラメータ 必須／オプション 

メッセージ整合性情報 必須 

コネクション要素識別子 オプション 

 

 

表２－５／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ・２７６４） 

「入側－リソース－拒否」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

「入側－リソース－拒否」要求／指示 
パラメータ 必須／オプション 
メッセージ整合性情報 必須 
自動輻輳レベル オプション 
理由表示 必須 

 

 

＃ 

＃

＊ 



 － 28 － ＪＴ－Ｑ２７６４ 

表２－６／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「後続－アドレス」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

 

表２－７／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「解放」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

「解放」要求／指示 
パラメータ 必須／オプション 
メッセージ整合性情報 必須 
アクセス配送 オプション 
自動輻輳レベル オプション 
理由表示 必項 
経過識別子 オプション 
分割表示 オプション 

（国内使用） 
 

 

表２－８／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「解放」応答／確認プリミティブパラメータ 

 

「解放」応答／確認 
パラメータ 必須／オプション 
メッセージ整合性情報 必須 
理由表示 オプション 

 

 

＃ 

＃

＃ 

＃ 
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表２－９／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「応答」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

「応答」要求／指示  
パラメータ Ｂ－ＩＳＤＮ Ｎ－ＩＳＤＮ  
メッセージ整合性情報 必須 必須  
アクセス配送 オプション オプション  
ＡＡＬパラメータ オプション オプション  
逆方向狭帯域インタワーク表示 － オプション  
広帯域低位レイヤ情報 オプション －  
呼履歴情報 オプション オプション  
課金表示 オプション オプション  
インバンド情報表示 － オプション  
狭帯域伝達能力 － オプション  
狭帯域高位レイヤ整合性 － オプション  
狭帯域低位レイヤ整合性 － オプション  
ＯＡＭトラヒック記述子 オプション オプション  
経過識別子 オプション オプション  
分割表示 オプション 

（国内使用） 
オプション 

（国内使用） 
 

 
網機能種別 オプション オプション  

 

 

表２－１０／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「経過」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

「経過」要求／指示  
パラメータ Ｂ－ＩＳＤＮ Ｎ－ＩＳＤＮ  
メッセージ整合性情報 必須 必須  
アクセス配送 オプション オプション  
逆方向狭帯域インタワーク表示 ― オプション  
着ユーザ表示 オプション 必須  
理由表示 オプション オプション  
課金表示 オプション オプション  
インバンド情報表示 ― オプション  
狭帯域伝達能力 ― オプション  
狭帯域高位レイヤ整合性 ― オプション  
経過識別子 オプション オプション  
分割表示 オプション 

（国内使用） 
オプション 

（国内使用） 
 

 
 

＃ 

＃ 

＊ 

＃ 

＃ 
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表２－１１／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「中断」要求／指示・「再開」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

「中断」要求／指示・「再開」要求／指示 
パラメータ 必須／オプション 
メッセージ整合性情報 必須 
中断／再開表示 必須 

 

 

表２－１２／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「順方向－転送」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

 

表２－１３／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「網－リソース－管理」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

 

表２－１４／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「分割」要求／指示プリミティブパラメータ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 



 － 31 － ＪＴ－Ｑ２７６４ 

３．保守制御、アプリケーションプロセス機能 
 

本章は、以下に関するアプリケーションプロセス機能の記述を含む。 

・リソースのリセット 

・バーチャルパスの閉塞 

・相手局ユーザ部の利用手順 

・伝送路警報処理 

・信号輻輳制御手順 

・着側利用不可制御 

・ＶＰＣＩ／ＶＰＩ正常性検証手順 

 

3.1 はじめに 

アプリケーションプロセス中の保守制御機能は、ＳＡＣＦの提供するサービスを使用する。これらは、表

３－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に示されている。 

このインタフェース上のプリミティブは、多くの場合において、Ｂ－ＩＳＵＰのメッセージに対応し、こ

れもまた表３－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に示されている。 

 

表３－１／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＡＰとＳＡＣＦ間の保守制御プリミティブ 

プリミティブ名 種別 対応するＢ－ＩＳＵＰメッセージ  
エラー 指示 －  
リソース－閉塞 要求／指示／応答／確認 閉塞、閉塞確認  
リソース－閉塞解除 要求／指示／応答／確認 閉塞解除、閉塞解除確認  
リソース－リセット 要求／指示／応答／確認 リセット、リセット確認  
ユーザ部－有効性 要求／指示／応答／確認 ユーザ部テスト、ユーザ部有効性  
着側－無効 指示 －  
着側－有効 指示 －  
相手局－状態 指示 －  
リソース－検証－開始 要求／指示／応答／確認 正常性検証、正常性検証確認  
リソース－検証－終了 要求／指示／応答／確認 正常性検証終了、正常性検証終了確認  

 

表３－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表３－８／ＪＴ－Ｑ２７６４（3．10 節）に、これらのプリミティブの

必須の内容が示されている。 

 

アプリケーションプロセスが新たな保守手順を開始する時、信号を処理するＢ－ＩＳＵＰ ＡＥの新たな

インスタンスを生成する。手順が完了した場合（典型的には、適切な確認プリミティブを受信した場合）、

ＡＥＩは削除される。 

 

＃

＃

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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3.2 リセット 

リセット手順は、信号識別子とコネクション要素（バーチャルチャネルリンク／パスコネクション）を空

状態に戻すために使われる。本手順は、異常状態、つまり信号識別子（ＳＩＤ）やコネクション要素識別子

（ＣＥＩ）の状態が分からなくなったり、不確かになった時に起動される。例えば、メモリ破壊を被った交

換機は、信号識別子（ＳＩＤ）やバーチャルチャネルコネクションの状態、例えば、空、入接続の話中、出

接続の話中等の状態が分からなくなるので、2 つの隣接ノード間の識別子とバーチャルチャネルリンク／パ

スコネクション（と関連する帯域）は、リセットして空状態にするべきである。リソースはこのようにして

新たなトラヒックで利用できるようになる。 

どのリソースがリセットするべきかを示すために、「リソース－リセット」要求プリミティブは、リソー

ス識別子パラメータを含む。リソース表示が“相手局ＳＩＤ”ならば、リソース値は、送信ノードの自局Ｓ

ＩＤ参照値である（受信ノードでは相手局参照値）。リソース表示が“自局ＳＩＤ”ならば、リソース値は、

送信ノードの相手局ＳＩＤ参照値である（受信ノードでは自局参照値）。リソース表示が“ＣＥＩ：ＶＰＣ

Ｉ”または“ＣＥＩ：ＶＰＣＩ／ＶＣＩ”ならば、リソース値は、送受信ノードに共通のバーチャルチャネ

ルリンク／パスコネクションを示す。 

 

リセット手順は、以下の場合に、開始されるべきである。 

 

（1）Ｂ－ＩＳＵＰ信号方式により検出された信号異常。以下のような異常がプロトコル手順により検出さ

れ、交換機マネジメント機能に通知され、そしてリセット手順を開始する。 

（a）アドレス確認メッセージを待っている時の期待しないメッセージの受信 

（ＢＣＣ ＡＳＥで検出） 

 

動作：相手局ＳＩＤをリセット 

 

（b）アドレス完了メッセージを待っている時の期待しないメッセージの受信 

（ＣＣ ＡＳＥで検出） 

 

動作：相手局 SIDをリセット 

 

（c）解放完了待ちタイマ満了（ＢＣＣ ＡＳＥで検出） 

 

動作：ＶＰＣＩ／ＶＣＩをリセット 

 

（d）割り当てられていないＳＩＤをもつ期待されないメッセージの受信（ＢＣＣ ＡＳＥで検出） 

 

動作：相手局ＳＩＤをリセット 

 

（e）アドレス確認待ちタイマ満了（ＢＣＣ ＡＳＥで検出） 

 

動作：割当側交換機 －ＶＰＣＩ／ＶＣＩをリセットし、ＶＰＣＩ／ＶＣＩおよび帯域を解放 

非割当側交換機－相手局ＳＩＤをリセット 
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（f）呼制御アプリケーションプロセスによるによる受信プリミティブ中の必須パラメータの欠落の検出 

 

動作：自局ＳＩＤをリセット 

 

（2）メモリ破壊、例えば、信号識別子とコネクション要素識別子間の関連付け情報の紛失、による保守動

作。 

 

（3）交換機および／または信号システムの開始、再開を含む保守動作：各々が影響するＶＰＣＩのリセッ

ト。 

 

3.2.1 リセットを開始する交換機の動作 

リセットを開始するために「リソース－リセット」要求プリミティブを送出する。プリミティブは、リソー

ス識別子を含む。 

「リソース－リセット」要求プリミティブ送出時、交換機は、（適用可能であれば）コネクションにおけ

るＡＴＭセルの送信を停止すべきである。 

「リソース－リセット」要求プリミティブ送出時、交換機は、リセット再送タイマを開始しなければなら

ない。 

「リソース－リセット」確認プリミティブ受信時、交換機は、リセット再送タイマを停止しなければなら

ない。 

「リソース－リセット」確認プリミティブを受信すると影響を受けた交換機は、制御するリソースを“空”

状態にし、交換機が制御するバーチャルパス上の全ての帯域を“利用可”状態に戻す（つまり、リソース制

御機構に指示を送出する）。 

リセットされるリソースが“ＣＥＩ：ＶＰＣＩ”の場合、交換機は関連する全ての信号識別子を空きにし

なければならない。つまり、そのＶＰＣＩに関連する全ての信号アソシエーションを削除する。 

バーチャルバスの閉塞状態は、ＣＥＩ：ＶＰＣＩのリセットにより、以下のように影響を受ける。 

 

（a）リセットＶＰＣＩに関連するどの自局閉塞状態も、「リソース－リセット」確認プリミティブを受信

すると解除される。 

 

（b）関連するＶＰＣＩに関して、「リソース－リセット」要求プリミティブを送出後、「リソース－閉塞」

指示プリミティブを受信しなければ、リセットＶＰＣＩに関連する相手局閉塞状態は、「リソース－リ

セット」確認プリミティブを受信すると解除される。「リソース－閉塞」指示プリミティブを受信した

場合、相手局閉塞状態が（再）認定される。 

 

閉塞状態は、その他のリセットによって影響を受けない。 

交換機は、手順の結果を保守システムに通知すべきである。 
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3.2.2 リセット応答をする交換機の動作 

「リソース－リセット」指示プリミティブ受信時、受信（影響を受ける）交換機は、 

 

（a）呼／コネクションの状態を持つコネクション上の入接続または出接続交換機ならば、交換機は、制御

するリソースを空きにする要求としてメッセージを受け取るべきである。表示されたリソース、帯域（該

バーチャルパスの制御交換機の場合）、関連リンク上の全ての関連識別子（適用可能なＳＩＤ、ＶＰＣ

Ｉ／ＶＣＩ）が新たなトラヒックで利用できるようになってから、「リソース－リセット」応答プリミ

ティブを送出して応答する。 

ＣＥＩ：ＶＰＣＩがリセットされるとバーチャルパスリンク上の全ての関連ＶＣＩとＳＩＤは、解放さ

れるべきである。 

 

（b）受信したリソース（ＳＩＤ、ＶＰＣＩ／ＶＣＩ、ＶＰＣＩ）が割り当てられていなければ（空状態）、

そのプリミティブを解放要求として受け取り、「リソース－リセット」応答プリミティブを送信して応

答する。 

 

（c）相互接続されたどのバーチャルパス／チャネルリンクと全ての関連リソースは、適切な手段（つまり、

解放）で解放される。ただし、「入側－リソース－受付」指示プリミティブを待っている呼／コネクショ

ンの場合は除く。この場合には、自動再試行が適用可能である。 

 

（d）「リソース－リセット」要求プリミティブを送出した後にプリミティブを受信すると、「リソース－

リセット」応答プリミティブで応答する。適用可能であるならば、関連する識別子と帯域はサービスで

利用できるようにするべきである。 

 

（e）リソース表示が“ＣＥＩ：ＶＰＣＩ”であり、関連するバーチャルパスが自局閉塞状態ならば、「リ

セット－リソース」指示プリミティブは、全てのリソース（信号識別子、ＶＰＣＩ、ＶＰＣＩ／ＶＣＩ）

を空きにする要求として受け取られなければならない。関連するバーチャルパスは自局閉塞状態に戻さ

れる。関連するバーチャルパスを示す“ＣＥＩ：ＶＰＣＩ”が設定されたリソース表示を伴った「リソー

ス－閉塞」要求プリミティブが送信されなければならない。「リソース－リセット」応答プリミティブ

は、「リソース－閉塞」要求プリミティブの後に送出されなければならない。 

 

（f）リソース表示が“ＣＥＩ：ＶＰＣＩ”であり、関連するバーチャルパスが相手局閉塞状態ならば、相手

局閉塞状態は解除されなければならない。 

 

3.2.3 異常リセット手順 

（a）「リソース－リセット」確認プリミティブを受信し、それが送出した「リソース－リセット」要求プ

リミティブの正しい応答でない場合は、廃棄される。 

 

（b）Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部が制御していないリソース（例えば、コネクション要素識別子）のリセットを

要求する「リソース－リセット」指示プリミティブを受信すると廃棄される。 
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（c）リセット確認待ちタイマがＭＣ ＡＳＥで満了したことを示す「エラー」指示プリミティブを受信し、

リセット再送タイマが一度も満了していないならば、3．2．1節のリセット手順が繰り返される。リセッ

ト再送タイマが満了するとリセット再送タイマは再び開始されなければならず、3．2．1 節のリセット

手順が繰り返される。リセット再送タイマが初めて満了した場合、保守システムに通知されなければな

らず、「リソース－リセット」確認プリミティブが受信されるか、保守が介在するまでこの手順を継続

しなければならない。 

 

3.3 バーチャルパスの閉塞と閉塞解除 

バーチャルパスの閉塞手順は、新しい非試験の呼／コネクションに対して、バーチャルパスを選択しない

ようにするために提供される。この手順は、試験またはその他の交換機マネジメント機能（例えば、ＶＰＣ

Ｉ正常性検証手順）が実行できるように、自動（例えば、障害状態の時）または手動で開始できる。 

 

閉塞は、バーチャルパスのどちら側の交換機によっても開始できる。バーチャルパスの両端では、閉塞状

態になり、帯域は利用不可となる。閉塞されたバーチャルパスは、どちらの交換機からも新しい非試験のト

ラヒックで選択されることはないが、試験の呼／コネクションは、閉塞状態とは独立に、どちらかの方向で

実施可能である。試験の呼／コネクションは、バーチャルパスを運用に戻してはならない。 

各々の閉塞または閉塞解除要求には、確認が必要である。確認は、適切な動作（閉塞または閉塞解除）が

完了するまで、送信されない。 

閉塞解除は、閉塞手順を開始した交換機と同じ交換機が、閉塞解除要求またはリセット（ＶＰＣＩ）要求

（3．2．2 節参照）を送信することでのみ開始できる。どちらかの端点で、閉塞状態は解除され、帯域は再

び利用できるようになる。 

 

3.3.1 閉塞開始 

交換機が、閉塞手順を開始する場合、リソース識別子が関連するＶＰＣＩを示す“ＣＥＩ：ＶＰＣＩ”を

伴った「リソース－閉塞」要求プリミティブを送出する。そのバーチャルパスは、自局閉塞状態となり、新

たな非試験の呼／コネクションは、このバーチャルパスでは、どちらの方向でも利用できなくなる。 

 

「リソース－閉塞」確認プリミティブの受信時、保守システムに閉寒の完了を通知する。 

 

3.3.2 閉塞解除開始 

交換機が、閉塞解除手順を開始する場合、リソース識別子が関連するＶＰＣＩを示す”ＣＥＩ：ＶＰＣＩ”

を伴った「リソース－閉塞解除」要求プリミティブを送出する。 

 

「リソース－閉塞解除」確認プリミティブの受信時、バーチャルパスの自局閉塞状態を解除する。保守シ

ステムに閉塞完了を通知する。 
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3.3.3 閉塞受信 

交換機が、関連するＶＰＣＩを示す「リソース－閉塞」指示プリミティブを受信した場合、バーチャルバ

スは相手局閉塞状態となり、帯域は使用不可となり、新たな非試験の呼／コネクションは、このバーチャル

パス上ではどちらの方向でも利用できなくなる。その後、「リソース－閉塞」応答プリミティブを送出する。 

 

3.3.4 閉塞解除受信 

交換機が、関連するＶＰＣＩを示す「リソース－閉塞解除」指示プリミティブを受信した場合、バーチャ

ルパスの相手局閉塞状態を解除し、帯域を再びトラヒックに利用可能として、「リソース－閉塞解除」応答

プリミティブを送出する。 

 

3.3.5 異常手順 

（a）既に相手局閉塞状態のバーチャルパスに対して「リソース－閉塞」指示プリミティブを受信した場合、

閉塞確認メッセージを送信しなければならない。 

 

（b）相手局閉塞状態ではないバーチャルパスに対して「リソース－閉塞解除」指示プリミティブを受信し

た場合、閉塞解除確認メッセージを送信しなければならない。 

 

（c）ＭＣ閉塞プロトコル状態マシン上でエラーが検出されたことを示す「エラー」指示プリミティブを受

信した場合、保守システムに通知しなければならない。 

 

（d）Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部の制御下にないバーチャルパスに対して「リソース－閉塞」指示プリミティブ

を受信した場合、廃棄する。 

 

3.4 ユーザ部有効性手順 

3.5 伝送路警報処理 

伝送路レベル及び／またはバーチャルパスレベルで障害が検出された場合、交換システムに通知する何ら

かの固有の障害表示機能を持つ 2つの交換機間で、完全なディジタル伝送システムを提供するために、交換

システムは、障害状態が持続する間、関連するバーチャルパスの選択を禁止しなければならない。通信中の

呼／コネクションに対して特別な動作は必要ではない。 

 

3.6 自動輻輳制御 

交換機が過負荷状態になると自動輻輳制御が使用される（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．５４２参照）。２つのレベ

ルの輻輳に区別される。軽度の輻輳しきい値（輻輳レベル１）と重度の輻輳しきい値（輻輳レベル２）であ

る。 

＃ 
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2 つの輻輳しきい値のどちらかまで達すると、自動輻輳レベルパラメータが全ての「解放」要求（注 2）

プリミティブに含まれる。このパラメータは輻輳のレベル（輻輳レベル 1または 2）を隣接交換機に通知す

る。隣接交換機は、自動輻輳レベルパラメータを受信すると過負荷になっている交換機へのトラヒックを減

少させるべきである。 

 

注 2：これを実現するために保守アプリケーションプロセス機能と呼制御アプリケーションプロセス機能

間の通信が前提となる。 

 

過負荷になった交換機が通常のトラヒックの状態にもどると、「解放」要求プリミティブに自動輻輳レベ

ルパラメータを含めるのは終了する。 

隣接の交換機は、あらかじめ決められた時間がたつと自動的に通常状態にもどる。 

 

3.6.1 自動輻輳レベルパラメータを含む「解放」指示プリミティブの受信 

自動輻輳レベルパラメータを含む「解放」指示プリミティブを受信すると、Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部は、交

換機内の網マネジメント／過負荷制御機能とは独立の信号システムに適切な情報を渡すべきである。この情

報は、受信した輻輳レベル情報と輻輳レベルが適用されるノード識別から構成される。 

自動輻輳レベルの動作は、輻輳交換機の隣接の交換機にのみ適用される。そのため自動輻輳レベルパラ

メータを含む「解放」指示プリミティブを受信した交換機は、網マネジメント／過負制御荷機能に通知後、

そのパラメータを廃棄すべきである。 

 

3.6.2 過負荷中の動作 

交換機が過負荷状態（輻輳レベル 1または 2）である場合は、網マネジメント／過負荷制御機能と独立の

信号システムは、Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部に対しアプリケーションプロセスが送出する全ての「解放」要求プ

リミティブに自動輻輳レベルパラメータを含めるように指示する。 

網マネジメント／過負荷制御機能は、自動輻輳レベルパラメータにどちらの輻輳レベル（１または２）を

設定すべきかを指示する。 

過負荷状態を終了すると、網マネジメント／過負荷制御機能は、Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部に対し「解放」要

求プリミティブに自動輻輳レベルパラメータを含めるのを終了するように指示する。 

 

3.7 Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部信号輻輳制御 

 

3.8 着側の有効性 

 

＃ 

＃ 
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3.9 ＶＰＣＩ／ＶＰＩ正常性検証 

ＶＰＣＩ正常性検証は、相互に接続された交換機のインターフェース上の論理バーチャルパスコネクショ

ン識別子のバーチャルパスへの割当が矛盾なく、正しいことを確認するために提供される。検証は、ユーザ

プレーンの情報転送が、２つの隣接する交換機の間で双方で合意されたバ－チャルパスコネクション識別子

を用いて可能であることを保証するために実行される。これは、バ－チャルパスレベルで動作するＴＴＣ標

準ＪＴ－Ⅰ６１０のループバック機能を使用して行われる。論理バーチャルパスコネクション識別子の正常

性は、バーチャルパスコネクション識別子で示された特定のインターフェースのバーチャルパス上でユーザ

プレーンの試験フローの受信を監視することにより、遠隔の端点で検証される。検証の実行後、ループバッ

ク試験の結果（バーチャルパスレベルの導通性）は、開始したノードで利用できる。監視機能の結果（バ－

チャルパスコネクションレベルでのループバックセル受信）は、隣接するノードで利用でき開始交換機へ返

送される。手順は、自動または手動で開始されうる。ＶＰＣＩ正常性検証は、どの隣接するノードに対して

も一度にただ１つのバーチャルパスコネクションに対して開始されるべきである。 

ＶＰＣＩ正常性検証は、バーチャルパスコネクションのどちらかの側で交換機により開始されうる。開始

する場合、試験するバーチャルパスコネクションは閉塞しておかなければならない。 

正常性検証開始と正常性検証終了は、確認の必要な操作である。適切な動作（ユーザプレーンの試験フロー

監視手順の開始または停止）がとられるまで確認は送られない。 

ＶＰＣＩ正常性検証の終了は、正常性検証終了要求を送信することにより、手順を開始した同じ交換機の

みが開始しうる。 

 

3.9.1 正常性検証要求開始 

交換機が正常性検証手順を開始する時、「リソース－検証－開始」要求プリミティブを送出する。リソー

ス識別子には“ＣＥＩ：ＶＰＣＩ”が設定され、関連するバーチャルパスコネクション識別子を含む。Ｆ４

フローで標準化されているバーチャルチャネル識別子が使用される（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ⅰ６１０）。「リソー

ス－検証－開始」確認プリミティブの受信時、保守システムはＶＰＣＩ正常性検証コネクションの設定の完

了を通知され、ユーザプレーンの試験フローが開始される。 

 

3.9.2 正常性検証要求受信 

交換機が、関連するバーチャルパスコネクションを示す「リソース－検証－開始」指示プリミティブを受

信した場合、プリミティブは、ＶＰＣＩ正常性検証コネクション設定の要求として受け取り、保守システム

に通知する。ユーザプレーンの試験フロー監視機能は、指示されたバーチャルパスコネクションＦ４のフ

ロー（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ⅰ６１０）として標準化されているバーチャルチャネルと接続される。「リソース

－検証－開始」応答プリミティブを送出する。 
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3.9.3 正常性検証終了開始 

交換機が正常性検証手順の終了を開始する時、ユーザプレーンの試験フローを停止し、「リソース－検証

－終了」要求プリミティブを送出する。 

「リソース－検証－終了」確認プリミティブの受信時、そのプリミティブは、正常性検証結果情報を含む。

ＶＰＣＩ検証結果表示は論理バーチャルパスコネクションレベルでのユーザプレーン試験フロー監視機能

の結果が設定される。保守システムは、検証完了と結果を通知され、ＶＰＣＩ正常性検証コネクションは解

放される。 

 

3.9.4 正常性検証終了受信 

交換機が「リソース－検証－終了」指示プリミティブを受信すると、ユーザプレーン試験フロー監視機能

は切断される。保守システムは試験の完了を通知される。ＶＰＣＩ正常性検証コネクションは解放され、「リ

ソース－検証－終了」応答プリミティブが送出される。「リソース－検証－終了」応答プリミティブは、正

常性検証結果情報を含む。ＶＰＣＩ検証結果表示は、論理バーチャルパスコネクションレベルでのユーザプ

レーン試験フロー監視機能の結果が設定される。何らかの理由で監視機能が正常に行われなかった場合、Ｖ

ＰＣＩ検証結果表示には、”バーチャルパスコネクション識別子検証未実施”が設定されなければならない。 

 

3.9.5 異常手順 

（a）「リソース－検証－開始」確認プリミティブが受信されても、それが送信した「リソース－検証－開

始」要求プリミティブに対する正しい応答でなければ、廃棄される。 

 

（b）「リソース－検証－終了」確認プリミティブが受信されても、それが送信した「リソース－検証－終

了」要求プリミティブに対する正しい応答でなければ、廃棄される。 

 

（c）Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部が制御しないバーチャルパスコネクションに対するＶＰＣＩ正常性検証を要求

する「リソース－検証－開始」指示プリミティブが受信されても廃棄される。 

 

（d）正常性検証確認確認待ちタイマがＭＣ ＡＳＥで満了したことを示す「エラー」指示プリミティブを

受信した時、保守システムは通知されなければならない。 

 

（e）正常性検証終了確認待ちタイマがＭＣ ＡＳＥで満了したことを示す「エラー」指示プリミティブを

受信した時、保守システムは通知されなければならない。 

 

（f）「リソース－検証－開始」要求プリミティブを送出したバーチャルバスコネクションに対してＶＰＣＩ

正常性検証を要求する「リソース－検証－開始」指示プリミティブを受信すると、廃棄される。 
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3.10 プリミティブの内容 

表３－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表３－８／ＪＴ－Ｑ２７６４は、ＳＡＣＦ保守制御サービスプリミティ

ブの必須とオプションの内容を示している。 

アプリケーションプロセスに生成されるプリミティブについて、これらの表に生成されなければならない

パラメータを示す。 

アプリケーションプロセスが受信するプリミティブにおいて、必須パラメータが含まれないプリミティブ

は、廃棄される。 

 

表３－２／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「閉塞」／「閉塞解除」／「リソース－リセット」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

「閉塞」／「閉塞解除」／「リソース－リセット」要求／指示 
パラメータ 必須／オプション 
メッセージ整合性情報 必須 
リソース識別子 必須 

 

 

表３－３／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「閉塞」／「閉塞解除」／ 「リソース－リセット」応答／確認プリミティブパラメータ 

 

「閉塞」／「閉塞解除」／「リソース－リセット」応答／確認 
パラメータ 必須／オプション 
メッセージ整合性情報 必須 

 

 

表３－４／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「ユーザ部－有効性」要求／指示／応答／確認プリミティブパラメータ 

 

 

表３－５／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リソース－検証－関始」要求／指示プリミティブのパラメータ 

 

「リソース－検証－開始」要求／指示 
パラメータ 必須／オプション 
メッセージ整合性情報 必須 
リソース 必須 

 

＃ 

＃ 
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表３－６／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リソース－検証－開始」応答／確認プリミティブパラメータ 

 

「リソース－検証－開始」応答／確認 
パラメータ 必須／オプション 
メッセージ整合性情報 必須 

 

 

表３－７／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リソース－検証－終了」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

「リソース－検証－終了」要求／指示 

パラメータ 必須／オプション 

メッセージ整合性情報 必須 

 

 

表３－８／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リソース－検証－終了」応答／確認プリミティブパラメータ 

 

「リソース－検証－終了」応答／確認 

パラメータ 必須／オプション 

メッセージ整合性情報 必須 

正常性検証結果情報 必須 
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４．整合性、アプリケーションプロセスの機能 
4.1 はじめに 

4.1.1 プリミティブインタフェース 

識別不能メッセージは「認識不能－メッセージ－種別」要求／指示プリミティブを用いてＢ－ＩＳＵＰ 

ＡＥＩにあるいはＢ－ＩＳＵＰ ＡＥＩから受け渡される。このプリミティブは認識不能メッセージに含ま

れる全てのパラメータを伝達する。ただし着局ＳＩＤパラメータは例外である（NIAEIインタフェースでこ

れの追加削除が行われる）。 

 

表４－１／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＡＰ－ＳＡＣＦ間整合性プリミティブ 

 

プリミティブ名 種別 対応するＢ－ＩＳＵＰ 

メッセージ 
認識不能－メッセージ－種別 要求／指示 認識不能メッセージ 
コンフュージョン 要求／指示 コンフュージョン 

 

認識不能パラメータは、アプリケーションプロセスとアプリケーションエンティティの間のどのプリミ

ティブにも出現しうる。またアプリケーションプロセス内で本章で記述される整合性機能に受け渡される。 

 

4.1.2 認識不能信号情報受信時の一般的な要求 

一般則は以下の通りとする。 

 

・全てのメッセージはメッセージ整合性情報フイールドを含む。 

・全てのパラメータはパラメータ整合性情報フイールドを含む。 

 

交換機は、認識不能信号情報、すなわちメッセージやパラメータ種別やパラメータ値、を受信する場合が

ある。これは典型的には、網内で他の交換機で使用される信号方式の拡充に起因して起こる。このような場

合、予測できる網の動作を保証するために以下の整合手順が起動される。 

 

認識不能情報受信時の手順では、以下のパラメータ、プリミティブを使用する。 

 

・認識不能情報と同じメッセージで受信した整合性情報 

・「コンフュージョン」要求／指示プリミティブ 

・「解放」要求／指示／応答／確認プリミティブ 

・「入側－リソース－拒否」要求／指示プリミティブ 

・理由表示パラメータ 

以下の理由表示値が使用される。 

“メッセージ種別未定義又は未提供” 

“情報要素／パラメータ未定義又は未提供” 

“認識不可能なパラメータを持つメッセージの廃棄” 

 

上記の理由表示値全てに対して診断フィールドが含まれ、診断フィールドは理由表示値に応じて認識不能

パラメータ名、メッセージ種別コード、認識不能パラメータ名及びメッセージ種別コードのいずれかが含ま
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れる。 

 

手順は以下の仮定に基づく。 

 

（a）前方整合性情報は、異なる交換機では異なる動作指示を含む。２種類の交換機、タイプＡおよびタイ

プＢがある。交換機の実行する機能種別によるタイプＡ、Ｂ交換機の分類を以下に示す。交換機種別は

個々の呼／コネクション毎に決定される。 

 

交換機種別の定義 

 

タイプＡ： 

・発交換機すなわち公衆網の観点から呼／コネクションを生成する交換機 

・着交換機すなわち公衆網の観点から呼／コネクションが着信する交換機 

・インタワーク交換機すなわちＢ－ＩＳＤＮユーザ部とＮ－ＩＳＤＮユーザ部のインタワークが実行さ

れる交換機 

・国際入接続あるいは国際出接続交換機（注） 

 

注：国際入接続あるいは国際出接続交換機においてメッセージやパラメータの受け渡し指示は、こ

れらの交換機の通常の規制機能を妨げるものではない。２つの国内網を相互接続する交換機は国際

入接続あるいは国際出接続交換機として動作することが推奨される。 

 

タイプ B： 

・国内あるいは国際 

中継交換機すなわち中継ノードとして動作する交換機 

 

（b）タイプＡおよぴタイプＢ交換機は国内交換機 

、国際交換機 

になりうるので、整合性のメカニズムは国内網 

、国際網 

で適用できる。 

 

（c）交換機が「コンフュージョン」指示プリミティブを受信、あるいは認識不能メッセージ／パラメータ

の受信を示す「解放」指示／確認プリミティブを受信した場合、異なる機能レベルにある交換機の相互

作用を想定できる。これに関する詳細は 4．3節を参照。 

 

（d）認識可能情報を処理する場合、タイプＢ交換機は、整合性情報を変更せずに受け渡す。 

認識不能パラメータあるいはメッセージを受信した場合、交換機はパラメータ整合性情報あるいはメッ

セージ整合性情報フィールド内に含まれるいくつかの対応する指示を探る。メッセージ整合性情報には

完全なメッセージの処理に対する明確な指示が含まれる。 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃
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動作指示表示は、２進数表示の集合である。以下の一般則は、これらの動作指示表示の検査に適用され

る。 

 

（a）呼／コネクションにおける交換機の役割すなわちタイプＡあるいはタイプＢと表示の設定内容により、

表示のサブセットのみが検査され、無視される表示もある。 

タイプＢ交換機のみが“中継交換機転送表示”を検査する。それが“中継解釈”に設定されている場合、

他の表示は無視される。“終端ノード解釈”に設定されている場合、それに対応した動作が実行される。 

 

タイプＡ交換機は、常に残りの表示つまり“中継交換機転送表示”以外の全ての表示を解釈する。 

 

したがって、“終端ノード解釈”は全ての種類の交換機、すなわちタイプＡ、タイプＢの交換機は、動作指

示表示を解釈しなければならないことを意味する。 

 

（b）“予備”として示された動作指示表示は、検査されることはない。それらは、Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部

の将来のフェーズで使用されうる。この場合Ｂ－ＩＳＤＮユーザ部の将来のフェーズは、現在定義され

ている動作指示表示には、現在のフェーズ用に適正な値を設定する。この規則は、さらに多くの種類の

動作指示が後方整合性に問題を生じることなく定義できることを保証する。 

 

（c）交換機が認識不能パラメータを受信した場合、整合性動作が実行される前にその呼／コネクションに

対してどの交換機種別なのかを決定しなければならない。 

 

（d）“中継交換機転送表示”に“中継解釈”が設定されている場合、タイプＢ交換機では、認識不能情報

は、変更せずに通過させるべきである。 

 

（e）タイプＡ交換機では、“中継交換機転送表示”は適用されない。 

 

（f）認識不能情報の通過を指示されていないタイプＢ交換機、あるいはタイプＡ交換機では、“呼解放表示”

が“呼を解放する”に設定されている場合、呼／コネクションは解放される。 

 

（g）認識不能情報の通過を指示されていないタイプＢ交換機、あるいはタイプＡ交換機では、“呼解放表

示”が“呼を解放しない”に設定されている場合、どのような場合にも以下が適用される。 

 

・“メッセージ廃棄表示”あるいは“パラメータ廃棄表示”が“メッセージを廃棄する／パラメータを

廃棄する”に設定されている場合、メッセージ／パラメータは指示通り廃棄される。 

 

・そして、“通知送信表示”が“通知を送信する”に設定されている場合には、「コンフュージョン」

要求プリミティブが認識不能情報を送出した交換機に対して送出される。 

 

（h）認識不能パラメータの場合には、動作指示は認識不能パラメータの廃棄あるいはメッセージ全体の廃

棄を要求することができる。これは、送信した交換機がこのパラメータなしにメッセージの処理を続け

ることができないと判断したときのために提供される。 
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（i）メッセージが同時に 1つ以上の手続きに使用され、対応するテキストでメッセージ整合性情報の動作指

示表示のコーディングが異なる場合、動作指示表示は、可能なコーディングで最も厳しい条件で設定さ

れる（すなわち動作指示表示のビット中のコーディング「１」は優先される）。 

 

（j）タイプＡ交換機において、メッセージあるいはパラメータが“通過”に指定されているが、“通過”が

不可能なとき“通過不可指示”と“通知送信表示”が検査される。 

 

（k）広帯域／狭帯域インタワーク交換機として動作するタイプＡ交換機では、広帯域／狭帯域インタワー

ク表示が存在する場合には、呼解放表示、メッセージ廃棄表示、あるいはパラメータ廃棄表示（適用で

きる場合）より優先されて検査される。 

 

（l）以下の表では受信した整合性情報の処理を明確にする。 

 

表４－２／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

メッセージ整合性動作指示表示の組み合わせの処理 

 

動作指示表示  

呼解放表示 通知送信表示
メッセージ 
廃棄表示 要求される動作 

0 0 0 メッセージ通過（注2） 
0 0 1 メッセージ廃棄 
0 1 0 メッセージ通過（注2，3） 
0 1 1 メッセージ廃棄および通知送信 
1 Ⅹ Ⅹ 呼／コネクション解放 

 

注 1 “Ⅹ”＝無視 

注 2 タイプＢ交換機 

と国際入接続あるいは国際出接続交換機 

に適用できる。その他の交換機（例えば発交換機、着交換機）は“通過不可表示”を要求される

動作を決定するために検査しなければならない。 

注 3 メッセージ通過の場合、通知は送信されず、“通知送信表示”は無視される。 

＃ 
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表４－３／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

パラメータ整合性動作指示表示の組み合わせの処理 

 

動作指示表示  

呼解放表示 
通知送信 

表示 
メッセージ 

廃棄表示 
パラメータ 

廃棄表示 
要求される動作 

0 0 0 0 パラメータ通過（注2） 
0 0 0 1 パラメータ廃棄 
0 0 1 0 メッセージ廃棄 
0 0 1 1 メッセージ廃棄 
0 1 0 0 パラメータ通過（注2，3） 
0 1 0 1 パラメータ廃棄および通知送信 
0 1 1 0 メッセージ廃棄および通知送信 
0 1 1 1 メッセージ廃棄および通知送信 
1 X X X 呼／コネクション解放 

注 1 “Ⅹ”＝無視 

注 2 タイプＢ交換機 

と国際入接続あるいは国際出接続交換機 

に適用できる。その他の交換機（例えば発交換機、着交換機）は“通過不可表示”を要求される

動作を決定するために検査しなければならない。 

注 3 メッセージ通過の場合、通知は送信されず、“通知送信表示”は無視される。 

 

4.2 認識不能メッセージあるいはパラメータの処理の手順 

「コンフュージョン」要求プリミティブは、受信した「コンフュージョン」指示プリミティブ、「解放」

指示プリミティブ、「解放」確認プリミティブに対する応答として送出してはいけない。「コンフュージョ

ン」指示プリミティブあるいは「解放」確認プリミティブで受信した全ての確認不能パラメータは廃棄され

る。 

 

4.2.1 認識不能メッセージ － タイプＡとタイプＢ交換機 

“メッセージ整合性情報パラメータ”で受信した動作指示に従って、認識不能メッセージを受信したタイ

プＡ交換機は、以下のいずれかを行う。 

 

・メッセージを透過的に転送する。 

・メッセージを廃棄する。 

・メッセージを廃棄し、コンフュージョンを送信する。 

・呼／コネクションを解放する。 

 

「解放」要求プリミティブ、「入側－リソース－拒否」要求プリミティブと「コンフュージョン」要求プ

リミティブは、メッセージ種別コードを含む診断フィールドを伴う理由表示“メッセージ種別未定義又は未

提供”を含まなければならない。 

 

 

＃ 
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4.2.2 認識不能パラメータ － タイプＡとタイプＢ交換機 

期待されないパラメータ（「間違った」メッセージのパラメータ）は、認識不能パラメータと同様に処理

される。“パラメータ整合性情報フィールド”で受信された動作指示に従い、認識不能パラメータを受信し

た交換機は、以下のいずれかを行う。 

 

・パラメータを透過的に転送する。 

・パラメータを廃棄する。 

・メッセージを廃棄する。 

・パラメータを廃棄し、コンフュージョンを送信する。 

・メッセージを廃棄し、コンフュージョンを送信する。 

・呼／コネクションを解放する。 

 

「コンフュージョン」要求プリミティブは、パラメータ名を含む診断フィールドを伴う理由表示“情報要

素／パラメータ未定義又は未提供”、あるいは、パラメータ名もしくはメッセージ名、パラメータ名及びメッ

セージ廃棄の原因となった最初に検出された認識不能パラメータ名を含む診断フィールドを伴う理由表示

“認識不可能なパラメータを持つメッセージの廃棄”を含まなければならない。「コンフュージョン」要求

プリミティブは、複数の認識不能パラメータに対応してもよい。 

 

複数の認識不能パラメータを含むメッセージを受信した交換機は、それらのパラメータと関連する異なる

動作指示表示を、以下の順序に従って処理しなければならない。 

 

1．呼／コネクションを解放する。 

2．メッセージを廃棄し、コンフュージョンを送信する。 

3．メッセージを廃棄する。 

 

「解放」要求プリミティブあるいは、「入側－リソース－拒否」要求プリミティブには、パラメータ名を

含む診断情報フィールドを伴う理由表示“情報要素／パラメータ未定義又は未提供”が含まれる。 

認識不能パラメータを含む「解放」指示プリミティブを受信した場合、整合性情報パラメータで受信した

動作指示に従って交換機は、以下のいずれかを行う。 

 

・パラメータを透過的に転送する。 

・バラメータを廃棄する。 

・パラメータを廃棄し、理由表示“情報要素／パラメータ未定義又は未提供”を「解放」応答プリミティ

ブで送出する。 

 

4.2.3 認識不能パラメータ値 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６３で“予備”、“予約”あるいは“国内使用”として示されたパラメータ値は、

認識不能とみなす。 
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交換機が認識可能なパラメータを受信し検出したが、内容が認識不能な場合、認識不能パラメータのため

の手順が適用される。各パラメータ値に指定の整合性情報フィールドはない。パラメータに含まれる全ての

パラメータ値に対して、パラメータの整合性情報が適用できる。 

 

4.3 認識不能情報送信を示す応答の処理手順 

4.3.1 タイプＡ交換機 

発交換機と着交換機でこれらのプリミティブを受信した場合にとられる動作は、呼／コネクションの状態

と影響のあるサービスに依存する。 

 

基本呼／コネクションの呼設定プロトコル以外の手順の定義は、この標準で定義されているように、他の

交換機が手順に属する情報を受信したが認識できないことを示す応答を処理する手順を含むべきである。こ

の応答を受信した場合の手順は適切な動作をとるべきである。 

「コンフュージョン」指示プリミティブ受信時にデフォルトでとられる動作は、通常の呼／コネクション

処理を中断することなくそのプリミティブを廃棄することである。 

 

4.3.2 タイプＢ交換機 

（1）コンフュージョン（メッセージ種別未定義又は未提供） 

 

コンフュージョン（メッセージ種別未定義または未提供）を受信した交換機は、前節のタイプＡ交換機に

対する記述のようにその後の適切な動作を決定しなければならない。 

 

（2）コンフュージョン（情報要素／パラメータ未定義又は未提供） 

 

「コンフュージョン」指示プリミティブ受信時、タイプＢ交換機でとられる動作は、その交換機が診断

フィールドで確認されるパラメータを生成するための機能を持つか否かに依存する。 

 

（a）交換機がパラメータを生成する機能をもたない場合、どのような動作がとられるべきかの決定は、

この機能をもつ交換機に従う。これはタイプＢ交換機が「コンフュージョン」プリミティブを透過

的に通過させることによって達せられる。 

 

（b）交換機がパラメータを生成する機能をもつ場合、情報を生成あるいは修正する手順要素が、前述

のタイプＡ交換機に対する記述のように後続の動作を決定しなければならない。 

 

（3）解放指示と確認 

 

認識不能情報を示す理由表示を含む「解放」指示／確認プリミティブあるいは、「入側－リソース－拒否」

指示プリミティブ受信時にとられる動作は、これらのメッセージに対する通常の手順と同様である。 

 

上記動作を、表４－４／ＪＴ－Ｑ２７６４、表４－５／ＪＴ－Ｑ２７６４に整理する。 
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表４－４／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

認識不能情報の送信を示す応答の処理 

 

交換機が情報を生成する機能を持つ 

 理由表示 

メッセージ パラメータ廃棄 メッセージ廃棄 

「コンフュージョン」指示 （手順に依存する動作） 

「解放」指示 通常手順 適用せず 

「解放」確認 通常手順 適用せず 

「入側－リソース－拒否」 

指示 

通常手順 適用せず 

 

 

表４－５／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

認識不能情報の送信を示す応答の処理 

 

交換機が情報を生成する機能を持たない 
 理由表示 
メッセージ パラメータ廃棄 メッセージ廃棄 
「コンフュージョン」指示 動作を決定しない（コンフュージョン中継） 
「解放」指示 通常手順 適用せず 
「解放」確認 通常手順 適用せず 
「入側－リソース－拒否」 

指示 
通常手順 適用せず 
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５．網インタフェース機能 
5.1 はじめに 

網インタフェース（ＮＩ）機能は、Ｂ－ＩＳＵＰの一部であり、Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥのインスタンスの転

送インタフェースを提供する。 

 

ＭＴＰ－３サービスプリミティブインタフェースは、1 つの交換機内の単独のインタフェースだが、1 つ

の交換機内に信号アソシェーションの複数のインスタンスが存在する（付属資料Ａ参照）。 

 

5.2 プリミティブインタフェース 

5.2.1 ＭＴＰインタフェース 

ＭＴＰへのインタフェースは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２７６４の６章で規定されているＭＴＰ－３サービス

プリミティブインタフェースである。 

 

5.2.2 ＡＥＩインタフェース 

以下のプリミティブは、Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥでＮＩとＳＡＣＦの間のインタフェースで提供される（付属

資料Ａのインタフェース（e））。 

 

表５－１／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＮＩ－ＳＡＣＦ間プリミティブ 

プリミティブ名 種別 
転送 要求／指示 
相手局－状態 指示 
着側－無効 指示 
着側－有効 指示 

 

5.3 手順 

5.3.1 メッセージフォーマットエラー 

ＭＴＰから受信された「ＭＴＰ－転送」指示プリミティブ（付属資料Ａインタフェース（g））は、ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｑ．２７６３で規定されたフォーマッティング規則に従って復号される。 

 

メッセージフォーマットエラーは以下の場合に検出される可能性がある。 

 

（a）パラメータ長表示がメッセージ長の超過を示している。 

 

（b）パラメータのヘッダが受信メッセージ長を超えている、すなわち受信メッセージ長が最終パラメータ

の終わりと等しくない。 

 

メッセージフォーマットエラーが検出された場合、メッセージは廃棄されなければならない。 

メッセージフォーマットエラー検出のためにメッセージ長表示は使用される。 

 

注：フォーマットエラーは、認識可能メッセージと認識不能メッセージの両方で検出されうる。 
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5.3.2 分配 

ＭＴＰから受信した「ＭＴＰ－転送」指示プリミティブは、表５－２／ＪＴ－Ｑ２７６４で示される対応

関係で以下の規則に従い、メッセージの着ＳＩＤパラメータに基づきＡＥＩに分配される。 

 

・着ＳＩＤが既存Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥＩに対応する場合、メッセージはそのＡＥＩに分配される。 

 

・着ＳＩＤが既存Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥＩに対応しない場合、ＡＥＩを含むＢ－ＩＳＵＰのインスタンス

が生成される。このインスタンスは新しいＳＩＤの値が割り当てられる。 

 

・メッセージが着ＳＴＤを含まないが発ＳＩＤを含めば、ＡＥＩを含む新しいＢ－ＩＳＵＰのインスタ

ンスが生成される。このインスタンスには新しいＳＩＤ値が割り当てられる。 

 

「ＭＴＰ－状態」、「ＭＴＰ－休止」および「ＭＴＰ－再開」指示プリミティブは、表５－２／ＪＴ－Ｑ

２７６４で示される対応関係で保守ＳＡＯを含むＢ－ＩＳＵＰ ＡＥＩに分配される。ＡＥＩの特定は、表

示されている影響のある相手側信号局コードをみて決定される。該当するＡＥＩが存在しない場合、ＡＥＩ

は生成される。 

 

Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥＩから「転送」要求プリミティブを受信した場合、「ＭＴＰ－転送」要求プリミティ

ブに対応付けされる。ＳＩＯとＳＬＳフィールドは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６３で明記されるように設定

される。 

＃ 

＃ 

＃ 

＃
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5.3.3 プリミティブの対応 

表５－２／ＪＴ－Ｑ２７６４と表５－３／ＪＴ－Ｑ２７６４に、ＮＩにより実行されるプリミティブの対

応を示している。 

 

表５－２／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＭＴＰからＳＡＣＦへのＮＩプリミティブの対応 

 

ＭＴＰ－３からのインタフェース 

（g） 
ＳＡＣＦへのインタフェース 

（e） 
「MTP－転送」指示 「転送」指示 
「MTP－状態」指示 「相手局－状態」指示 
「MTP－休止」指示 「着側－無効」指示 
「MTP－再開」指示 「着側－有効」指示 

 

 

表５－３／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＳＡＣＦからＭＴＰへのＮＩプリミティブの対応 

 

ＳＡＣＦからのインタフェース 

（e） 
ＭＴＰ－３へのインタフェース 

（g） 
「転送」要求 「ＭＴＰ－転送」要求 

 

 

5.4 ＳＤＬ図 

ＳＤＬの手順と本文の手順に相違がある場合は本文を優先しなければならない。（図５－１参照） 

＃ 

＃ 

＃ 
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図５－１（１／２）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＮＩ（網インタフェース）は、複数のＢ－ＩＳＵＰ ＡＥＩからメッセージ転送部（ＭＴ
Ｐ）レベル３への「転送」要求プリミティブに含まれるメッセージを転送する。 
また、ＭＴＰから「ＭＴＰ－転送」指示プリミティブに含まれるメッセージを受信し、信
号識別子（ＳＩＤ）に従い、適切なＢ－ＩＳＵＰ ＡＥＩへ分配する。 
 
ＮＩプロセスは唯一存在し、ＭＴＰの上位でＢ－ＩＳＵＰ ＡＥＩの下位に位置する。 
 

適切なＢ－ＩＳＵＰ ＡＥが存在しない場合、ＮＩプロセスは、Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥＩプ
ロセスを生成し、ＳＩＤと着メッセージのＯＰＣの関連付けを行う（生成方法はインプリ
メントに依存する）。 
 
Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥは呼制御アプリケーションプロセスにより生成され、ＮＩプロセスに
はそれらのＢ－ＩＳＵＰ ＡＥＩから通知される。ＤＰＣもまた呼制御アプリケーション
により提供される（生成方法はインプリメントに依存する）。 
 
全てのエラー処理はＢ－ＩＳＵＰ ＡＥＩで行われる。 
 

タイマ 
===== 
なし 

PROCESS ＮＩ 
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図５－１（２／２）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－ Ｑ．２７６４） 

 

ＮＩ－０
空き 

インプリメントに依存する手順 
ＭＴＰへ
「ＭＴＰ－転送」 
指示（＃） 

メッセージ長 
は正しいか 

 

メッセージの 
復号 

Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥ 
生成 

ＮＩ－０ 
空き 

ＮＩ－０ 
空き 

ＮＩ－０ 
空き 

ＮＩ－０
空き 

着ＳＩＤは 
既存か 

 

「転送」要求 
（＃） 

ＭＴＰへ 
「ＭＴＰ－転送」 
要求（＃） 

着ＳＩＤは 
有効か 

 

発ＳＩＤは 
既存か 

 

Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥへ 
「転送」指示（＃） 

新規ＳＩＤの割り
当て、及び新規Ａ 
ＥＩとのリンク 

Ｂ－ＩＳＵＰ
ＡＥから 

着ＳＩＤから 
Ｂ－ＩＳＵＰ 
ＡＥＩを決定 

着ＳＩＤから
Ｂ－ＩＳＵＰ 
ＡＥＩを決定

Ｂ－ＩＳＵＰ 
ＡＥの生成 

 

（適切な
インスタンスへ） 

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ 
Ｙｅｓ 

Ｎｏ 

Ｎｏ

Ｎｏ 

Ｎｏ

PROCESS ＮＩ 
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６．単一アソシエーション制御機能（ＳＡＣＦ） 
6.1 はじめに 

サービスプリミティブによる記法は、信号能力セット 1におけるＢ－ＩＳＵＰ ＡＳＥとＳＡＣＦを定義

するために使用しており、サービス（セット）の提供者であるＡＳＥが提供するサービスを、サービスのユー

ザであるＳＡＣＦまたはアプリケーションプロセス（ＡＰ）がどのようにしてアクセスできるかを示してい

る。 

サービスプリミティブのインタフェースは概念上のインタフェースであり、試験したりアクセスしたりで

きるものではない。いわば記述用の手段である。あるインタフェースで使用されるサービスプリミティブは、

そのインタフェースの特定の実現方法を含むものではなく、また決まったサービスを提供するために、実現

方法が特定のサービスプリミティブインタフェースに必ずしも一致する必要はない。 

ＳＡＣＦの規定の定義は順を追って行う。しかし、このような記述の順序に従って実現することを、何ら

意味するものではない。 

Ｂ－ＩＳＵＰの仕様への適合はすべて、ノードの外部に対する動作に基づくものである、すなわち、正確

なメッセージ構造（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６３参照）の生成と適切なシーケンス（本標準参照）である。 

 

以下の節にＳＡＣＦの規定を示す。 

 

付属資料ＡにＳＡＣＦの動作例の図を示す。 

 

6.2 送信メッセージ 

ＡＰからインタフェース（d）経由でプリミティブ（要求または応答）を受信した場合、ＳＡＣＦはＡＳ

Ｅに対して適切なプリミティブを送出する。送出するプリミティブのパラメータは、ＡＰから受信したパラ

メータの適切なサブセットから設定する。 

 

インタフェース（d）におけるプリミティブを表２－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す。 

 

それらのプリミティブのパラメータを表２－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表２－１５／ＪＴ－Ｑ２７６４

に示す。 

 

ＳＡＣＦとＢＣＣ ＡＳＥ間のインタフェース （b）におけるプリミティブを表７－１／ＪＴ－Ｑ２７

６４に示す。 

 

それらのプリミティブのパラメータを表７－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表７－９／ＪＴ－Ｑ２７６４に

示す。 

 

ＳＡＣＦとＣＣ ＡＳＥ間のインタフェース（c）におけるプリミティブを表８－１／ＪＴ－Ｑ２７６４

に示す。 

 

それらのプリミティブのパラメータを表８－３／ＪＴ－Ｑ２７６４から表８－１１／ＪＴ－Ｑ２７６４

に示す。 
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ＳＡＣＦとＭＣ ＡＳＥ間のインタフェース（a）におけるプリミティブを表９－１／ＪＴ－Ｑ２７６４

に示す。 

 

それらのプリミティブのパラメータを表９－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表９－９／ＪＴ－Ｑ２７６４に

示す。 

 

ＳＡＣＦとＵＩ ＡＳＥ間のインタフェース （f）におけるプリミティブを表１０－１／ＪＴ－Ｑ２７６

４に示す。 

 

ＡＰからインタフェース （d）上で受信するプリミティブの対応を表６－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す。 
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表６－１／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＡＰおよびＡＳＥ間のプリミティブの対応 

 
ＡＰからの 
インタフェース（d） 

ＣＣ ＡＳＥへの 
インタフェース（c） 

ＢＣＣ ＡＳＥへの 
インタフェース（b） 

ＭＣ ＡＳＥへの 
インタフェース（a）  

「呼設定」要求 「呼－設定」要求 「リンク－設定」要求   
「アドレス－完了」要求 「呼－アドレス－完了」 

要求 
「リンク－情報」要求 
（注1）   

「入側－リソース－受付」
要求 － 「リンク－受付」要求   
「入側－リソース－拒否」
要求 － 「リンク－拒否」要求 「輻輳－レベル」要求 

（注2）  

「後続－アドレス」要求 「呼－後続－アドレス」 
要求    

「解放」要求／応答 「呼－解放」要求 「リンク－解放」 
要求／応答 

「輻輳－レベル」要求 
（注2）  

「応答」要求 「呼－応答」要求 「リンク－情報」要求 
（注1）   

「経過」要求 「呼－経過」要求 「リンク－情報」要求 
（注1）   

「中断」要求 「呼－中断」要求 
（注3） －   

「再開」要求 「呼－再開」要求 
（注3） －   

「順方向－転送」要求 「呼－順方向－転送」 
要求 －   

「網－リソース－管理」 
要求 － 「リンク－リソース－ 

管理」要求   
「分割」要求 
（国内使用） 「呼－分割」要求 「リンク－情報」要求 

（注1）   
「リソース－閉塞」 
要求／応答   「閉塞」要求／応答  
「リソース－閉塞解除」 
要求／応答   「閉塞解除」要求／応答  
「リソース－リセット」 
要求   「リセット」要求／応答  
「ユーザ部－有効性」 
要求   「ユーザ部－テスト」 

要求／応答  
「リソース－検証－開始」
要求／応答   「検証－開始」 

要求／応答  
「リソース－検証－終了」
要求／応答   「検証－終了」 

要求／応答  

 ＵＩ ＡＳＥへの 
インタフェース （f）  

認識不能－メッセージ 
－種別」要求 「認識不能－メッセージ」要求  
「コンフュージョン」 
要求 「コンフュージョン」要求  

 

注１－エコー制御情報、またはＡＡＬのパラメータ、広帯域低位レイヤ情報、狭帯域低位レイヤ整合性、狭

帯域伝達能力、ＯＡＭトラヒック記述子、呼履歴パラメータがある場合、「リンク－情報」要求をＢＣＣ Ａ

ＳＥに対して送出する。 

 

注２－自動輻輳レベルパラメータがある場合、「輻輳－レベル」要求をＭＣ ＡＳＥに対して送出する。 

 

注３－中断／再開表示パラメータが「網起動」を表示している場合、「呼－中断」要求プリミティブ／「呼

－再開」要求プリミティブをＣＣ ＡＳＥに対して送出する。 

 

ＳＡＣＦはＣＣ、ＢＣＣ、ＵＩ、ＭＣ ＡＳＥからの出力を「転送」要求プリミティブで受信する。 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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これらのプリミティブは、網インタフェースへのインタフェース（e）の「転送」要求プリミティブのユー

ザデータフィールドを設定するのに使用される。「転送」要求プリミティブのユーザデータフィールドのＢ

－ＩＳＵＰメッセージのフォーマットはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６３参照。 

 

各ＡＳＥに対して送出するプリミティブに応じて、ＳＡＣＦが作成するメッセージ種別を以下に示す。 

 

（a）呼／ベアラ制御プリミティブ 

表６－２／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＢＣＣ、ＣＣ、ＭＣ ＡＳＥプリミティブからＢ－ＩＳＵＰメッセージヘの対応 

 

ＣＣ ＡＳＥへの 

インタフェース（c） 

ＢＣＣ ＡＳＥへの 

インタフェース（b） 

ＭＣ ＡＳＥへの 

インタフェース（a） 
メッセージ種別 

「呼－設定」要求 「リンク－設定」要求  アドレス 

－ 「リンク－受付」要求  アドレス確認 

－ 「リンク－拒否」要求 
「輻輳－レベル」要求 

（注３） 
アドレス拒否 

「呼－後続－アドレス」要求 －  後続アドレス 

「呼－解放」要求 「リンク－解放」要求 
「輻輳－レベル」要求 

（注３） 
解放 

－ 「リンク－解放」応答  解放完了 

「呼－アドレス－完了」要求 
「リンク－情報」要求 

（注３） 
 アドレス完了 

「呼－応答」要求 
「リンク－情報」要求 

（注３） 
 応答 

「呼－経過」要求 
「リンク－情報」要求 

（注３） 
 呼経過 

「呼－中断」要求 －  中断 

「呼－再開」要求 －  再開 

「呼－順方向－転送」要求 －  順方向転送 

－ 
「リンク－リソース－管理」

要求 
 網リソース管理 

「呼－分割」要求 
「リンク－情報」要求 

（注３） 
 分割 

 

注１－上記のメッセージはすべて信号識別子パラメータを含む。これらのパラメータの使用については 6．4

節参照。 

 

注２－ＢＣＣとＣＣ ＡＳＥのインスタンスは自局の信号識別子によって識別される。信号識別子はＢ－Ｉ

ＳＵＰ ＡＥのインスタンスを生成するとき（出接続呼／コネクションに対しては「呼－設定」要求プリミ

ティブを送出するとき、入接続呼／コネクションに対してはアドレスメッセージを受信したとき）、交換機

が使用されていない識別子を割り当てる。 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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この自局の信号識別子により、同時に存在する呼／ベアラコネクションに関連するすべての後続のＢ－Ｉ

ＳＵＰメッセージを識別する。 

交換機がＡＥＩを削除するとき、例えば「解放」応答／確認プリミティブまたは「リンク－受付」要求／

指示プリミティブ（失敗）を受信したとき、信号識別子は使用されていない状態に解放される。 

 

注３－オプションプリミティブについては表６－１／ＪＴ－Ｑ２７６４参照。 

 

（b）保守プリミティブ 

表６－３／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＭＣ ＡＳＥプリミティブとＢ－ＩＳＵＰメッセージ間の対応 

 

ＭＣ ＡＳＥへのインタフェース（a） メッセージ種別 
「閉塞」要求 閉塞 
「閉塞」応答 閉塞確認 
「閉塞解除」要求 閉塞解除 
「閉塞解除」応答 閉塞解除確認 
「リセット」要求 リセット 
「リセット」応答 リセット確認 
「ユーザ部－テスト」要求 ユーザ部テスト 
「ユーザ部－テスト」応答 ユーザ部確認 
「輻輳－レベル」要求 表６－２／ＪＴ－Ｑ２７６４参照 
「検証－開始」要求 正常性検証要求 
「検証－開始」応答 正常性検証要求確認 
「検証－終了」要求 正常性検証終了 
「検証－終了」応答 正常性検証終了確認 

 

注１－上記のメッセージはすべて信号識別子パラメータを含む。これらのパラメータの使用については    

6．4節参照。 

 

注２－ＭＣ ＡＳＥのインスタンスは自局の信号識別子によって識別される。信号識別子はＢ－ＩＳＵＰ 

ＡＥのインスタンスを生成するとき、交換機が使用されていない識別子を割り当てる。 

 特定のＭＣ ＡＳＥサービスプリミティブの起動に関連する後続のＢ－ＩＳＵＰメッセージはすべて、こ

の自局の信号識別子により識別する。 

交換機がＡＥＩを削除するとき、すなわちサービスプリミティブ確認を受信したとき、信号識別子は使用

されていない状態に解放される。 

 

＃ 

＃ 
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（c）認識不能情報プリミティブ 

表６－４／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＵＩ ＡＳＥプリミティブとＢ－ＩＳＵＰメッセージ間の対応 

 

ＵＩ ＡＳＥへのインタフェース（f） メッセージ種別 
「認識不能－メッセージ－種別」要求 プリミティブに含まれる 
「コンフュージョン」要求 コンフュージョン 

 

網インタフェースへ送出する「転送」要求プリミティブのユーザデータフィールドを設定するのに、ＵＩ 

ＡＳＥの出力の転送要求を使用する、適切な着ＳＩＤパラメータが付加される。 

 

6.3 受信メッセージ 

「転送」指示プリミティブを網インタフェースから受信した場合、ＳＡＣＦは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７

６３の規定にしたがってプリミティブのユーザデータフィールドを解析する。 

 

6.3.1 メッセージとパラメータの分配 

ＳＡＣＦは以下の規定にしたがって、メッセージ種別とパラメータ種別に基づく情報を分配する。 

 

（a）保守メッセージ 

保守メッセージは「転送」指示プリミティブを用いてＭＣ ＡＳＥに与えられる。以下のメッセージ種別

を保守メッセージとして定義する。 

 

・閉塞 

・閉塞解除 

・閉塞確認 

・閉塞解除確認 

・リセット 

・リセット確認 

・ユーザ部テスト 

・ユーザ部有効性 

・正常性検証要求 

・正常性検証終了 

・正常性検証要求確認 

・正常性検証終了確認 

 

表９－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表９－９／ＪＴ－Ｑ２７６４に示すように、「転送」指示プリミティブ

に含む情報（パラメータ）は、本ＡＳＥにとって有効なパラメータセットである。 

 

認識不能パラメータ（パラメータ種別）はＵＩ ＡＳＥに渡される。 

 

（b）呼／ベアラ制御メッセージ 

呼およびベアラ制御メッセージは、表６－５／ＪＴ－Ｑ２７６４に示すようにＣＣおよびＢＣＣ ＡＳＥ

に分配される。メッセージは「転送」指示プリミティブを用いてＢＣＣ ＡＳＥおよび／またはＣＣ ＡＳ

＃ 

＃ 
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Ｅに渡される。 

 

表７－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表７－８／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＢＣＣ ＡＳＥ）および表８－４／ＪＴ

－Ｑ２７６４から表８－１２／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＣＣ ＡＳＥ）に示すように、「転送」指示に含む情報

（パラメータ）および「転送」指示プリミティブは、それぞれのＡＳＥに対して有効なパラメータセットで

ある。 

 

認識不能パラメータ（パラメータ種別）はＵＩ ＡＳＥに渡される。 
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表６－５／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

受信Ｂ－ＩＳＵＰメッセージのＢＣＣ ＡＳＥおよびＣＣ ＡＳＥへの分配 

 

受信メッセージ 
ＢＣＣ ＡＳＥへの 

プリミティブ 

ＣＣ ＡＳＥへの 

プリミティブ 

ＭＣ ＡＳＥへの 

メッセージ 
 

アドレス完了 注１ 有 無  
応答 注１ 有 無  
アドレス確認 有 無 無  
アドレス 有 有 無  
アドレス拒否 有 無 注２  
呼経過 注１ 有 無  
解放 有 有 注２  
再開 無 注３ 無  
解放完了 有 無 無  
後続アドレス 無 有 無  
中断 無 注３ 無  
順方向転送 無 有 無  
網リソース管理 有 無 無  
分割 注１ 有 無  

 

注１－エコー制御情報、またはＡＡＬのパラメータ、広帯域低位レイヤ情報、狭帯域低位レイヤ整合性、狭

帯域伝達能力、ＯＡＭトラヒック記述子、呼履歴パラメータがある場合、プリミティブをＢＣＣ ＡＳＥに

対して送出する。 

 

注２－自動輻輳レベルパラメータがある場合、プリミティブを送出する。 

 

注３－中断／再開表示パラメータが「網起動」を表示している場合、プリミティブを送出する。 

 

（c）認識不能メッセージおよびコンフュージョンメッセージはＵＩ ＡＳＥへ渡される。 

 

（d）表６－６／ＪＴ－Ｑ２７６４、表６－７／ＪＴ－Ｑ２７６４、表６－８／ＪＴ－Ｑ２７６４に示すよ

うに、ＳＡＣＦはＡＳＥから受信したプリミティブに応じて、ＡＰに対してインタフェース（d）上でプ

リミティブを送出する。 

 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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表６－６／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＢＣＣ、ＣＣ、ＭＣ ＡＳＥプリミティブとＡＰプリミティブ間の対応 

ＢＣＣ ＡＳＥからの 

インタフェース（b） 

ＣＣ ＡＳＥからの 

インタフェース （c）

ＭＣ ＡＳＥからの 

インタフェース （a） 

ＡＰからの 

インタフェース（d） 

（注１） 

 

「リンク－設定」指示 「呼－設定」指示  「呼設定」指示  

「リンク－情報」指示 

（注3） 

「呼－アドレス－ 

完了」指示 
 「アドレス－完了」指示 

 

「リンク－受付」指示 －  
「入側－リソース－受付」 

指示 

 

「リンク－拒否」指示 － 
「輻輳－レベル」指示 

（注３） 

「入側－リソース－拒否」 

指示 

 

－ 
「呼－後続－ 

アドレス」指示 
 「後続－アドレス」指示 

 

「リンク－解放」指示 ＊ 
「輻輳－レベル」指示 

（注３） 
「解放」指示 

 

＊ 「呼－解放」指示  「解放」指示  

「リンク－解放」確認 － － 「解放」確認  

「リンク－情報」指示 

（注３） 
「呼－応答」指示  「応答」指示 

 

 「リンク－情報」指示 

（注３） 
「呼－経過」指示  「経過」指示 

 

－ 「呼－中断」指示  「中断」指示  

－ 「呼－再開」指示  「再開」指示  

－ 
「呼－順方向－転送」指

示 
 「順方向－転送」指示 

 

「リンク－リソース－ 

管理」指示 
－  「網－リソース－管理」指示

 

「リンク－情報」指示 

（注３） 
「呼－分割」指示  「分割」指示 

 

「リンク－エラー」 

指示 
＊  「エラー」指示 

 

＊ 「呼－エラー」指示  「エラー」指示  

 

注１－ＡＰに送信されるプリミティブは、ＵＩ ＡＳＥによって処理される認識不能パラメータを含むこと

もできる。（ＵＩ ＡＳＥから送出される「認識不能－パラメータ」指示） 

 

注２－「－」は適用されないプリミティブを示す。 

「＊」は「無視」、すなわちどのようなプリミティブであっても、またはプリミティブがなくてもよい。 

（注）期待されないメッセージを受信したとき、どのＡＳＥも独立にエラー指示を送出できる。そのような

指示は他のＡＳＥの動作を無効にする。 

 

注３－オプションプリミティブ、表６－５／ＪＴ－Ｑ２７６４参照。 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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表６－７／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＭＣ ＡＳＥプリミティブとＡＰプリミティブ間の対応 

 

ＭＣ ＡＳＥからのインタフェース（a） ＡＰへの送信、インタフェース（d）  
「閉塞」指示／確認 「リソース－閉塞」指示／確認  
「閉塞解除」指示／確認 「リソース－閉塞解除」指示／確認  
「リセット」指示／確認 「リソース－リセット」指示／確認  
「ユーザ部－テスト」指示／確認 「ユーザ部－有効性」指示／確認  
「エラー」指示 「エラー」指示  
「輻輳－レベル」指示 表６－６／ＪＴ－Ｑ２７６４参照  
「検証－開始」指示／確認 「リソース－検証－開始」指示／確認  
「検証－終了」指示／確認 「リソース－検証－終了」指示／確認  

 

注１－ＡＰに送信するプリミティブは、ＵＩ ＡＳＥによって処理される認識不能パラメータを含むことも

できる。 

（「認識不能－パラメータ」指示はＵＩ ＡＳＥが送出する） 

 

表６－８／ＪＴ－Ｑ２７６４  （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＵＩ ＡＳＥプリミティブとＡＰプリミティブ間の対応 

 

ＵＩ ＡＳＥからのインタフェース（f） ＡＰへの送信、インタフェース（d） 
「認識不能－メッセージ」指示 「認識不能－メッセージ－種別」指示 
「認識不能－パラメータ」指示 表６－６／ＪＴ－Ｑ２７６４の注１参照 
「コンフュージョン」指示 「コンフュージョン」指示 

 

 

6.4 識別子の処理 

交換機アプリケーションプロセスは信号識別子を管理する。これらの識別子によりＢ－ＩＳＵＰ ＡＥＩ

のインスタンスを識別する。（ＡＥＩの生成と削除の概要を付属資料Ａに示す） 

 

信号識別子（ＳＩＤ）は、信号アソシエーションが存在する間、不変である。 

信号識別子は、関係する 2つの交換機ＡとＢで各々独立に割り当てられ、それにより各交換機は一意に信

号アソシエーション（すなわち、ベアラ制御アソシエーションまたは保守アソシエーション）を識別し、そ

の信号アソシエーションに信号情報を関連づけることができる。 

 

交換機Ａは信号アソシエーションの最初のメッセージを送信するとき、発側信号識別子Ａを割り当てる。

交換機Ａは、その信号識別子を使用して信号アソシエーションを識別する。 

交換機Ｂは信号アソシエーションの最初のメッセージを受信するとき、発側信号識別子Ｂを割り当てる。

交換機Ｂは、その信号識別子を使用して信号アソシエーションを識別する。 

 

着側信号識別子Ａは発側信号識別子Ａと等しく、着側信号識別子Ｂは発側信号識別子Ｂと等しい。 

 

＃ 
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ベアラ制御アソシエーションに対しては、 

 

・アドレスメッセージは発側信号識別子Ａを含まなければならない。 

・アドレス確認メッセージは発側信号識別子Ｂと着側信号識別子Ａを含み、送信方向と受信方向の間で対

応をとれるようにしなければならない。 

・アドレス拒否メッセージは着側信号識別子Ａを含まなければならない。 

・後続の呼／ベアラ制御メッセージは、すべて着側信号識別子Ｂを含む。 

・付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に動作概要を示す。 

 

6.5 他の低位レイヤ指示プリミティブ 

 

6.6 ＳＤＬ図 

ＳＤＬの手順と本文の手順に相違がある場合は本文を優先しなければならない。（図６－１参照） 

＃ 
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図６－１（１／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

単一アソシエーション制御機能（ＳＡＣＦ）は以下の４つの機能をもつ。
 
第１の機能は、アプリケーションプロセスからのプリミティブを受信し、適切なパラメータを
持つＡＳＥプリミティブを生成し、それから適切なＡＳＥへ分配すること。 

 
第２の機能は、ＡＳＥから「転送」要求プリミティブを受信すること。これらには相手ノード
へ送信されるパラメータが含まれる。要求パラメータが返される場合、｢転送｣要求プリミティ
ブ（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６３フォーマットで完全に符号化されたＡＳＥからの要求パラ
メータを含む）が生成され、ＮＩプロセスへ送信される。 
 
第３の機能は、ＭＴＰからプリミティブを受信し、そのメッセージをＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７
６３フォーマットから復号する他は、第１の機能と同様。 
 
第４の機能は、生成されたプリミティブがアプリケーションプロセスへ送信される他は、第２
の機能と同様。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６３符号化は行われない。 

タイマ 
===== 
なし 

ＳＡＣＦは、「転送」要求プリミティブまたはＣＦからＡＰへプリミティブを送信する前に、Ａ
ＳＥから正しい数のプリミティブが受信されることを保証する。 
この機能はインプリメントに依存し、このＳＤＬ図には明示されない。 

このＳＡＣＦは以下のＳＡＯ（ブロック）で利用される： 
Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（入側）、Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（出側） 
Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（保守） 

 
Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（入側）ＳＡＯにあるＡＳＥは：ＣＣ－Ｉ，ＢＣＣ－Ｉ，ＭＣ，ＵＩ 
Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（出側）ＳＡＯにあるＡＳＥは：ＣＣ－Ｏ，ＢＣＣ－Ｏ，ＭＣ，ＵＩ 
Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（保守）ＳＡＯにあるＡＳＥは：ＭＣ，ＵＩ 
 

PROCESS ＳＡＣＦ 
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図６－１（２／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

信号リスト（続き） 
 
 
ＡＳＥ関連プリミティブ 
 
 
ＡＳＥからＣＦへのプリミティブ 
 
Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（入側）のＳＡＣＦの場合、信号リスト ＳＬ ＣＩ１，ＳＬ ＢＩ１，ＳＬ Ｍ１，ＳＬ Ｕ１参照 
Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（出側）のＳＡＣＦの場合、信号リスト ＳＬ ＣＯ１，ＳＬ ＢＯ１，ＳＬ Ｍ１，ＳＬ Ｕ１参照 
Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（保守）のＳＡＣＦの場合、信号リスト ＳＬ Ｍ１ ＳＬ Ｕ１参照 
 
ＣＦからＡＳＥへのプリミティブ 
 
Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（入側）のＳＡＣＦの場合、信号リスト ＳＬ ＣＩ２，ＳＬ ＢＩ２，ＳＬ Ｍ２，ＳＬ Ｕ２参照 
Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（出側）のＳＡＣＦの場合、信号リスト ＳＬ ＣＯ２，ＳＬ ＢＯ２，ＳＬ Ｍ２，ＳＬ Ｕ２参照 
Ｂ－ＩＳＵＰプロトコル（保守）のＳＡＣＦの場合、信号リスト ＳＬ Ｍ２ ＳＬ Ｕ２参照 
 

PROCESS ＳＡＣＦ 

信号リスト 
 
ＣＣＡ，ＣＡ，ＭＣＡ関連プリミティブ 
 
 
ＡＰからＣＦへのプリミティブ 
 

信号リスト ＳＬ ＣＣ１，ＳＬ ＣＡ１，ＳＬ ＭＣ１参照 
 
ＣＦからＡＰへのプリミティブ 
 

信号リスト ＳＬ ＣＣ２，ＳＬ ＣＡ２，ＳＬ ＭＣ２参照 
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図６－１（３／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＣＦ－０ 
空き 

ＡＰからＣＦへの 
プリミティブ 
（＃） 

図６－１（２／６）の 
信号リスト参照 

PROCESS ＳＡＣＦ 

ＣＦ－０
空き 

インプリメントに依存する手順

ＡＳＥへ 
パラメータを 
分配 

ＡＳＥへ 
パラメータを 
分配 
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図６－１（４／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＣＦ－０
空き 

ＡＳＥから 
ＣＦへの 
プリミティブ 
（＃） 

全てのパラメータが受信されない場合、現在
までに収集したパラメータは、本手順の次の
起動による回復に備え、保持される。 

PROCESS ＳＡＣＦ 

ＣＦ－０ 
空き 

インプリメントに依存する手順 

 
ＡＳＥからの 
パラメータ収集 

 
ＡＳＥからの 
パラメータ収集

ＣＦからＡＰへの
プリミティブ組立

このページには｢ＭＴＰ－転送｣指示プリ
ミティブの受信に起因する、ＡＳＥからの
プリミティブに関連する遷移を含む 

プリミティブ 
種別 

ＣＦからＡＰへの 
プリミティブ 
（＃） 

全パラメータ 
受信 

 
ＣＦからＡＰへの 
プリミティブ組立 

ＡＳＥ 
“非活性” 

ＵＩを除く全ての 
ＡＳＥが非活性 

｢プロセス－完了｣（＃）＊

Yes

Yes No

No
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図６－１（５／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

インプリメントに依存する手順 

 
「ＭＴＰ－転送」
要求の符号化 

 
ＡＳＥから 
パラメータ収集 

PROCESS ＳＡＣＦ 

ＣＦ－０
空き 

 
「転送」指示 
（＃） 

ＣＦ－０ 
空き 

 
ＡＳＥから 
パラメータ収集

 
「転送」要求 
（＃） 

メッセージ無視 

 
ＡＳＥへ 

パラメータ分配 
Yes 

No 

 
ＡＳＥへ 
パラメータ分配 

 
メッセージの 
復号と検証 

ＳＡＣＦ図６－１ 
（６／６）参照 

 
「転送」指示 
（＃） 

 
メッセージの 
復号と検証 

 
ＭＴＰへの 

メッセージの符号化 

全パラメータ
受信 

複数のＡＳＥからと、 
ＭＴＰ行き 

他のパラメータが期待される場合、現在
までに収集したパラメータは本手順によ
る回復に備えて、保持される。 

YesNo 
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図６－１（６／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

PROCESS メッセージの復号と検証 

有効な 
メッセージ種別 

有効な 
メッセージ種別 

 

６．３．１(a)と(b) 

メッセージ無視
：＝偽 

 
メッセージの 
復号 

インプリメントに 
対する手順 

インプリメントに依存する本手順では 
プリミティブを復号し、５．３．１節に従い、 
メッセージの有効性とパラメータ形式の検証を 
行う。 
エラーが検出された場合、「転送」指示プリミティブが
ＵＩに、または、「エラー」指示プリミティブがＣＡに
送出される。 

表７－２～７－８／ＪＴ－Ｑ２７６４， 
表８－４～８－１２／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

 
ＵＩへ 
「転送」指示

 
メッセージ無視 
：＝真 

 
ＵＩへ 
「転送」指示

Yes

No 

Yes

No 
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７．ベアラコネクション制御ＡＳＥ（ＢＣＣ ＡＳＥ） 
本章では、隣接交換機間のコネクションの設定と解放に関連する全てのプロトコル手順を規定する 

ＢＣＣ ＡＳＥ手順は交換機種別（1．1節に記述）には依存しない。 

ＢＣＣ ＡＳＥ手順は２つの部分において記述される： 

出側ＢＣＣ ＡＳＥと 

入側ＢＣＣ ＡＳＥ。 

これは規定の便宜上のためのみである。 

 

7.1 プリミティブインタフェース 

ＢＣＣ ＡＳＥは、ユーザに、表７－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に記述されるサービスセットを提供する。 

本章は、ユーザにサービスを提供するＢＣＣ ＡＳＥの内部手順を記述する。 

 

表７－１／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＳＡＣＦとＢＣＣ ＡＳＥ間のプリミティブ 

 

プリミティブ名 種別  
リンク－設定 要求／指示  
リンク－受付 要求／指示  
リンク－拒否 要求／指示  
リンク－情報 要求／指示  
リンク－解放 要求／指示／応答／確認  
リンク－リソース－管理 要求／指示 
リンク－エラー 指示  

 

表７－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表７－８／ＪＴ－Ｑ２７６４（7．4節）に基本呼／コネクションの設定

と解放に関するこれらプリミティブの内容を示す。 

 

ＢＣＣ ＡＳＥはＳＡＣＦサービスプリミティブ（「転送」要求／指示）を使用する。 

 

7.2 出側ＢＣＣ ＡＳＥ 

本節は、ある交換機から隣接交換機へコネクションが設定されるとき、交換機の出側において実行される

プロトコル手順を記述する。 

 

7.2.1 ベアラコネクション設定 

7.2.1.1 正常手順 

（a）出側ＢＣＣ ＡＳＥ手順は、「リンク－設定」要求プリミティブ受付時に開始される。以下の動作

が実行される。 

＃ 
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・「リンク－設定」要求プリミティブで受け取ったパラメータは、「転送」要求プリミティブによって

ＳＡＣＦに送られ、アドレスメッセージによって後位交換機におくられる。 

 

・アドレス確認待ちタイマをアドレス確認メッセージまたはアドレス拒否メッセージを待つために起動

する。 

 

（b）その後： 

 

・アドレス確認メッセージが「転送」指示プリミティブによって受信された場合、後位交換機へのベア

ラコネクションの設定は完了したとみなし、アドレス確認待ちタイマを停止する。アドレス確認メッ

セージの内容は、「リンク－受付」指示プリミティブで受け渡される。 

 

・そうではなく、アドレス拒否メッセージが最初の逆方向メッセージとして「転送」指示プリミティブ

で受信された場合、コネクション試行は失敗したとみなされる。アドレス確認待ちタイマを停止する。

アドレス拒否メッセージの内容は、「リンク－拒否」指示プリミティブで受け渡される。 

 

（c）「リンク－受付」指示プリミティブ発行後の任意の時点で 

 

・網リソース管理メッセージを含む「転送」指示プリミティブを受信することがありうる。これは、「リ

ンク－リソース－管理」指示プリミティブとして受け渡される。 

 

・「リンク－リソース－管理」要求プリミティブを受信することがありうる。これは「転送要求プリミ

ティブで網リソース管理メッセージとして受け渡される。 

 

・アドレス完了、呼経過、及び、応答メッセージからのパラメータを含む「転送」指示プリミティブを

受信することがありうる。これは、「リンク－情報」指示プリミティブとして受け渡される。 

 

・「リンク－情報」要求プリミティブを受信することがありうる。本プリミティブの内容は「転送」要

求プリミティブでＳＡＣＦに受け渡される（国内オプション－アドレスメッセ－ジの分割）。 

 

7.2.1.2 例外手順 

7.2.1.2.1 期待されないプリミティブの扱い 

異常なプリミティブシーケンスはＳＤＬ図（7．5節参照）に記述されている通りに扱われる。 

呼／コネクション関連で実行される動作（例えば解放）を必要とするプロトコルエラーが検出される「リン

ク－エラー」指示プリミティブが送出され、適切な動作がアプリケーションプロセスによって起動される。 

 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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7.2.1.2.2 タイマ満了時の扱い 

アドレス確認待ちタイマが満了するとコネクション試行は失敗したとみなされる： 

（a）本イベントは、「リンク－エラー」指示プリミティブを用いて報告される。理由表示番号“その他

の手順誤りクラス”が含まれる。 

（b）マネジメントに通知される。 

 

7.2.2 ベアラコネクション解放 

出側ＢＣＣ ＡＳＥは、たとえば、発ユーザからの要求の結果として「リンク－解放」要求プリミティブ

を受信したとき、順方向のベアラコネクションの解放を起動する。 

 

出側ＢＣＣ ＡＳＥは、たとえば、着ユーザからの要求の結果として、ＳＡＣＦから「転送」指示プリミ

ティブで解放メッセージも受信しうる。 

 

7.2.2.1 正常手順 

7.2.2.1.1 順方向の解放 

出側ＢＣＣ ＡＳＥは、アドレス確認メッセージの受信（即ち、「リンク－受付」指示プリミティブの発

行）と逆方向の解放メッセージの受信の間の任意の時点にベアラコネクションの順方向の解放を起動できる。 

 

（a）「リンク－解放」要求プリミティブを受信した場合： 

・後位交換機に送信するために、解放メッセージが「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに 

送られる。 

・解放完了メッセージの受信を保証するため、解放完了待ちタイマを起動する。 

 

（b）解放完了メッセージを受信した場合： 

・解放完了待ちタイマを停止する。 

・「リンク－解放」確認プリミティブが送出される。 

 

7.2.2.1.2 逆方向の解放 

出側ＢＣＣ ＡＳＥは、アドレス確認メッセージの受信から解放完了メッセージの送信までの任意の時点

にＳＡＣＦから「転送」指示プリミティブで解放メッセージを受信できる。受信された解放メッセージは、

「リンク－解放」指示プリミティブとして受け渡される。 

 

コネクションが解放されると、「リンク－解放」応答プリミティブを受信する。解放完了メッセージは、

「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送られ、更に、後位交換機に送られる。 
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7.2.2.2 例外手順 

7.2.2.2.1 期待されないプリミティブの扱い 

異常なプリミティブシーケンスはＳＤＬ図（7．5節参照）に記述されている通りに扱われる。呼／コネク

ション関連で実行される動作（例えば解放）を必要とするプロトコルエラーが検出されると、「リンク－エ

ラー」指示プリミティブが送出され、適切な動作がアプリケーションプロセスによって起動される。 

 

特に： 

解放プリミティブの衝突： 

 

解放メッセージが送信され、解放メッセージが、期待された解放完了メッセージ以前に受信された場合、

「リンク－解放」指示プリミティブが送出される。解放完了待ちタイマは、解放完了メッセージの受信を保

証するために継続する。 

 

解放完了メッセージを受信した場合、解放完了待ちタイマを停止する。 

 

コネクションが解放されると「リンク－解放」応答プリミティブが受信され、解放完了メッセージがＳＡ

ＣＦに「転送」要求プリミティブで送信される。 

 

7.2.2.2.2 タイマ満了時の扱い 

解放完了待ちタイマが満了した場合は、マネジメントに通知され、「リンク－エラー」指示プリミティブ

が発行される。 

 

7.3 入側ＢＣＣ ＡＳＥ 

7.3.1 ベアラコネクション設定 

7.3.1.1 正常手順 

「転送」指示プリミティブで、アドレスメッセージを受信した場合、それは、「リンク－設定」指 

示プリミティブで受け渡される。この入側コネクション要求の受け入れに対し、成功または失敗を示 

す「リンク－受付」要求または「リンク－拒否」要求プリミティブが応答として受信される。 

 

応答が成功を示している場合は、アドレス確認メッセージが「転送」要求プリミティブで送出され 

る。 

 

応答が失敗を示している場合は、入側ベアラ設定は終了し、アドレス拒否メッセージが、「転送」 

要求プリミティブで送出される。 
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「リンク－受付」要求プリミティブ受信後の任意の時点で： 

・網リソース管理メッセージを含む「転送」指示プリミティブを受信することがありうる。 

これは、「リンク－リソース－管理」指示プリミティブとして受け渡される。 

 

・「リンク－リソース－管理」要求プリミティブを受信することがありうる。これは「転送」

要求プリミティブで網リソース管理メッセージとして受け渡される。 

 

・「リンク－情報」要求プリミティブを受信することがありうる。本プリミティブのパラメ 

ータは「転送」要求プリミティブで返送される。 

 

・分割メッセージからのパラメータを含む「転送」指示プリミティブを受信することがあり 

うる。これらのパラメータは、「リンク－情報」指示プリミティブで受け渡される（国内 

オプション）。 

 

7.3.1.2 例外手順 

7.3.1.2.1 期待されないプリミティブの扱い 

異常なプリミティブシーケンスはＳＤＬ図（7．5節参照）に記述されている通りに扱われる。 

呼／コネクション関連で実行される動作（例えば解放）を必要とするプロトコルエラーが検出されると、「リ

ンク－エラー」指示プリミティブが送出され、適切な動作がアプリケーションプロセスによって起動される。 

 

7.3.1.2.2 タイマ満了時の扱い 

適用されない。 

 

7.3.2 ベアラコネクション解放 

入側ＢＣＣ ＡＳＥは、たとえば、着ユーザからの要求の結果として、「リンク－解放」要求プリミティ

ブを受信するとベアラコネクションの逆方向の解放を起動する。 

 

入側ＢＣＣ ＡＳＥは、たとえば、発ユーザからの要求の結果として、順方向の解放メッセージを受信す

ることもありうる。 

 

7.3.2.1 正常手順 

7.3.2.1.1 順方向の解放 

入側ＢＣＣ ＡＳＥは、アドレス確認メッセージの送信から逆方向の解放完了メッセージの送信までの任

意の時点にＳＡＣＦから「転送」指示プリミティブで解放メッセージを受信できる。受信された解放メッセー

ジは、「リンク－解放」指示プリミティブとして受け渡される。 

 

コネクションが解放されると、「リンク－解放」応答プリミティブを受信する。解放完了メッセージは、

「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送られ、更に、前位交換機に送られる。 

 

7.3.2.1.2 逆方向の解放 

入側ＢＣＣ ＡＳＥは、アドレス確認メッセージ送信と順方向の解放メッセージ受信の間の任意の時点に、

「リンク－解放」要求プリミティブが受信された場合ベアラコネクションの逆方向の解放を起動する。 

 

＃ 

＃ 

＃

＃

＃

＃
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（a）「リンク－解放」要求プリミティブを受信した場合： 

・前位交換機に送信するために、解放メッセージが「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送出される。 

・解放完了メッセージの受信を保証するため、解放完了待ちタイマを起動する。 

（b）解放完了メッセージを「転送」指示プリミティブで受信した場合： 

・解放完了待ちタイマを停止する。 

・「リンク－解放」確認プリミティブが送出される。 

 

7.3.2.2 例外手順 

7.3.2.2.1 期待されないプリミティブの扱い 

異常なプリミティブシーケンスは、ＳＤＬ図（7．5節参照）に記述されている通りに扱われる。 

呼／コネクション関連で実行される動作（例えば解放）を必要とするプロトコルエラーが検出されると、「リ

ンク－エラー」指示プリミティブが送出され、適切な動作がアプリケーションプロセスによって起動される。 

 

7.3.2.2.2 タイマ満了時の扱い 

7.2.2.2.2節と同様。 

 

7.4 プリミティブの内容 

表７－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表７－８／ＪＴ－Ｑ２７６４は、ＢＣＣ ＡＳＥサービスプリミティブ

の内容を示す。 
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表７－２／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リンク－設定」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
ＡＡＬパラメータ 
ＡＴＭセルレート 
広帯域低位レイヤ情報 
広帯域伝達能力 
コネクション要素識別子 
エコー制御情報 
最大エンド・エンド中継遅延 
狭帯域伝達能力 
狭帯域低位レイヤ整合性 
ＯＡＭトラヒック記述子 
伝播遅延カウンタ 

 

表７－３／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リンク－受付」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
コネクション要素識別子 

 

 

表７－４／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リンク－拒否」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
理由表示 

 

 

表７－５／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リンク－情報」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
ＡＡＬパラメータ 
エコー制御情報 
広帯域低位レイヤ情報 
呼履歴情報 
狭帯域低位レイヤ整合性 
狭帯域伝達能力 
ＯＡＭトラヒック記述子 
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表７－６／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リンク－解放」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
理由表示 

 

 

表７－７／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リンク－解放」応答／確認プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
理由表示 

 

 

表７－８／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リンク－リソース－管理」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

 

7.5 ＳＤＬ図 

ＳＤＬの手順と本文の手順に相違がある場合は本文を優先しなければならない。（図７－１、および図７

－２参照） 

 

 

 

＃ 

＃ 
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図７－１（１／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ベレアコネクション制御－入側（ＢＣＣ－Ｉ）プロセスは、２つの交換機間のベ
アラ（またはコネクションリンク）に関する情報転送をサポートし、（発ユーザ
側の）前位交換機にある同位機能（ベアラコネクション制御－出側（ＢＣＣ－Ｏ））
に対して動作する。 
 
全てのプリミティブは、本プロセスに関連するＳＡＣＦから受信し、または、Ｓ
ＡＣＦへ送出される。 

 
タイマ 
===== 
Ｔ１ｂ－ＲＬＣ待ち 

プリミティブ名の後ろにあるシンボル（＃）は、そのプリミティブに関連するパラ
メータリストを示す。 
 
パラメータは、表７－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表７－８／ＪＴ－Ｑ２７６４に示
される。 

PROCESS ＢＣＣ－Ｉ 
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図７－１（２／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＬＩ－０
空き 

 
「転送」指示 
（＃） 

メッセージ種別 

 
「リンク－エラー」 
指示（理由表示，＃） 

X 図７－１
（６／６）

X図７－１ 
（６／６）

ＲＥＬ，ＲＬＣ 

「リンク－設定」 
指示（＃） 

ＩＡＭ ＊ 

PROCESS ＢＣＣ－Ｉ 

ＬＩ－１
受付要求待ち

理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセ－ジ” 
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図７－１（３／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 

ＬＩ－１ 
受付要求待ち 

 
「リンク－拒否」
要求（＃） 

「リンク－エラー」 
指示（理由表示，＃） 

X図７－１ 
（６／６）

 
「転送」要求 
（ＩＡＡ，＃） 

PROCESS ＢＣＣ－Ｉ 

 
ＬＩ－１ 
受付要求待ち 

理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセ－ジ” 

「転送」指示
（＃） 

 
「リンク－受付」
要求（＃） 

 
「転送」要求 
（ＩＡＲ，＃） 

 
ＬＩ－２ 
ＩＡＡ送信 
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PROCESS ＢＣＣ－Ｉ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－１（４／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 
ＬＩ－２ 
ＩＡＡ送信 

「転送」指示 
（＃） 

 
「リンク－解放」 
要求（＃） 

「リンク－情報」 
要求（＃） 

 
Ｔ１ｂ起動 「転送」要求（＃）

ＣＰＧ，ＡＣＭ， 
ＡＮＭ 

 
「転送」要求 
（ＲＥＬ，＃） 

 

 
ＬＩ－３ 
ＲＬＣ待ち 

 
ＬＩ－２ 
ＩＡＡ送信 

 
メッセージ種別 

 
「リンク－解放」 
指示（＃） 

理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ” 

 
ＬＩ－４ 
解放応答待ち 

「リンク－エラー」 
指示（理由表示，＃）

ＬＩ－２ 
ＩＡＡ送信 

＊ＲＥＬ 
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PROCESS ＢＣＣ－Ｉ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－１（５／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 
ＬＩ－３ 
ＲＬＣ待ち 

Ｔ１ｂ 「転送」指示 
（＃） 

メッセージ種別 理由表示：＝ 
“Ｔ１ｂ満了” 

 
Ｔ１ｂ停止 「リンク－解放」 

指示（＃） 

ＬＩ－５ 
ＲＥＬ衝突 

 
｢リンク－エラー｣ 
指示(理由表示) 

ＬＩ－３ 
ＲＬＣ待ち 

「リンクー解放」 
確認（＃） 

Ｔ 

Ｘ 

Ｘ 

図７－１ 
（６／６） 

図７－１ 
（６／６）

ＲＥＬ ＲＬＣ ＊ 
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PROCESS ＢＣＣ－Ｉ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－１（６／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 
｢リンク－エラー｣ 
指示(理由表示,＃) 

 
ＬＩ－５ 
ＲＥＬ衝突 

 
「転送」指示 
（＃） 

「リンク－解放」
応答（＃） 

 
「転送」要求
（ＲＬＣ，＃）

 
「リンクー解放」
確認（＃） 

 
ＬＩ－３ 
ＲＬＣ待ち 

ＬＩ－４ 
解放応答待ち 

 
Ｔ１ｂ停止

 
Ｔ１ｂ 

Ｔ

 
ＬＩ－４ 
解放応答待ち 

 
「転送」指示
（＃） 

 
「リンク－解放」
応答（＃） 

 
「転送」要求 
（ＲＬＣ，＃）

 
｢プロセス－完了｣ 
指示(ＢＣＣ－Ｉ) 

 
ＬＩ－０ 
空き 

ＬＩ－４ 
解放応答待ち 

理由表示：＝
“期待されない
メッセージ”

Ｘ 

 
メッセージ種別 

ＬＩ－５ 
ＲＥＬ衝突 

図７－１ 
（５／６） 

ＲＬＣ 
＊ 
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PROCESS ＢＣＣ－Ｏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－２（１／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ベアラコネクション制御－出側（BCC－O）プロセスは、２つの交換機間のベアラ（または

コネクションリンク）に関する情報転送をサポートし、（着ユーザ側の）次の交換機にあ

る同位機能（ベアラコネクション制御－入側（BCC－I）に対して動作する。 

 

全てのプリミティブは、本プロセスに関連する SACFから受信し、または、SACFで送出さ

れる。 

タイマ 
====== 
T40b－IAA待ち 
T1b －RLC待ち 

プリミティブ名の後ろのあるシンボル（＃）は、そのプリミティブに関連するパラメータ 

リストを示す。 

 

パラメータは、表７－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表７－８／ＪＴ－Ｑ２７６４に示される。 
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PROCESS ＢＣＣ－Ｏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－２（２／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 
ＬＯ－０ 
空き 

 
「リンク－設定」 
要求（＃） 

「転送」要求 
（ＩＡＭ，＃） 

 
ＬＯ－１ 
ＩＡＡ待ち 

 
Ｔ４０ｂ起動 
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PROCESS ＢＣＣ－Ｏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－２（３／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 
ＬＯ－１ 
ＩＡＡ待ち

 
「リンク－拒否」 
指示（理由表示） 

 
Ｔ４０ｂ停止Ｔ４０ｂ停止

 
「リンク－拒否」 
指示（＃） 

理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ 

「転送」指示 
（＃） Ｔ４０ｂ 

 
メッセージ種別 

 
「リンク－受付」 
指示（＃） 

 
ＬＯ－１ 
ＩＡＡ待ち 

 
ＬＯ－２ 
ＩＡＡ受信

図７－２ 
（６／６）Ｘ

図７－２ 
（６／６）Ｘ 

 
理由表示：＝ 
“Ｔ４０ｂ満了” 

 
｢リンク－エラー｣ 
指示(＃） 

ＩＡＲ ＩＡＡ ＊ 
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PROCESS ＢＣＣ－Ｏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－２（４／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＬＯ－２ 
ＩＡＡ受信

 
「転送」要求 
（ＲＥＬ，＃） 

 
「リンク－解放」 
指示（＃） 

 
「転送」指示 
（＃） 

 
「リンクー解放」 
要求（＃） 

 
メッセージ種別 

「リンク－情報」 
指示（＃） 

 
ＬＯ－３ 
ＲＬＣ待ち 

 
ＬＯ－２ 
ＩＡＡ受信

 
Ｔ１ｂ起動 

｢リンク－エラー｣ 
指示(理由表示,＃) 

＊ 

ＬＯ－４ 
解放応答待ち 

理由表示：＝ 
“期待されない
メッセージ 

ＣＰＧ，ＡＣＭ 
ＡＮＭ ＲＥＬ

ＬＯ－２ 
ＩＡＡ受信 
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PROCESS ＢＣＣ－Ｏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－２（５／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 
ＬＯ－３ 
ＲＬＣ待ち 

Ｔ１ｂ 「転送」指示 
（＃） 

メッセージ種別 理由表示：＝ 
“Ｔ１ｂ満了” 

 
Ｔ１ｂ停止 「リンク－解放」 

指示（＃） 

ＬＯ－５ 
ＲＥＬ衝突 

 
｢リンク－エラー｣ 
指示(理由表示) 

ＬＯ－３ 
ＲＬＣ待ち 

「リンクー解放」 
確認（＃） 

Ｔ 

Ｘ 

Ｘ 

図７－２ 
（６／６） 

図７－２ 
（６／６）

ＲＥＬ ＲＬＣ ＊ 
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PROCESS ＢＣＣ－Ｏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－２（６／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 
｢リンク－エラー｣ 
指示(理由表示,＃) 

 
ＬＯ－５ 
ＲＥＬ衝突 

 
「転送」指示 
（＃） 

「リンク－解放」 
応答（＃） 

 
「転送」要求
（ＲＬＣ，＃）

 
「リンクー解放」
確認（＃） 

 
ＬＯ－３ 
ＲＬＣ待ち 

ＬＯ－４ 
解放応答待ち 

 
Ｔ１ｂ停止

 
Ｔ１ｂ 

Ｔ

 
ＬＯ－４ 
解放応答待ち 

 
「転送」指示
（＃） 

 
「リンク－解放」 
応答（＃） 

 
「転送」要求 
（ＲＬＣ，＃）

 
｢プロセス－完了｣ 
指示(ＢＣＣ－Ｏ) 

 
ＬＯ－０ 
空き 

ＬＯ－４ 
解放応答待ち 

理由表示：＝
“期待されない
メッセージ”

Ｘ 

 
メッセージ種別 

ＬＯ－５ 
ＲＥＬ衝突 

図７－２ 
（５／６） 

ＲＬＣ 
＊ 
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８．呼制御ＡＳＥ（ＣＣ ＡＳＥ） 
8.1 プリミティブインタフェース 

ＣＣ ＡＳＥは、ユーザに表８－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に記述されるサービスセットを提供する。 

本章は、ユーザにサービスを提供するＣＣ ＡＳＥの内部手順を記述する。 

 

ＣＣ ＡＳＥ手順は２つの部分で記述される： 

出側ＣＣ ＡＳＥと 

入側ＣＣ ＡＳＥ。 

これは規定の便宜上のためのみである。 

 

表８－１／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＳＡＣＦとＣＣ ＡＳＥ間のプリミティブ 

 

プリミティブ名 種別 
呼－設定 要求／指示 
呼－アドレス－完了 要求／指示 
呼－後続－アドレス 要求／指示 
呼－解放 要求／指示 
呼－応答 要求／指示 
呼－経過 要求／指示 
呼－中断 要求／指示 
呼－再開 要求／指示 
呼－順方向－転送 要求／指示 
呼－分割（国内使用） 要求／指示 
呼－エラー 指示 

 

表８－４／ＪＴ－Ｑ２７６４から表８－１２／ＪＴ－Ｑ２７６４（８．４節）は、本インタフェース上の

サービスプリミティブのパラメータを示す。 

 

ＣＣ ＡＳＥユーザはＳＡＣＦサービスプリミティブ（「転送」要求／指示）を使用する。 

 

8.2 出側ＣＣ ＡＳＥ 

出側ＣＣ ＡＳＥに含まれるプロトコル機能は以下のように構成される。 

 

（a）受信メッセージのシーケンスの正しさの検証：8．5 節内のＳＤＬ図は、出側ＣＣ ＡＳＥの状態遷

移を全て定義する。呼関連で実行される動作（例えば解放）を必要とするプロトコルエラーが検出さ

れると、「呼－エラー」指示プリミティブが送出され、適切な動作がアプリケーションプロセスによっ

て起動される。 
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（b）「転送」指示プリミティブのユーザデータフィールド内で受信したメッセージをＣＣ ＡＳＥサー

ビスプリミティブに変換する。これらの対応を表８－２／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す（本対応はイベン

トがＳＤＬ図で示された正しいシーケンスで受信される事を仮定している 

 

（c）ＣＣ ＡＳＥサービスプリミティブで受信した情報を「転送」プリミティブのユーザデータフィー

ルドに乗せ換える。これらの対応を表８－２／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す（本対応はイベントがＳＤＬ

図で示された正しいシーケンスで受信される事を仮定している）。 

 

表８－２／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

出側ＣＣ ＡＳＥにおけるメッセージ種別とサービスプリミティブの対応 

 

インタフェース（C） 対応 メッセージ種別 
「呼－設定」要求  ＝＞ アドレス 
「呼－アドレス－完了」指示 ＜＝  アドレス完了 
「呼－後続－アドレス」要求  ＝＞ 後続アドレス 
「呼－解放」要求／指示 ＜＝＞ 解放 
「呼－応答」指示 ＜＝  応答 
「呼－経過」指示 ＜＝  呼経過 
「呼－中断」要求／指示 ＜＝＞ 中断 
「呼－再開」要求／指示 ＜＝＞ 再開 
「呼－順方向－転送」要求  ＝＞ 順方向転送 
「呼－分割」要求／指示 ＜＝＞ 分割 

 

（d）アドレス完了待ちタイマの扱い 

 

「呼－設定」要求プリミティブの交換機種別パラメータ値に示される以下の交換機種別はアドレス完

了待ちタイマを起動する。 

・発交換機 

・国際出接続交換機 

・国際中継交換機 

・国際入接続交換機 

 

アドレス完了待ちタイマは、「呼－設定」要求プリミティブを受信したとき起動される。 

 

アドレス完了待ちタイマは、オーバーラップの呼設置が実行されていて、「呼－後続－アドレス」要求を

受信したときに再起動される。 

 

アドレス完了待ちタイマは、「呼－アドレス－完了」または「呼－応答」指示プリミティブが送出された

ときに停止される。 

 

アドレス完了待ちタイマが満了した場合、ＣＣ ＡＳＥは、「呼－エラー」指示プリミティブを送出する

（アプリケーションプロセスは、続いて、呼を解放する）。 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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8.3 入側ＣＣ ＡＳＥ 

入側ＣＣ ＡＳＥに含まれるプロトコル機能は、以下のように構成される。 

 

（a）受信メッセージのシーケンスの正しさの検証：8．5節内のＳＤＬ図は、入側ＣＣ ＡＳＥの状態遷

移を全て定義する。呼関連で実行される動作（例えば解放）を必要とするプロトコルエラーが検出さ

れると、「呼－エラー」指示プリミティブが送出され、適切な動作が、アプリケーションプロセスに

よって起動される。 

 

（b）「転送」指示プリミティブのユーザデータフィールド内で受信したメッセージをＣＣ ＡＳＥサー

ビスプリミティブに変換する。これらの対応を表８－３／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す（本対応はイベン

トがＳＤＬ図で示された正しいシーケンスで受信される事を仮定している 

 

（c）ＣＣ ＡＳＥサービスプリミティブで受信した情報を「転送」プリミティブのユーザデータフィー

ルドに乗せ換える。これらの対応を表８－３／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す（本対応はイベントがＳＤＬ

図で示された正しいシーケンスで受信される事を仮定している）。 

 

表８－３／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

入側ＣＣ ＡＳＥにおけるメッセージ種別とサービスプリミティブの対応 

 

インタフェース（C） 対応 メッセージ種別 
「呼－設定」指示 ＜＝  アドレス 
「呼－アドレス－完了」要求  ＝＞ アドレス完了 
「呼－後続－アドレス」指示 ＜＝  後続アドレス 
「呼－解放」要求／指示 ＜＝＞ 解放 
「呼－応答」要求  ＝＞ 応答 
「呼－経過」要求  ＝＞ 呼経過 
「呼－中断」要求／指示 ＜＝＞ 中断 
「呼－再開」要求／指示 ＜＝＞ 再開 
「呼－順方向－転送」指示 ＜＝  順方向転送 
「呼－分割」要求／指示 ＜＝＞ 分割 

 

＃ 

＃ 

＃ 
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8.4 プリミティブの内容 

表８－４／ＪＴ－Ｑ２７６４から表８－１２／ＪＴ－Ｑ２７６４は、ＣＣ ＡＳＥサービスプリミティブ

の内容を示す。 

表８－４／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「呼－設定」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
広帯域高位レイヤ情報 
着番号 
発ユーザ種別 
順方向狭帯域インタワーク表示 
位置番号 
狭帯域高位レイヤ整合性 
国内／国際呼表示 
発側ＩＳＣ局コード 
経過識別子 
分割表示 
中継網選択 
交換機種別（注１） 
網機能種別 
契約者番号 

 

（注１）交換機種別パラメータは、1．1節に示されるものから適切な値をとる。この呼／コネクションに対

して交換機が実行している役割に応じて、プロトコルが変わり得るように、パラメータはＡＳＥに渡される。

他のパラメータと違って、このパラメータは、プロトコル情報要素に関係しない。 

このパラメータは、要求プリミティブにのみ存在する。 

 

表８－５／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「呼－アドレス－完了」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
アクセス配送 
逆方向狭帯域インタワーク表示 
着ユーザ表示 
理由表示 
課金表示 
インバンド情報表示 
狭帯域高位レイヤ整合性 
経過識別子 
分割表示 
網機能種別 

 

＃ 

＃ 

＃ 

＊ 

＊ 

＃ 

＊ 
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表８－６／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「呼－後続－アドレス」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

 

表８－７／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「呼－解放」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
アクセス配送 
理由表示 
経過識別子 
分割表示 

 

 

表８－８／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「呼－応答」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
アクセス配送 
逆方向狭帯域インタワーク表示 
呼履歴情報 
課金表示 
インバンド情報表示 
狭帯域高位レイヤ整合性 
経過識別子 
分割表示 
網機能種別 

 

 

表８－９／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「呼－経過」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
アクセス配送 
逆方向狭帯域インタワーク表示 
着ユーザ表示 
理由表示 
課金表示 
インバンド情報表示 
狭帯域高位レイヤ整合性 
経過識別子 
分割表示 

＃ 

＃ 

＃ 

＊ 

＃ 

＃ 
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表８－１０／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「呼－中断」及び「呼－再開」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
中断／再開表示 

 

 

表８－１１／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「呼－順方向－転送」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

 

表８－１２／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「呼－分割」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

 

8.5 ＳＤＬ図 

ＳＤＬの手順と本文の手順に相違がある場合は本文を優先しなければならない。（図８－１、および図８

－２参照） 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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図８－１（１／５）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

呼制御－入側（ＣＣ－Ｉ）プロセスは、２つの交換機間の非コネクションリンク
に関連する情報転送をサポートし、（発ユーザ方向の）前位交換機にある同位機
能（呼制御－出側（ＣＣ－Ｏ））に対して動作する。 
 
全てのプリミティブは、本プロセスに関連するＳＡＣＦから受信し、または、Ｓ
ＡＣＦへ送出される。 

 

 
タイマ 
===== 
なし 

プリミティブ名の後ろにあるシンボル（＃）は、そのプリミティブに関連するパ
ラメータリストを示す。 
 
パラメータは、表８－４／ＪＴ－Ｑ２７６４から表８－１２／ＪＴ－Ｑ２７６４
に示される。 

 

PROCESS ＣＣ－Ｉ 
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図８－１（２／５）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＣＩ－０
空き 

「転送」指示 
（＃） 

「呼－設定」 
指示（＃） 

 
理由表示:＝ 
“期待されない 
メッセ－ジ” 

ＣＩ－１ 
アドレス完了
要求待ち 

メッセージ種別 

「呼－エラー」
指示（理由表示，＃）

PROCESS ＣＣ－Ｉ 

７．２節参照

図８－１
（５／５） X

＊ＩＡＭ 
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図８－１（３／５）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 
理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセ－ジ” 

 
ＣＩ－３ 
呼応答 

「転送」指示 
（＃） 

 
「転送」要求 
（ＡＮＭ，＃） 

ＣＩ－１
アドレス完了 
要求待ち

 
「呼－解放」
指示（＃） 

＊ ＲＥＬ 

PROCESS ＣＣ－Ｉ 

ＣＩ－１
アドレス完了
要求待ち 

 
「呼－応答」 
要求（＃） 

「呼－アドレス 
－完了」 
要求（＃）

 
「呼－解放」 
要求（＃） 

 
「転送」要求 
（ＡＣＭ，＃）

「転送」要求 
（ＲＥＬ，＃） 

X ＣＩ－２ 
応答要求待ち

図８－１ 
（５／５）

メッセージ種別

「呼－エラー」 
指示（理由表示,＃） 

X 図 8－1 
（５／５）
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図８－１（４／５）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 
理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセ－ジ” 

 
ＣＩ－３ 
呼応答 

 
「転送」指示 
（＃） 

 
「転送」要求 
（ＡＮＭ，＃）

ＣＩ－２
応答要求待ち

 
「呼－解放」 
指示（＃） 

＊ＲＥＬ 

PROCESS ＣＣ－Ｉ 

ＣＩ－２ 
応答要求待ち

 
「呼－応答」 
要求（＃） 

「呼－経過」 
要求（＃） 

 
「呼－解放」 
要求（＃） 

「転送」要求 
（ＣＰＧ，＃） 

 
「転送」要求 
（ＲＥＬ，＃） 

X

 
ＣＩ－２ 
応答要求待ち 

図８－１ 
（５／５）メッセージ種別 

「呼－エラー」 
指示（理由表示，＃）

X 図 8－1 
（５／５）
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図８－１（５／５）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 
理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセ－ジ” 

 
ＣＩ－３ 
呼応答 

 
「転送」指示
（＃） 

 
「転送」要求 
（ＳＵＳ，＃） 

ＣＩ－３ 
呼応答 

 
「呼－解放」 
指示（＃） 

＊ ＲＥＬ

PROCESS ＣＣ－Ｉ  
ＣＩ－３ 
呼応答 

 
「呼－中断」 
要求（＃） 

 
「呼－再開」 
要求（＃） 

「呼－解放」 
要求（＃） 

 
「転送」要求 
（ＲＥＳ，＃） 

「転送」要求 
（ＲＥＬ，＃） 

X 
 

ＣＩ－３ 
呼応答 

メッセージ種別 

「呼－エラー」 
指示（理由表示，＃）

X

本図

 
「呼－中断」
指示（＃） 

 
ＣＩ－３ 
呼応答 

ＣＩ－３ 
呼応答 

「呼－再開」 
指示（＃） 

 
「プロセス－完了」 
指示（ＣＣ－Ｉ） 

 
ＣＩ－０ 
空き 

ＳＵＳ ＲＥＳ 
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図８－２（１／５）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

呼制御－出側（ＣＣ－Ｏ）プロセスは、２つの交換機間の非コネクションリンク
に関連する情報転送をサポートし、（着ユーザ方向の）次の交換機にある同位機
能（呼制御－入側（ＣＣ－Ｉ））に対して動作する。 
 
全てのプリミティブは、本プロセスに関連するＳＡＣＦから受信し、または、Ｓ
ＡＣＦへ送出される。 

 

タイマ 
===== 
Ｔ７ｂ－ＡＣＭ／ＡＮＭ待ち

プリミティブ名の後ろにあるシンボル（＃）は、そのプリミティブに関連するパ
ラメータリストを示す。 
 
パラメータは、表８－４／ＪＴ－Ｑ２７６４から表８－１２／ＪＴ－Ｑ２７６４
に示される。 

PROCESS ＣＣ－Ｏ

交換機種別リスト
 

交換機リスト 
 
発交換機， 
国際出接続交換機，国際中継交換機，国際入接続交換機 ＃ 
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図８－２（２／５）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＣＯ－０ 
空き 

 
「呼－設定」
要求（＃） 

「転送」要求 
（ＩＡＭ，＃） 

 
 
Ｔ７ｂ起動 

 

 
ＣＯ－１ 
ＡＣＭ待ち 

交換機種別 

PROCESS ＣＣ－Ｏ

＊ 交換機リスト 
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図８－２（３／５）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

PROCESS ＣＣ－Ｏ 

 
ＣＯ－１ 
ＡＣＭ待ち 

 
「呼－エラー」 
指示（理由表示，＃）

理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ” 

「呼－アドレス 
－完了」 
指示（＃） 

「呼－応答」 
指示（＃） X

ＣＯ－２ 
ＡＮＭ待ち 

図８－２ 
（５／５）

メッセージ種別

 
ＣＯ－１ 
ＡＣＭ待ち 

 
「転送」指示 
（＃） 

 
「呼－エラー」
指示（理由表示）

 
ＣＯ－１ 
ＡＣＭ待ち 

 
Ｔ７ｂ 

 
「呼－解放」
要求（＃） 

 
「転送」要求 
（ＲＥＬ，＃）

X 

 
理由表示：＝ 
“Ｔ７ｂ満了” 
 

 
 
Ｔ７ｂ停止 

 

 
Ｔ７ｂ停止 

 

 
 
Ｔ７ｂ停止 

 

 
 
Ｔ７ｂ停止 

 

図８－２
（５／５）

ＣＯ－３ 
呼応答 

＊ ＡＣＭ ＡＮＭ ＲＥＬ 
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図８－２（４／５）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 
ＣＯ－２ 
ＡＮＭ待ち 

 
「呼－エラー」 
指示（理由表示，＃）

理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ”

 
「呼－応答」 
指示（＃） 

「呼－経過」 
指示（＃） 

X
 

ＣＯ－３ 
呼応答 

図８－２ 
（５／５）

メッセージ種別

ＣＯ－２ 
ＡＮＭ待ち 

＊ ＡＮＭ ＣＰＧ ＲＥＬ 

 
ＣＯ－２ 
ＡＮＭ待ち

「転送」指示
（＃） 

 
「呼－解放」
要求（＃） 

 
「転送」要求 
（ＲＥＬ，＃）

X 図８－２ 
（５／５）

PROCESS ＣＣ－Ｏ 
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図８－２（５／５）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

PROCESS ＣＣ－Ｏ 

 
ＣＯ－３ 
呼応答 

 
「呼－エラー」 
指示（理由表示，＃）

理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ” 

 
「呼－中断」 
指示（＃） 

「呼－再開」 
指示（＃） 

 
ＣＯ－３ 
呼応答 

ＣＯ－３ 
呼応答 

＊ ＳＣＳ ＲＥＳ ＲＥＬ 

ＣＯ－３ 
呼応答 

「転送」指示 
（＃） 

 
「転送」要求 
（ＳＵＳ，＃） 

 
ＣＯ－３ 
呼応答 

「呼－中断」
要求（＃） 

「呼－再開」 
要求（＃） 

 
「呼－解放」 
要求（＃） 

 
「転送」要求 
（ＲＥＳ，＃） 

 
「転送」要求 
（ＲＥＬ，＃）

X 
 

ＣＯ－３ 
呼応答 

メッセージ種別

 
「プロセス－完了」
指示（ＣＣ－Ｏ） 

 
ＣＯ－０ 
空き 

「プロセス－完了」 
指示（ＣＣ－Ｏ） 

 
ＣＯ－０ 
空き 

 
「呼－解放」 
指示（＃） 
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９．保守制御ＡＳＥ（ＭＣ ＡＳＥ） 
9.1 プリミティブインタフェース 

ＭＣ ＡＳＥは、ユーザに対して表９－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す一連のサービスを提供する。 

本章では、ユーザにサービスを提供するＭＣ ＡＳＥの内部手順を記述する。 

 

表９－１／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＳＡＣＦとＭＣ ＡＳＥ間のプリミティブ 

 

プリミティブ名 種別 

閉塞 要求／指示／応答／確認 
閉塞解除 要求／指示／応答／確認 
リセット 要求／指示／応答／確認 
ユーザ部－テスト 要求／指示／応答／確認 
エラー 指示 
輻輳－レベル 要求／指示 
検証－開始 要求／指示／応答／確認 
検証－終了 要求／指示／応答／確認 

 

表９－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表９－９／ＪＴ－Ｑ２７６４ （9．7節）は、本インタフェース上のサー

ビスプリミティブのためのパラメータを示す。 

ＭＣ ＡＳＥはＳＡＣＦサービスプリミティブ（「転送」要求／指示）を使用する。 

 

9.2 リソースリセット 

9.2.1 リセット送信 

「リセット」要求プリミティブを受信すると、その内容は「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送出さ

れ、リセット確認待ちタイマを起動する。 

リセット確認メッセージが「転送」指示プリミティブで受信された場合、「リセット」確認プリミティブ

としてＳＡＣＦへ渡し、リセット確認待ちタイマを停止する。 

 

9.2.2 リセット受信 

リセットメッセージが「転送」指示プリミティブで受信された場合、「リセット」指示プリミティブとし

てＳＡＣＦに送出される。 

「リセット」応答プリミティブを受信すると、その内容は「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送出さ

れる。 

 

9.2.3 例外手順 

リセット確認待ちタイマが満了するとマネジメントに通知される。「エラー」指示プリミティブが送出さ

れる。 

期待されないメッセージの処理は 9．8節のＳＤＬ図参照。 

＃ 
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9.3 リソース閉塞 

9.3.1 閉塞／閉塞解除送信 

「閉塞」要求プリミティブを受信すると、その内容は「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送出され、

閉塞確認待ちタイマを起動する。 

閉塞確認メッセージが「転送」指示プリミティブで受信された場合、「閉塞」確認プリミティブでＳＡＣ

Ｆに送出され、閉塞確認待ちタイマを停止する。 

「閉塞解除」要求プリミティブを受信すると、その内容は「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送出され、

閉塞解除確認待ちタイマを起動する。 

閉塞解除確認メッセージが「転送」指示プリミティブで受信された場合、「閉塞解除」確認プリミティブ

でＳＡＣＦに送出され、閉塞解除確認待ちタイマを停止する。 

 

9.3.2 閉塞／閉塞解除受信 

閉塞メッセージが「転送」指示プリミティブで受信された場合、「閉塞」指示プリミティブとしてＳＡＣ

Ｆに送出される。 

「閉塞」応答プリミティブを受信すると、その内容は「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送出される。 

閉塞解除メッセージが「転送」指示プリミティブで受信された場合、「閉塞解除」指示プリミティブとし

てＳＡＣＦに送出される。 

「閉塞解除」応答プリミティブを受信すると、その内容は「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送出さ

れる。 

 

9.3.3 例外手順 

閉塞確認待ちタイマが満了するとマネジメントに通知される。「エラー」指示プリミティブが送出される。 

閉塞解除確認待ちタイマが満了するとマネジメントに通知される。「エラー」指示プリミティブが送出さ

れる。 

期待されないメッセージの処理は 9．8節のＳＤＬ図参照 

 

9.4 ユーザ部有効性 

 

9.5 輻輳レベルパラメータ 

自動輻輳レベルパラメータはＭＣ ＡＳＥへ渡される。それが「転送」指示プリミティブで受信された場

合、「輻輳－レベル」指示プリミティブが送出される。「輻輳－レベル」要求プリミティブを受信すると、

自動輻輳レベルパラメータは「転送」要求プリミティブで受け渡される。 

 

9.6 リソーステスト 

 

9.6.1 ＶＰＣＩ正常性要求／ＶＰＣＩ正常性検証終了送信 

「検証－開始」要求プリミティブを受信すると、その内容は「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送出

され、正常性検証要求確認待ちタイマを起動する。 

正常性検証要求確認メッセージが「転送」指示プリミティブで受信された場合、「検証－開始」確認プリ

ミティブとしてＳＡＣＦへ受け渡し、正常性検証要求確認待ちタイマを停止する。 

＃ 
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「検証－終了」要求プリミティブを受信すると、その内容は「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送出

され、正常性検証終了確認待ちタイマを起動する。 

正常性検証終了確認メッセージが「転送」指示プリミティブで受信された場合、「検証－終了」確認プリ

ミティブとしてＳＡＣＦへ受け渡し、正常性検証終了確認待ちタイマを停止する。 

 

9.6.2 ＶＰＣＩ正常性要求／ＶＰＣＩ正常性検証終了受信 

正常性検証要求メッセージが「転送」指示プリミティブで受信された場合、「検証－関始」指示プリミティ

ブとしてＳＡＣＦに送出される。 

「検証－開始」応答プリミティブを受信すると、その内容は「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送出

される。 

正常性検証終了メッセージが「転送」指示プリミティブで受信された場合、「検証－終了」指示プリミティ

ブとしてＳＡＣＦに送出される。 

「検証－終了」応答プリミティブを受信すると、その内容は「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦに送出

される。 

 

9.6.3 例外手順 

正常性検証要求確認待ちタイマが満了するとマネジメントに通知される。「エラー」指示プリミティブが

送出される。 

正常性検証終了確認待ちタイマが満了するとマネジメントに通知される。「エラー」指示プリミティブが

送出される。 

期待されないメッセージの処理は 9．8節のＳＤＬ図参照。 

 

9.7 プリミティブの内容 

表９－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表９－９／ＪＴ－Ｑ２７６４に、ＭＣ ＡＳＥサービスプリミティブの

内容を示す。 

 

表９－２／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「閉塞」／「閉塞解除」／「リセット」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
リソース識別子 

 

 

表９－３／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「閉塞」／「閉塞解除」／「リセット」応答／確認プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
 

 

表９－４／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「ユーザ部－テスト」要求／指示／応答／確認プリミティブパラメータ 

 

＃ 

＃ 
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表９－５／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「輻輳－レベル」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

自動輻輳レベル 
 

 

表９－６／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リソース－検証－開始」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
リソース識別子 

 

 

表９－７／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リソース－検証－開始」応答／確認プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
 

 

表９－８／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リソース－検証－終了」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
 

 

表９－９／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「リソース－検証－終了」応答／確認プリミティブパラメータ 

 

メッセージ整合性情報 
正常性検証結果情報 

 

 

9.8 ＳＤＬ図 

ＳＤＬの手順と本文の手順に相違がある場合は本文を優先しなければならない。（図９－１参照） 
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図９－１（１／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

PROCESS ＭＣ 

保守制御（ＭＣ）プロセスは、2つの交換機間で保守情報の転送をサポートする。
 
以下の 4つの手順をサポートする。 

閉塞，閉塞解除，リセット 
 
（注）これらの手順のうち、1つのＭＣでは一度に１つだけ実行可能である。必要
な場合は、他のＭＣで他の手順が実行可能である。 

タイマ 
===== 
 
Ｔ１２ｂ－ＢＬＡ待ち 
Ｔ１４ｂ－ＵＢＡ待ち 
Ｔ１６ｂ－ＲＡＭ待ち 
 

プリミティブ名の後ろにあるシンボル（＃）は、そのプリミティブに関連するパ
ラメータリストを示す。 
 
パラメータは、表９－２／ＪＴ－Ｑ２７６４から表９－５／ＪＴ－Ｑ２７６４に
示される。 
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図９－１（２／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

メッセージ種別 

ＭＣ－１ 
「リセット」 
確認待ち 

 
「転送」指示
（＃） 

 
「転送」要求 
（ＲＳＭ，＃） 

ＭＣ－０ 
空き 

 
「リセット」 
要求（＃） 

「閉塞解除」 
要求（＃） 

「転送」要求 
（ＵＢＬ，＃） 

X 

 
Ｔ１６ｂ起動 
 

Ｔ１４ｂ起動 
 

 

自動輻輳レベル 
パラメータあり 

PROCESS ＭＣ 

ＭＣ－３ 
「閉塞」 
確認待ち 

「転送」要求 
（ＢＬＯ，＃） 

 
「閉塞」 
要求（＃） 

Ｔ１２ｂ起動 
 

ＭＣ－５ 
「閉塞解除」 
確認待ち 

理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ” 

 
「リセット」
指示（＃） 

ＭＣ－２ 
「リセット」 
応答待ち 

「輻輳－レベル」 
指示（＃） 

ＭＣ－０ 
空き 

「閉塞」 
指示（＃） 

ＭＣ－４ 
「閉塞」 
応答待ち 

 
「閉塞解除」 
指示（＃） 

ＭＣ－６
「閉塞解除」
応答待ち

 
「保守－エラー」 
指示（理由表示，＃）

図９－１ 
（６／６）

ＲＳＭ ＢＬＯ ＵＢＬ ＊ＲＥＬ／ 
ＩＡＲ 
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図９－１（３／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

メッセージ種別 

 
Ｔ１６ｂ停止 
 

 
「転送」指示 
（＃） 

PROCESS ＭＣ 

ＭＣ－１ 
「リセット」
確認待ち 

 
「リセット」
確認（＃） X 図９－１ 

（６／６）

 
理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ” 

 
「保守－エラー」 
指示（理由表示，＃）

ＭＣ－１
「リセット」
確認待ち

X 

＊

Ｔ１６ｂ 

 
理由表示：＝ 
“「リセット」 
応答なし” 

 
「保守－エラー」 
指示（理由表示） 

ＭＣ－２ 
「リセット」 
応答待ち 

 
「リセット」
応答（＃） 

「転送」要求 
（ＲＡＭ，＃） 

図９－１ 
（６／６）

 
「転送」指示 
（＃） 

理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ” 

 
「保守－エラー」 
指示（理由表示，＃） 

ＭＣ－２
「リセット」
応答待ち

X 図９－１
（６／６）

ＲＡＭ 
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図９－１（４／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

メッセージ種別

 
Ｔ１２ｂ停止 
 

 
「転送」指示 
（＃） 

PROCESS ＭＣ 

ＭＣ－３ 
「閉塞」 
確認待ち 

 
「閉塞」 
確認（＃） X 図９－１

（６／６）

 
理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ” 

 
「保守－エラー」 
指示（理由表示，＃）

ＭＣ－３ 
「閉塞」 
確認待ち 

X 

＊

 
Ｔ１２ｂ 

 
理由表示：＝ 
“「閉塞」 
応答なし” 

「保守－エラー」 
指示（理由表示） 

ＭＣ－４ 
「閉塞」 
応答待ち 

「閉塞」 
応答（＃） 

 
「転送」要求 
（ＢＬＡ，＃） 

図９－１
（６／６）

「転送」指示 
（＃） 

 
理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ” 

 
「保守－エラー」 
指示（理由表示，＃） 

ＭＣ－４ 
「閉塞」 
応答待ち 

X 図９－１ 
（６／６）

ＢＬＡ 
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図９－１（５／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

メッセージ種別 

 
Ｔ１４ｂ停止 
 

 
「転送」指示 
（＃） 

PROCESS ＭＣ 

ＭＣ－５ 
「閉塞解除」
確認待ち 

 
「閉塞解除」 
確認（＃） X 図９－１ 

（６／６）

 
理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ” 

 
「保守－エラー」 
指示（理由表示，＃）

ＭＣ－５
「閉塞解除」 
確認待ち

X 

＊ 

Ｔ１４ｂ 

 
理由表示：＝ 
“「閉塞解除」 
応答なし” 

 
「保守－エラー」 
指示（理由表示） 

ＭＣ－６
「閉塞解除」 
応答待ち

 
「閉塞解除」
応答（＃） 

「転送」要求 
（ＵＢＡ，＃） 

図９－１ 
（６／６）

 
「転送」指示 
（＃） 

理由表示：＝ 
“期待されない 
メッセージ” 

 
「保守－エラー」 
指示（理由表示，＃） 

ＭＣ－６
「閉塞解除」 
応答待ち

X 図９－１
（６／６）

ＵＢＡ 
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図９－１（６／６）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 

PROCESS ＭＣ 

 
ＭＣ－０ 
空き 

X

「プロセス－完了」 
指示（ＭＣ） 
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１０．認識不能情報ＡＳＥ （ＵＩ ＡＳＥ） 
本章では、認識不能情報の処理に関するプロトコル手順を規定する。 

 

10.1 プリミティブインタフェース 

ＵＩ ＡＳＥは、ユーザに対して表１０－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に示す一連のサービスを提供する。 

 

表１０－１／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＳＡＣＦとＵＩ ＡＳＥ間のプリミティブ 

 

プリミティブ名 種別 

認識不能－メッセージ 要求／指示 

認識不能－パラメータ 要求／指示 

コンフュージョン 要求／指示 

 

「認識不能－メッセージ」プリミティブは任意のＢ－ＩＳＵＰメッセージを含むことができる。 

「認識不能－パラメータ」プリミティブはＢ－ＩＳＵＰパラメータをいくつでも含むことができる。 

ＵＩ ＡＳＥは、ＳＡＣＦサービスプリミティブ（転送要求／指示）を使用する。 

 

10.2 認識不能パラメータ 

10.2.1 受信したパラメータ 

ＳＡＣＦは、認識不能パラメータを「転送」指示プリミティブでＵＩ ＡＳＥへ渡す。 

ＵＩ ＡＳＥは、全ての認識不能パラメータを「認識不能－パラメータ」指示プリミティブでＳＡＣＦへ

戻す。 

 

10.2.2 送信したパラメータ 

ＳＡＣＦは、アプリケーションプロセスから受信した認識不能パラメータを、「認識不能－パラメータ」

要求プリミティブでＵＩ ＡＳＥへ渡す。 

ＵＩ ＡＳＥは、全ての認識不能パラメータを「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦへ戻す。 

 

10.3 認識不能メッセージ 

10.3.1 受信したメッセージ 

ＳＡＣＦは、認識不能メッセージを「転送」指示プリミティブでＵＩ ＡＳＥへ渡す。 

ＵＩ ＡＳＥは、全ての認識不能メッセージを「認識不能－メッセージ」指示プリミティブでＳＡＣＦへ

戻す。 

 

10.3.2 送信したメッセージ 

ＳＡＣＦは、アプリケーションプロセスから受信した認識不能メッセージを、「認識不能－メッセージ」

要求プリミティブでＵＩ ＡＳＥへ渡す。 

ＵＩ ＡＳＥは、全ての認識不能メッセージを「転送」要求プリミティブでＳＡＣＦへ戻す。 
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10.4 コンフュージョンメッセージ 

ＵＩ ＡＳＥは、コンフュージョンメッセージを含む「転送」指示プリミティブを受信すると、「コン

フュージョン」指示プリミティブとして受け渡す。 

「コンフュージョン」要求プリミティブを受信すると、コンフュージョンメッセージとして「転送」要求

プリミティブで送出される。 

 

10.5 プリミティブの内容 

 

表１０－２／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

「コンフュージョン」要求／指示プリミティブパラメータ 

 

「コンフュージョン」要求／指示 
パラメータ 必須／オプション 
メッセージ整合性情報 必須 
理由表示 必須 

 

 

10.6 ＳＤＬ図 

ＳＤＬの手順と本文の手順に相違がある場合は本文を優先しなければならない。（図１０－１参照） 
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図１０－１（１／２）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４）

PROCESS ＵＩＰ 

 
認識不能情報プロトコル（ＵＩＰ）プロセスは、２つのノード間の認識不能情報
の転送をサポートする。 

タイマ
===== 
 
なし 

プリミティブ名の後ろにあるシンボル（＃）は、そのプリミティブに関連するパ
ラメータリストを示す。 
 
パラメータは、表１０－２／ＪＴ－Ｑ２７６４に示される。 
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図１０－１（２／２）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

 

 
ＵＩＰ－０ 
空き 

 
「転送」指示
（＃） 

 
「転送」要求 
（ＣＦＮ，＃） 

ＵＩＰ－０
空き 

「コンフュー 
ジョン」 
要求（＃） 

「認識不能－
メッセージ」
要求（＃） 

「転送」要求 
認識不能メッセージ 
（＃） 

 
ＵＩＰ－０ 
空き 

内容 

PROCESS ＵＩＰ 

「認識不能－ 
パラメータ」 
指示（＃） 

「コンフュージョン」 
指示（＃） 

 
ＵＩＰ－０ 
空き 

ＵＩＰ－０ 
空き 

認識不能－ 
メッセージ 

認識不能－ 
パラメータ 

ＣＦＮ

「認識不能－ 
パラメータ」 
要求（＃） 

「転送」要求 
認識不能パラメータ 
（＃） 

 
ＵＩＰ－０ 
空き 

 
ＵＩＰ－０ 
空き 

ＳＡＣＦの 
メッセージ検証手順から 

「認識不能－ 
メッセージ」 
要求（＃） 
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１１．Ｂ－ＩＳＵＰのタイマ 
本章では、Ｂ－ＩＳＵＰ関連の全てのアプリケーションプロセスとプロトコルクイマを規定する。各タイ

マに対して、満了値、起動条件、正常停止条件、満了時に実行される動作の規定が表１１－１／ＪＴ－Ｑ２

７６４に示されている。更に最後の列では、関連するアプリケーションプロセス、又はＡＳＥ記述について

の参照節番号が示されており、参照先では手順の完全な記述が与えられる。 
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表１１－１（１／２）／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

Ｂ－ＩＳＵＰタイマ 

 

タイマ名 （記号） 満了値 起動条件 正常停止条件 満了時の動作 参照節番号 
解放完了待ち 

（Ｔ１ｂ） 
１５～６０秒 解放メッセージ受信 解放完了メッセージ受信 リソース解放、保守システムへの 

通報、リセットメッセージ送信 
２．７、３．２、 

７．１、７．２ 
ユーザ部有効性 

（Ｔ４ｂ） 
５～１５分 「ＭＴＰ－状態」プリミティブ（理由 

表示：相手ユーザ利用不可）受信 
タイマ満了、又はユーザ部有効性 

メッセージ受信（又はその他） 
ユーザ部テストメッセージ送信、 

Ｔ４ｂ起動 
９．４ ＃

＃

網再開待ち 

（Ｔ６ｂ） 
ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｑ．１１８に規定

制御交換機が中断（網）受信 再開（網）メッセージ、又は解放 

メッセージ受信 
解放手順起動 ２．５ 

アドレス完了待ち 

（Ｔ７ｂ） 
２０～３０秒 最新のアドレスメッセージ送信時 正常解放のためのアドレスと経路情 

報が揃った時（アドレス完了、応答 

メッセージ受信） 

全装置とコネクションの解放（解 

放メッセージ送信） 
２．７、 

８ 

応答待ち 

（Ｔ９ｂ） 
ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｑ．１１８に規定

国内制御又は国際出接続交換機がアド 

レス完了メッセージ受信 
応答メッセージ受信 コネクション解放、 

解放メッセージ送信 
２．２．３、 

２．２．５ 
＃

＃

閉塞確認待ち 

（Ｔ１２ｂ） 
１５～６０秒 閉塞メッセージ送信時 閉塞確認受信 保守システムへの通報 ９．３ 

閉塞解除確認待ち 

（Ｔ１４ｂ） 
１５～６０秒 閉塞解除メッセージ送信時 閉塞解除確認受信 保守システムへの通報 ９．３ 

リセット確認待ち 

（Ｔ１６ｂ） 
１５～６０秒 リセットメッセージ送信時 リセット確認メッセージ受信 リセットメッセージ再送 ３．２．３、 

９．２ 
リセット繰り返し 

（Ｔ１７ｂ） 
５～１５分 リセット確認待ちタイマ内にリセット 

確認受信せず 
－ リセットメッセージ再送、 

保守システムヘの通報 
３．２．３ 
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表１１－１（２／２）／ＪＴ－Ｑ２７６４ （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

Ｂ－ＩＳＵＰタイマ 

 

タイマ名（記号） 満了値 起動条件 正常停止条件 満了時の動作 参照節番号  
ショートＳＣＣ 

（Ｔ２９ｂ） 
３００～６００ミ

リ秒 
Ｔ２９ｂ非動作中に輻輳表示受信 － 新しい輻輳表示が考慮される ３．７ ＃

＃

ロングＳＣＣ 

（Ｔ３０ｂ） 
５～１０秒 Ｔ２９ｂ非動作中に輻輳表示受信 － 過負荷でなければトラフィックを 

１段回復させてＴ３０ｂ起動 
３．７ ＃

＃

分割 

（Ｔ３４ｂ） 
２～４秒 分割されたメッセージの指示を受信 分割メッセージ受信 呼処理続行 ２．２．９ ＃

＃

アドレス不完了 

（Ｔ３５ｂ） 
１５～２０秒 最小又は固定の桁教を受信する前に最 

後のアドレス数字（≠ＳＴ）を受信 
ＳＴ受信又は、最小又は固定の桁数 

受信 
解放メッセージ送信 ２．３．５ ＃

＃

網再開待ち（国際） 

（Ｔ３８ｂ） 
ＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｑ．１１８に規定

国際入接続交換機が前位交換機に中断 

（網）メッセージ送信時 
再開（網）メッセージ又は解放メッ 

セージ受信 
解放メッセージ送信 ２．５ ＃

＃

アドレス確認待ち 

（Ｔ４０ｂ） 
４～６秒 アドレスメッセージ送信時 アドレス確認又はアドレス拒否受信 リソース解放、保守システムへの 

通報、リセットメッセージ送信 
３．２、 

７．２ 
正常性検証要求確認待ち 

（Ｔ４１ｂ） 

１５～６０秒 正常性検証要求メッセージ送信時 正常性検証要求確認受信 保守システムへの通報 ９．６ 

正常性検証終了確認待ち 

（Ｔ４２ｂ） 
１５～６０秒 正常性検証終了メッセージ送信時 正常性検証終了確認受信 保守システムへの通報 ９．６ 
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付属資料Ａ：Ｂ－ＩＳＵＰ規定モデル 
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２７６４に対する） 

 

A.1 はじめに 

Ｂ－ＩＳＵＰ手順の記述を構成する為に使用されるモデルはＯＳＩアプリケーション層構想（ＡＬＳ）モ

デルに基づく（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１４００参照）。本付属資料はそのモデルを示し、その働きを一般的に

記述する。 

 

A.2 一般モデル 

Ｂ－ＩＳＵＰ基本呼アプリケーションプロセスの一般的なモデルを付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ２７６４に示

す。本付図はＢ－ＩＳＵＰ手順の特定の時点での状態を表してはいない。アーキテクチャの全体像を表して

いる。本モデルの特定のアプリケーションは本付属資料の以下の節で議論される。 

 本付図は機能ブロック図のプリミティブインタフェースを示す。これは本標準の本体で使用される。 
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略語 ：  
ＡＥ ： アプリケーションエンティティ 
ＳＡＣＦ ： 単一アソシエーション制御機能 
ＡＳＥ ： アプリケーションサービス要素 
ＣＣ ： 呼制御 
ＢＣＣ ： ベアラコネクション制御 
ＭＣ ： 保守制御 
ＮⅠ ： 網インタフェース 
ＳＡＯ ： 単一アソシエーションオブジェクト 
ＵＩ ： 認識不能情報 

 

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

Ｂ－ＩＳＵＰ規定モデル 

 

インタフェースａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ、ｇはプリミティブインタフェースである。インタフェースｇは

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２７６１の６章記述のＭＴＰレベル３サービスインタフェースである。 

全機能は“マネジメントアプリケーション”とのインタフェースも持つ。これはフォーマルなプリミティブ

インタフェースとして定義されない。 

“交換機アプリケーションプロセス”という用語は交換機内の全アプリケーション機能を記述するために

用いられる。Ｂ－ＩＳＵＰは交換機アプリケーションプロセスの一部である。 

それゆえ、本モデルに示されるＢ－ＩＳＵＰのノード機能は本標準の本文中のＢ－ＩＳＵＰアプリケー

ションプロセス機能として参照される。 

 

Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥはＢ－ＩＳＵＰのノード機能から要求される全ての通信能力を提供する。簡単の為、

Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥは唯１つのＳＡＯを含むよう定義されている。これにより、複数アソシエーション制御

機能（ＭＡＣＦ）を規定する必要を避ける。それゆえ、Ｂ－ＩＳＵＰ信号アソシエーション間の全ての調整

はＢ－ＩＳＵＰのノード機能を通して行われる。 

交換機アプリケーションプロセス

B－ISUPノード機能

B－ISUP AE 

B－ISUP 
SAO SACF CC 

ASE 

NI

BCC
ASE 

MC 
ASE 

UI 
ASE 

d 

e 

f

g

c

b

a

MTP－3 
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ＢＣＣとＣＣ ＡＳＥはいずれも２つの機能から成る。１組は交換機の入側で使用され（前位交換機との

信号アソシエーションをサポートする）、１組は交換機の出側で使用される（後位交換機との信号アソシエー

ションをサポートする）。 

Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥに含まれるＳＡＯには以下の種別がある： 

（a）入側の呼とコネクション制御 

これは以下を含む： 

・入側ＢＣＣ ＡＳＥ、入側ＣＣ ＡＳＥ、ＭＣ ＡＳＥ （注２）、ＵＩ ＡＳＥ、ＳＡＣＦ 

（b）出側の呼とコネクション制御 

これは以下を含む： 

・出側ＢＣＣ ＡＳＥ、出側ＣＣ ＡＳＥ、ＭＣ ＡＳＥ（注２）、ＵＩ ＡＳＥ、ＳＡＣＦ 

（c）保守 

これは以下を含む： 

・ＭＣ ＡＳＥ、ＵＩ ＡＳＥ、ＳＡＣＦ 

 

注１：本付図はＳＡＣＦが１つの場合を示している。本付図の種々のサブセットは上記の各ＳＡＯ種別に

対応する。 

注２：ＭＣ ＡＳＥは自動輻輳制御パラメータを扱うためのみにこれらのＳＡＯ種別に含まれる。これは

呼／コネクション制御メッセージ内で受信されるが、“保守”種別情報として捉えられる。 

 

種々のＢ－ＩＳＵＰ機能を扱うために交換機のアプリケーションプロセスは要求されるＢ－ＩＳＵＰの

ノード機能のインスタンスを生成する。Ｂ－ＩＳＵＰは要求されたＢ－ＩＳＵＰ ＡＥのインスタンスを生

成する。これは以下の節でさらに議論する。 

網インタフェース（ＮＩ）機能はＭＴＰから受信したメッセージを適切なＢ－ＩＳＵＰ ＡＥのインスタ

ンスに分配する。交換機内には唯一つのＮＩのインスタンスが存在する。 

 

A.3 規定モデルの適用 

Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥのインスタンス（ＡＥＩ）は要求された各信号アソシエーションに対し生成される。

これゆえ、中継交換機は付図Ａ－２／ＪＴ－Ｑ２７６４に示すようにモデル化される。 
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注１：入側ＡＳＥが使用される 

注２：出側ＡＳＥが使用される 

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

中継交換機のモデル 

 

交換機内のＢ－ＩＳＵＰ ＡＥの各インスタンスはユニークな信号識別子（ＳＩＤ）によって特定される。

この値はＡＥＩが生成された時点で確保され、ＡＥＩによって提供されたサービスが必要でなくなり、ＡＥ

インスタンスが削除された時点で解放される。このＳＩＤ値は本インスタンスに関連する信号メッセージを

ラベリングするために使用される（付図Ａ－２／ＪＴ－Ｑ２７６４のＳＩＤ ＸとＳＩＤ Ｙ参照）。ＮＩ

はメッセージを正しいＡＥＩに分配するためにＳＩＤ値を使用する。 

 

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ２７６４は保守機能が動作中のケースの例を示す。この保守機能は処理中の呼／コ

ネクションのバーチャルパスを閉塞する。このケースでは呼／コネクションと閉塞手順間の相互作用があり

うる。この交換機のアプリケーションプロセスは主要求きれた相互作用を容易にするための適切な通信／調

整機能を果たす。 

交換機アプリケーションプロセス 

B－ISUP AEI 

B－ISUP 
SAO 
 
入側 
バーチャル 
サーキット 

CC 
ASE 
(注1)

NI

B－ISUPノード機能

B－ISUP AEI

B－ISUP
SAO 
 
出側 
バーチャル 
サーキット 

MTP－3

BCC 
ASE 
(注1)
MC 
ASE 
 
UI 
ASE 
 

CC 
ASE 
(注2)
BCC
ASE 
(注2)
MC 
ASE 
 
UI 
ASE 
 

SACF SACF

SID=X SID=Y 
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注１：入側ＡＳＥが使用される 

注２：出側ＡＳＥが使用される 
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保守動作中の中継交換機のモデル 

 

A.3.1 モデルの動的な側面 

本モデルの“動的”な側面は個々のサービスを提供を要求される時にＢ－ＩＳＵＰ機能のインスタンスを

生成、削除するメカニズムとして捉えられる。 

 

A.3.1.1 本交換機により起動される動作 

交換機のアプリケーションプロセス内の機能は、Ｂ－ＩＳＵＰが要求されていると判断した時、例えばＢ

－ＩＳＵＰがこの交換機からの出側の呼／コネクションに使用される信号システムとして選択された場合、

新しいＢ－ＩＳＵＰのインスタンスを生成する。このＢ－ＩＳＵＰノード機能は要求された各信号アソシ

エーションに対しＢ－ＩＳＵＰ ＡＥのインスタンスを生成する。生成されたＡＳＥは A．2 節で示される

適切な種別のＳＡＯを含む。Ｂ－ＩＳＵＰの運用が完了した時点、例えば呼／コネクションが解放された時

点で、Ｂ－ＩＳＵＰインスタンスと関連する全てのＡＥＩは削除される。 

 

A.3.1.2 他の交換機から起動されるアクション 

メッセージがＭＴＰ－３サービスアクセスポイントにて受信きれた時、交換機のアプリケーションプロセ

スはこれを正しいＡＳＥに分配するよう試みる。これはメッセージ内の着ＳＩＤパラメータに基づいて行な

う： 

交換機アプリケーションプロセス

B－ISUP AEI 

B－ISUP 
SAO 
 
入側 
バーチャル 
サーキット 

CC 
ASE
(注 1) 

B－ISUPノード呼制御機能 

B－ISUP AEI

B－ISUP
SAO 
 
出側 
バーチャル 
サーキット 

MTP－3 

BCC
ASE
(注 1) 
MC 
ASE
 
UI 
ASE
 

CC 
ASE 
(注 2)
BCC
ASE 
(注 2)
MC 
ASE 
 
UI 
ASE 
 

SACF SACF

SID=X

SID=Y

B－ISUP保守機能 

B－ISUP AEI 

B－ISUP
SAO 
 
バーチャル 
パス 
閉塞 

MC
ASE 
 
UI
ASE 
 

SACF 

NI SID=Z 
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・着ＳＩＤが存在するＢ－ＩＳＵＰ ＡＥＩに相応する場合、そのメッセージは A．3．2節の記述のように

分配される。 

・着ＳＩＤが存在するＢ－ＩＳＵＰ ＡＥＩに相応しない場合、ＡＥＩを含むＢ一ＩＳＵＰのインスタンス

は生成される。生成されるＳＡＯの種別は受信メッセージ種別により決定される（このケースはおそらく

エラーであり、ＡＥ内のプロトコルマシンにより扱われる）。 

・メッセージが着ＳＩＤパラメータを含まず発ＳＩＤパラメータを含む場合、ＡＥＩを含む新しいＢ－ＩＳ

ＵＰのインスタンスが生成される。この新しいインスタンスには新しいＳＩＤ値が確保される。生成され

たＳＡＯの種別は受信メッセージの種別から決定される。 

・メッセージが着ＳＩＤパラメータも発ＳＩＤパラメータも含まない場合、プロトコルエラーが発生する。 

 

Ｂ－ＩＳＵＰの運用が完了したとき、例えば呼／コネクションが解放された時、Ｂ－ＩＳＵＰインスタン

スと関連する全てのＡＥＩは削除される。 

 

A.3.2 モデルの静的側面 

本モデルの“静的”な側面は存在するＢ－ＩＳＵＰ信号アソシエーションのインスタンスが個々のサービ

スを提供するために使用されるメカニズムとして捉えられる。 

 

A.3.2.1 本交換機により起動される動作 

Ｂ－ＩＳＵＰのノード機能が他の交換機内のピアエンティティとの通信を要求するとき、適切な信号アソ

シエーションをサポートするＡＳＥのサービスを使用する。 

 

付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ２７６４は本交換機から送信されるメッセージの情報フロー例を示す。本例での

メッセージはベアラ制御と呼制御にとって意味のあるメッセージである。 
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付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

メッセージ送信時のＳＡＣＦの機能例 

 

A.3.2.2 他の交換機により起動される動作 

メッセージがＭＴＰ－３サービスアクセスポイントで受信されたとき、交換機のアプリケーションプロセ

スはこれを正しいＡＥＩに分配することを試みる。これはメッセージ内の着ＳＩＤパラメータに基づいて行

なう： 

・もし着ＳＩＤが存在するＢ－ＩＳＵＰ ＡＥＩに対応する場合、本メッセージはそのＡＥＩに分配される。 

・他の可能なケースについては A．3．1．2節参照。 

 

付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ２７６４はこの交換機で受信されたメッセージの情報フロー例を示す。本例での

メッセージはベアラ制御と呼制御にとって意味のあるメッセージである。 

B－ISUP AEI 

B－ISUP 
SAO 

SACF

d 

e

c

b

CC ASE

BCC ASE 

結合機能



 

 － 132 － ＪＴ－Ｑ２７６４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

メッセージ受信時のＳＡＣＦの機能例 

B－ISUP AEI 

B－ISUP 
SAO 

SACF

d 

e 

c 

b

CC ASE

BCC ASE 

結合機能
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付属資料Ｂ：Ｂ－ＩＳＵＰ呼設定シーケンスの例 
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２７６４に対する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略語：   

発ＳＩＤＡ ： 交換機Ａにより割り当てられる発側信号識別子 

発ＳＩＤＢ ： 交換機Ｂにより割り当てられる発側信号識別子 

着ＳＩＤＡ ： 着側信号識別子Ａ（＝発ＳＩＤＡ） 

着ＳＩＤＢ ： 着側信号識別子Ｂ（＝発ＳＩＤＢ） 

 

付図Ｂ－１／ＪＴ－Ｑ２７６４＊（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

信号アソシエーションの割当と解放の例；メッセージのＳＩＤパラメータのみ表示 

 

＊TTC注 1： ITU－T 勧告 Q．2764 では発 SIDA の割当となっているが明らかに間違いと思われるので

発 SIDBの割当とする。 

＊TTC注 2： ITU－T 勧告 Q．2764 では発 SIDB の解放となっているが明らかに間違いと思われるので

発 SIDAの解放とする。 

発 SIDBの 
解放 

発 SIDBの 
割当 
(TTC注 1)＊ 

発 SIDAの 
割当 

発 SIDAの 
解放 
(TTC注 2)＊ 

解放完了(着 SIDA) 

解放(着 SIDB) 

応答(着 SIDA) 

アドレス完了(着 SIDA) 

アドレス確認 
(着 SIDA、発 SIDB) 

アドレス完了(発 SIDA) 

交換機 A 交換機 B 
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付図Ｂ－２／ＪＴ－Ｑ２７６４（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

不完了の呼／コネクション設定シーケンスの例 

解放完了 (着 SIDB i) 

解放 (着 SIDA、理由表示) 

アドレス確認 
(着 SIDA、発 SIDB i) 

アドレス (発 SIDA) 

発交換機 

アドレス (発 SIDB j) 

アドレス (発 SIDB k)

アドレス拒否 
(着 SIDB k、理由表示) 

アドレス拒否 
(着 SIDB j、理由表示) 

A B C D 
中継交換機 中継交換機
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付属資料Ｃ：ＳＤＬ概要 
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２７６４に対する） 

 

C.1 はじめに 

本付属資料では、本標準の多くの節でみられるＳＤＬ図の構成の概要を述べる。 
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付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

概要
システム“ＥＡＰ”は交換機アプリケーションプロセスを表す。 
 
本標準に含まれるＳＤＬ図は以下のブロックの動作を記述している。 

a． “Ｂ－ＩＳＵＰ プロトコル” 
b． “網インタフェース” 

 
以下のブロック： 

a． “呼制御アプリケーションプロセス” 
b． “整合性アプリケーションプロセス” 
c． “保守アプリケーションプロセス” 
はＢ－ＩＳＵＰノード機能であり、かつ記述されていない。 
 

ＳＹＳＴＥＭ ＥＡＰ

ＣＣＡ－ＢＰＲＴ ＭＣ－ＢＰＲＴ ＣＡ－ＢＰＲＴ 

ＢＰＲＴ－ＮＩ

ＭＴＰ－３ ＭＴＰ－３ 

呼制御 
アプリケーション 
プロセス 

整合性
アプリケーション 
プロセス 

保守制御 
アプリケーション 
プロセス 

Ｂ－ＩＳＵＰ
プロトコル 

網インタフェース
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付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

＃ 

＃ 
＃ 

＃ 

信号ルート 
 
ＢＰＲＴ－ＮＩルートはＢ－ＩＳＵＰプロトコルとＮＩ（網インタフェース）プロセス 
の間のプリミティブを選ぶ。 
 
ＭＴＰ３－ＮＩとＮＩ－ＭＴＰ３（注）ルートは網インタフェースプロセスとＭＴＰ－３の間の
プリミティブを選ぶ。 
 
信号リスト 
 
ＳＬ Ｎ１ 「ＭＴＰ－転送」要求；  

    
ＳＬ Ｎ２ 「ＭＴＰ－転送」指示， 

「着側－無効」指示， 
「相手局－状態」指示， 
「着側－有効」指示； 

    
ＳＬ Ｍ１ 「ＭＴＰ－転送」指示， 

「ＭＴＰ－休止」指示， 
「ＭＴＰ－状態」指示， 
「ＭＴＰ－再開」指示； 

    
ＳＬ Ｍ２ 「ＭＴＰ－転送」要求；  

 
 
ＴＴＣ 注）ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４ではＮＩ－ＭＴＰ３－ＮＩとなっているが明らかに 

間違いなのでＮＩ－ＭＴＰ３とする。 

ＢＬＯＣＫ 網インターフェイス 

ルート 
ＭＴＰ３－ＮＩ 

この記号は網インタフェースプロ
セスがＢ－ＩＳＵＰプロトコルの
インスタンスを必要な時に生成す
ることを表している。 

ルート
ＮＩ－ＭＴＰ３ 

ルート 
ＢＰＲＴ－ＮＩ 

［ＳＬ Ｎ２］

［ＳＬ Ｎ１］

［ＳＬ Ｍ１］ ［ＳＬ Ｍ２］

ＮＩ 
（１，１） 

Ｂ－ＩＳＵＰ
プロトコル 
（０，ｎ） 
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付図Ｃ－３／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＢＰＲＴ－ＮＩ 
［ＳＬ ＮＩ１，ＳＬ ＮＩ２］ 

［ＳＬ ＣＩ１，ＳＬ ＣＩ２］ 
ＣＦ－ＣＣＩ 

ＳＬ ＣＣ１， ＳＬ ＣＣ２ はＢ－ＩＳＵＰプロトコルと呼制御アプリケーションプロセ
スの間で交換されるプリミティブを含む信号リスト 

ＳＬ ＣＡ１， ＳＬ ＣＡ２ はＢ－ＩＳＵＰプロトコルと整合性アプリケーションプロセ
スの間で交換されるプリミティブを含む信号リスト 

ＳＬ ＮＩ１， ＳＬ ＮＩ２ はＢ－ＩＳＵＰプロトコルと網インタフェースプロセスの間
で交換されるプリミティブを含む信号リスト 

ＳＬ ＣＩ１， ＳＬ ＣＩ２ はＳＡＣＦとＣＣ－Ｉ ＡＳＥの間で交換されるプリミティ
ブを含む信号リスト 

ＳＬ ＢＩ１， ＳＬ ＢＩ２ はＳＡＣＦとＢＣＣ－Ｉ ＡＳＥの間で交換されるプリミ
ティブを含む信号リスト 

ＳＬ Ｍ１， ＳＬ Ｍ２ はＳＡＣＦとＭＣ－Ｉ ＡＳＥの間で交換されるプリミティ
ブを含む信号リスト 

ＳＬ Ｕ１， ＳＬ Ｕ２ はＳＡＣＦとＵＩ ＡＳＥの間で交換されるプリミティブを
含む信号リスト 

ＢＬＯＣＫ Ｂ－ＩＳＵＰ プロトコル （入側）

［ＳＬ ＣＣ１，ＳＬ ＣＣ２］ 
ＣＣＡ－ＢＰＲＴ 

すべてのプリミティブとパラメータは本文の適切な節の関係ある表に記述している。 
 

ＣＦ－ＢＣＩ 
［ＳＬ ＢＩ１，ＳＬ ＢＩ２］ 

ＣＦ－ＵＩ 
［ＳＬ Ｕ１，ＳＬ Ｕ２］ 

ＣＦ－ＭＣ 
［ＳＬ Ｍ１，ＳＬ Ｍ２］ 

ＣＡ－ＢＰＲＴ 
［ＳＬ ＣＡ１， 
 ＳＬ ＣＡ２］ 

ＳＡＣＦ 

ＣＣ－Ｉ 

ＢＣＣ－Ｉ 

ＵＩ ＭＣ 
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付図Ｃ－４／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＢＰＲＴ－ＮＩ 
［ＳＬ ＮＩ１，ＳＬ ＮＩ２］ 

［ＳＬ ＣＯ１，ＳＬ ＣＯ２］ 
ＣＦ－ＣＣＯ 

ＢＬＯＣＫ Ｂ－ＩＳＵＰ プロトコル （出側） 

［ＳＬ ＣＣ１，ＳＬ ＣＣ２］ 
ＣＣＡ－ＢＰＲＴ 

すべてのプリミティブとパラメータは本文の適切な節の関係ある表に記述している。 
 

ＣＦ－ＢＣＯ 
［ＳＬ ＢＯ１，ＳＬ ＢＯ２］ 

ＣＦ－ＵＩ 
［ＳＬ Ｕ１，ＳＬ Ｕ２］ 

ＣＦ－ＭＣ（注） 
［ＳＬ Ｍ１，ＳＬ Ｍ２］ 

ＣＡ－ＢＰＲＴ 
［ＳＬ ＣＡ１， 
 ＳＬ ＣＡ２］ 

ＳＡＣＦ 

ＣＣ－Ｏ 

ＢＣＣ－Ｏ 

ＵＩ ＭＣ 

ＳＬ ＣＣ１， ＳＬ ＣＣ２ はＢ－ＩＳＵＰプロトコル呼制御アプリケーションプロセスの間
で交換されているプリミティブを含む信号リスト 

ＳＬ ＣＡ１， ＳＬ ＣＡ２ はＢ－ＩＳＵＰプロトコルと整合性アプリケーションプロセスの
間で交換されるプリミティブを含む信号リスト 

ＳＬ ＮＩ１， ＳＬ ＮＩ２ はＢ－ＩＳＵＰプロトコルと網インタフェースプロセスの間で交
換されるプリミティブを含む信号リスト 

ＳＬ ＣＯ１， ＳＬ ＣＯ２ はＳＡＣＦとＣＣ－Ｏ ＡＳＥの間で交換されるプリミティブを
含む信号リスト 

ＳＬ ＢＯ１， ＳＬ ＢＯ２ はＳＡＣＦとＢＣＣ－Ｏ ＡＳＥの間で交換されるプリミティブ
を含む信号リスト 

ＳＬ Ｍ１， ＳＬ Ｍ２ はＳＡＣＦとＭＣ－Ｏ ＡＳＥの間で交換されるプリミティブを
含む信号リスト 

ＳＬ Ｕ１， ＳＬ Ｕ２ はＳＡＣＦとＵＩ ＡＳＥの間で交換されるプリミティブを含む
信号リスト 

 
（ＴＴＣ注）ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４ではＭＣ－ＵＩとなっているが明らかに間違いなのでＣＦ－ＭＣとする。 
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付図Ｃ－５／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

ＢＰＲＴ－ＮＩ 
［ＳＬ ＮＩ１，ＳＬ ＮＩ２］ 

ＢＬＯＣＫ Ｂ－ＩＳＵＰ プロトコル （保守）

［ＳＬ ＭＣ１，ＳＬ ＭＣ２］ 
ＭＣ－ＢＰＲＴ 

すべてのプリミティブとパラメータは本文の適切な節の関係ある表に記述している。
 

ＣＦ－ＵＩ 
［ＳＬ Ｕ１，ＳＬ Ｕ２］ 

ＣＦ－ＭＣ 
［ＳＬ Ｍ１，ＳＬ Ｍ２］ 

ＳＡＣＦ 

ＵＩ ＭＣ 

ＳＬ ＭＣ１， ＳＬ ＭＣ２ はＢ－ＩＳＵＰプロトコルと保守制御アプリケーションプロセス
の間で交換されるプリミティブを含む信号リスト 

ＳＬ ＮＩ１， ＳＬ ＮＩ２ はＢ－ＩＳＵＰプロトコルと網インタフェースプロセスの間で交
換されるプリミティブを含む信号リスト 

ＳＬ Ｍ１， ＳＬ Ｍ２ はＳＡＣＦとＭＣ－Ｏ ＡＳＥの間で交換されるプリミティブを
含む信号リスト 

ＳＬ Ｕ１， ＳＬ Ｕ２ はＳＡＣＦとＵＩ ＡＳＥの間で交換されるプリミティブを含む
信号リスト 

 
（ＴＴＣ注）ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４ではＳＡＣＦとＣＣ－Ｉ ＡＳＥ及びＳＡＣＦとＢＣＣ－Ｉ ＡＳＥ

の間で交換されるプリミティブを含む信号リストについても記述されているが、本付図とは関係
ないので削除する。 
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付属資料 a 緊急通報呼の発信手順 
（標準ＪＴ－Ｑ２７６４） 

 

本付属資料は、緊急通報呼の発信手順規定のため、TTC 標準 JT-Q2764 本文に規定している「呼制

御、アプリケーションプロセス機能」との差分を規定する。 

 

a.1 発交換機の動作                                       

 発交換機が発ユーザからの呼設定情報により緊急通報呼接続を行うと判断した場合、「優先発ユーザ」を

設定した発ユーザ種別パラメータを「呼設定」要求プリミティブに含めなければならない。また、発交換機

は、ユーザが接続を希望している緊急通報番号に対応する緊急通報受付台の番号に変換して、「呼設定」要

求プリミティブに含まれる着番号パラメータに設定してもよい。この際、「呼設定」要求プリミティブに緊

急通報呼表示パラメータを含めなければならない。加えて、この緊急通報呼表示を利用して、割当側交換機

は一般呼とは別のリソースを使用してコネクションを設定してもよい。 

 

a.2 中継交換機の動作                                      

 もし、「呼設定」指示プリミティブ内の着番号パラメータに緊急通報番号が含まれていれば、中継交換機

は、ユーザが接続を希望している緊急通報番号に対応する緊急通報受付台の番号に変換して、「呼設定」要

求プリミティブ内の着番号パラメータに設定してもよい。この際、「呼設定」要求プリミティブに緊急通報

呼表示パラメータを含めなければならない。 

 また、「呼設定」要求プリミティブもしくは「呼設定」指示プリミティブに緊急通報呼表示パラメータが

含まれている場合、割当側交換機は一般呼とは別のリソースを使用してコネクションを設定してもよい。 

 

a.3 着交換機の動作                                     

 着交換機は、緊急通報受付台の番号を示す着番号パラメータを含んだ「呼設定」指示プリミティブを受信

した場合、以下の動作を行う。 

ａ）もし、緊急通報呼表示パラメータが「呼設定」指示プリミティブに含まれていれば、緊急通報呼とし

て緊急通報受付台に対し呼／コネクションを提供しなければならない。 

ｂ）もし、緊急通報呼表示パラメータが「呼設定」指示プリミティブに含まれていなければ、診断情報な

しの理由表示値＃１（欠番）を含んだ「解放」要求プリミティブにより解放手順を実施しなければな

らない。 

 

＊ 
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付録Ⅰ：メッセージ整合性情報サブフィールドのコーディング 
 

本付録の表では、基本呼に関連したメッセージのメッセージ整合性情報フィールドの値の例を示したもの

である。インプリメント上の実際の際は、これと異なっても構わない（すなわちプロトコル上のエラーとは

しない）。 

表中“デフォルト”となっているものは、より高い優先度の表示か決められているため使用されない。 

この動作指示表示はプロトコルの円滑な拡張を考慮し設計されたものであり、導入時には、基本呼メッ

セージやパラメータについて正常手順で使用されることはない。 

国内使用のメッセージについては本付録では記述されない。 

 

付表Ⅰ－１（１／２）／ＪＴ－Ｑ２７８４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

動作指示表示のコーディング例 

（注）保守メッセージ中の“呼を解放する”は対応する（保守）Ｂ－ＩＳＵＰ ＡＥＩが終了していてこ

れ以上の動作が行われないことを意味する。 

サブフィールドのデフォルト値は０ 

 

メッセージ 
広帯域／狭帯域 

インタワーク表

示 

通過不可表示

（オクテット

1） 

メッセージ

廃棄表示 
通知送信表示 呼解放表示 

中継交換機転送

表示 

アドレス完了 通過 デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解釈
応答 通過 デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解釈

閉塞 
メッセージを廃

棄する 
デフォルト 

メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない終端ノード解釈

閉塞確認 
メッセージを廃

棄する 
デフォルト 

メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない終端ノード解釈

呼経過 通過 
メッセージを

廃棄する 
メッセージを

廃棄しない
通知を送信しない 呼を解放しない 中継解釈 

コンフュー

ジョン 
通過 

メッセージを

廃棄する 
メッセージを

廃棄しない
通知を送信しない 呼を解放しない終端ノード解釈

正常性検証 

終了 
メッセージを廃

棄する 
デフォルト 

メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない終端ノード解釈

正常性検証 

終了確認 
メッセージを廃

棄する 
デフォルト 

メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない終端ノード解釈

正常性検証 

要求 
メッセージを廃

棄する 
デフォルト 

メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない終端ノード解釈

正常性検証 

要求確認 
メッセージを廃

棄する 
デフォルト 

メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない終端ノード解釈
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付表Ⅰ－１（２／２）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

動作指示表示のコーディング例 

 

メッセージ 広帯域／狭帯域イ

ンタワーク表示

通過不可表示 

（オクテット１） 
メッセージ廃

棄表示 
通知送信表示 呼解放表示 中継交換機転送 

表示 
 

順方向転送 メッセージを廃棄 

する 
デフォルト メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない 中継解釈 

アドレス確認 呼を解放する デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解釈 
アドレス拒否 呼を解放する デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解釈 
アドレス 呼を解放する デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解釈 

網リソース管理 通過 メッセージを廃棄 

する 
メッセージを

廃棄しない

通知を送信しない 呼を解放しない 終端ノード解釈 

解放 メッセージを廃棄 

する 
デフォルト メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない 終端ノード解釈 

解放完了 メッセージを廃棄 

する 
デフォルト メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない 終端ノード解釈 

リセット メッセージを廃棄 

する 
デフォルト メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない 終端ノード解釈 

リセット確認 メッセージを廃棄 

する 
デフォルト メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない 終端ノード解釈 

再開 通過 メッセージを廃棄 

する 
メッセージを

廃棄しない

通知を送信しない 呼を解放しない 中継解釈 

分割（国内用） 通過 メッセージを廃棄 

する 
メッセージを

廃棄しない

通知を送信しない 呼を解放しない 中継解釈 

後続アドレス 呼を解放する デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解釈 
中断 通過 メッセージを廃棄 

する 
メッセージを

廃棄しない

通知を送信しない 呼を解放しない 中継解釈 

閉塞解除 メッセージを廃棄 

する 
デフォルト メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない 終端ノード解釈 

閉塞解除確認 メッセージを廃棄 

する 
デフォルト メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない 終端ノード解釈 

ユーザ部有効牲 メッセージを廃棄 

する 
デフォルト メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない 終端ノード解釈 

ユーザ部テスト メッセージを廃棄 

する 
デフォルト メッセージを

廃棄する 
通知を送信しない 呼を解放しない 終端ノード解釈 

 

＃

＃

＃

＃

＃

＃
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付録ⅠⅠ：パラメータ整合性情報サブフィールドのコーディング 
 

本付録では、基本呼に関連したパラメータのパラメータ整合性情報フィールドの値の例を示したものであ

る。インプリメント上の実際の値は、これと異なっても構わない。（すなわちプロトコル上のエラーとはし

ない）。表中“デフォルト”となっているものは、より高い優先度の表示か決められているため使用されな

い。 

この動作指示表示はプロトコルの円滑な拡張を考慮し設計されたものであり、導入時には、基本呼メッ

セージやパラメータについて正常手順で使用されることはない。 

＃ 国内使用のメッセージについては本付録では記述されない。 

 

本付録に適用される一般原則 

II.1 中継交換機転送表示 

このサブフィールドの値は、タイプＢ交換機で、どうパラメータか認識できるかどうかで決定される。 

 

II.2 通知要否表示 

このフィールドのコーディングは、サービスを起動した交換機でのサービスによってのみ決定される。 

すなわち、メッセージやパラメータか廃棄された場合に、何らかの通知サービスの正しい処理上有効と認め

られるかにより判断される。 

 

II.3 パラメータ廃棄表示、メッセージ廃棄表示、呼解放表示、転送不可表示 

・タイプＢ交換機だけでなく、ほとんどのタイプＡ交換機（入側国際交換機及び出側国際交換機）で、パラ

メータを確認する必要かない場合、つまりパラメータかオプションである場合にはパラメータ整合性情報

には“通過”と設定される。 

・ある交換機（タイプＡ交換機または、中継交換機表示の中継値によって決まるタイプＡＢ交換機）で、パ

ラメータの内容を認識する必要のあるパラメータで、そのパラメータがなくても、影響のあるサービスを

含めて、メッセージの処理か継続可能であるときはパラメータ整合性情報は、“パラメータ廃棄する”と

設定される。 

・ある交換機（タイプＡ交換機または、中継交換機表示の中継値によって決まるタイプＡＢ交換機）で、そ

のパラメータなしではメッセージの処理を完全に実行することができないときは、パラメータ整合性情報

は“呼を解放する”と設定される。 

 

II.4 広帯域／狭帯域相互動作指示 

・パラメータを認識する必要がない場合、狭帯域のパラメータと同様の名称、フォーマット、値をもつ広帯

域のパラメータは転送される。 

・パラメータを認識する必要かない場合、広帯域特有のパラメータのように、狭帯域のパラメータと類似性

のないパラメータは廃棄される。 
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付表 II－１（１／２）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

動作指示表示のコーディング例 

サブフィールドのデフォルト値は０ 

 

パラメータ 通過不可表示 パラメータ廃
棄表示 

メッセージ廃

棄義示 
通知送信表示 呼解放表示 中継交換機転

送表示 
広帯域／狭帯

域インタワー

ク表示 
AALパラ 

メータ 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 中継解釈 パラメータを

廃棄する 
アクセス配送 

表示 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送借し 

ない 
呼を解放しない 中継解釈 通過 

ATMセル 

レート 
デフォルト デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解

釈 
呼を解放する

自動輻輳レベ 

ル 
デフォルト パラメータを

廃棄する 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 終端ノード解

釈 
パラメータを

廃棄する 
逆方向狭帯域 

インタワーク 

表示 

パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 中継解釈 呼を解放する

広帯域伝達能 

力 
デフォルト デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解

釈 
呼を解放する

広帯域低位レ 

イヤ整合性 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 中継解釈 パラメータを

廃棄する 
広帯域低位レ 

イヤ整合性 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 中継解釈 パラメータを

廃棄する 
呼履歴情報 パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 中継解釈 通過 

着番号 デフォルト デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解
釈 

呼を解放する

着ユーザ表示 パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 中継解釈 呼を解放する

発ユーザ種別 パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 終端ノード解

釈 
呼を解放する

理由表示 パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 終端ノード解

釈 
通過 

課金表示 パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 中継解釈 パラメータを

廃棄する 
コネクション 

要素識別子 
デフォルト デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解

釈 
呼を解放する

正常性検証結 

果情報 
デフォルト パラメータを

廃棄する 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 終端ノード解

釈 
パラメータを

廃棄する 
着側信号識別 

子 
デフォルト デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解

釈 
呼を解放する

エコー制御情

報 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 中継解釈 パラメータを

廃棄する 
順方向狭帯域 

インタワーク 

表示 

パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し 

ない 
呼を解放しない 中継解釈 呼を解放する
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付表ＩＩ－１（２／２）／ＪＴ－Ｑ２７６４ 

（ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２７６４） 

動作指示表示のコーディング例 

 

パラメータ 通過不可表示 パラメータ廃
棄表示 

メッセージ廃

棄義示 
通知送信表示 呼解放表示 中継交換機転

送表示 
広帯域／狭帯 

域インタワー 

ク表示 
インバンド情 

報表示 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
中継解釈 パラメータを 

廃棄する 
位置番号 パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
中継解釈 通過 ＃

最大エンド・

エンド中継遅

延 

パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
終端ノード解

釈 
パラメータを 

廃棄する 

狭帯域伝達能

力 
デフォルト デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解

釈 
呼を解放する 

狭帯域高位レ

イヤ整合性 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
中継解釈 パラメータを 

廃棄する 
狭帯域低位レ

イヤ整合性 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
中継解釈 パラメータを 

廃棄する 
国内／国際呼 

表示 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
中継解釈 呼を解放する 

OAMトラ

ヒック記述子 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
中継解釈 パラメータを 

廃棄する 
発側ISC局

コード 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
中継解釈 通過 ＃

発側信号識別

子 
デフォルト デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解

釈 
呼を解放する 

経過識別子 パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
中継解釈 パラメータを 

廃棄する 
伝播遅延カウ

ンタ 
デフォルト デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解

釈 
呼を解放する 

リソース識別

子 
デフォルト デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解

釈 
呼を解放する 

後続番号 デフォルト デフォルト デフォルト デフォルト 呼を解放する 終端ノード解
釈 

呼を解放する 

中断／再開表

示 
パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
中継解釈 通過 

網機能種別 パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
中継解釈 通過 ＊

契約者番号 パラメータを 

廃棄する 
パラメータを

廃棄しない 
メッセージを 

廃棄しない 
通知を送信し

ない 
呼を解放しな

い 
中継解釈 通過 ＊


	　　



